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はじめに 
 

昨今のわが国の地方行政を取り巻く環境は、少子化に伴う本格的な人口減少・高齢化の進行、社

会全体のデジタル化の急速な進展、各種災害の激甚化、働き方やライフスタイルの多様化、インバ

ウンドの急増、脱炭素化やＳＤＧｓ等の地球規模の潮流など、これまでとは大きく異なる変化が見

られます。 

こうした中で、地方公共団体は、自治体ＤＸの推進、人材の確保・育成、経営マネジメントの強

化等を図りつつ、住民ニーズを的確に捉え、地域の特性を活かしながら、住民福祉の向上、地域産

業の振興、まちづくりの推進、防災対策の強化、自然環境の保全、共生社会の実現等に関する諸課

題に、自らの判断と責任において取り組んでいくことが求められています。 

このため、当機構では、地方公共団体が直面している諸課題を多角的・総合的に解決するため、

個々の団体が抱える課題を取り上げ、当該団体と共同して、全国的な視点と地域の実情に即した視

点の双方から問題を分析し、その解決方策の調査研究を実施しています。 

本年度は６つのテーマを具体的に設定しており、本報告書は、そのうちの一つの成果を取りまと

めたものです。 

スポーツは、国民の生活や社会に活力を与えるなど、社会全体に対して優れた効果を発揮する重

要なコンテンツであると考えられています。さいたま市でも、これまで障害者の運動・スポーツの

実施に資する各種取組を進めてきましたが、障害者の運動・スポーツに焦点を当てた調査を行う機

会がなく、障害者の運動・スポーツの実態や、その実施における障壁、解決すべき課題などが、明

確になっていない状況にありました。 

このような背景を踏まえ、本調査研究では、障害者本人や、スポーツ施設・団体等を対象にアン

ケート・ヒアリング調査を実施することで、さいたま市における障害者の運動・スポーツの実態等

を把握するとともに、今後の障害者の運動・スポーツ推進の方向性について整理しました。 

本調査研究の企画及び実施に当たりましては、調査研究委員会の委員長及び委員を始め、関係者

の皆様から多くの御指導と御協力をいただきました。 

また、本調査研究は、公益財団法人 地域社会振興財団の助成金を受けて、さいたま市と当機構

とが共同で行ったものであり、ここに謝意を表する次第です。 

本報告書が広く地方公共団体の施策展開の一助となれば大変幸いです。 

 

 令和８年３月 

一般財団法人 地方自治研究機構 

理 事 長  北 崎 秀 一 
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序 章 調査研究の概要 
 
１ 調査研究の背景と目的 

障害者とは、障害者基本法において、「身体障害、知的障害又は精神障害があるため、継続的に

日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける者」と定義されている。さいたま市では、障害者差

別解消法（平成 28年 4月制定）以前に、全国の政令指定都市に先駆けて平成 23年に「ノーマラ

イゼーション条例」を制定し、障害者を「保護の対象」ではなく、「権利の主体」と位置付けた。

障害者も、障害のない人と同じように、社会の一員として責任を分担し、必要な支援を受けなが

ら、自分で決めたことや選んだことに基づいて社会のあらゆる分野の活動に参加、参画する権利

があり、スポーツへの参加もその一つであるとしている。 

一方、スポーツは、スポーツ基本法の前文において、「世界共通の人類の文化」であると示さ

れ、国民の生活や社会に活力を与えるなど、社会全体に対して優れた効果を発揮する重要なコン

テンツであると考えられている。 

障害者にとっても、同様に、スポーツは重要な意義を有しており、障害者がスポーツに取り組

むことで、「身体的な健康維持とリハビリテーション」、「精神的な充実感とストレス解消」、「スポ

ーツを通じた仲間づくり」等の効果が得られるだけではなく、「社会との交流・共生の促進」、「障

害者に対する理解の促進」など、スポーツを通じた共生社会の実現等に寄与すると考えられる。 

そのため、国では、令和４年度からの「第３期スポーツ基本計画」において、障害者のスポー

ツ実施率に関する目標として、「障害者の週１回以上のスポーツ実施率が 40％、年１回以上のス 

ポーツ実施率が 70％程度となることを目指す」ことが掲げられ、地方自治体でも障害者のスポー

ツ実施率の目標の設定や、障害者がスポーツに取り組みやすい環境の整備など、障害者のスポー

ツ実施を推進するための取組が進められている。 

さいたま市においても、「第２期さいたま市スポーツ振興まちづくり計画」に示す「健康で活力

ある『スポーツのまち さいたま』」の実現のためには、障害者のスポーツ実施の取組を強化する

必要がある。しかし、これまで障害者本人や障害者を受け入れるスポーツ施設・団体等を対象と

した詳細な実態調査を行う機会がなく、障害者のスポーツ実施率に関する目標も未設定の状況に

ある。 

これらの状況を踏まえ、本調査研究では、障害者本人、スポーツ施設・団体等、支援の場（特

別支援学校等)、障害者スポーツ指導者を対象としたアンケート・ヒアリング調査等を実施するこ

とにより、さいたま市における障害者のスポーツの実態を把握し、今後のさいたま市における障

害者のスポーツの在り方を見定め、令和９年度からの次期「さいたま市障害者総合支援計画」に

反映すべき障害者にかかるスポーツ関連施策の方向性等を検討した。 

なお、本調査研究は、障害者が取り組みやすいようにルールや用具が工夫・適合・開発された

スポーツ競技種目としての「障害者スポーツ（パラスポーツ）」の普及促進等を通じて、障害者 
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一人ひとりが運動・スポーツに親しむことで、体を動かす機会が拡大し、それが習慣化・定着化

することを目的として実施するものである。 
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２ 調査研究の流れと全体像 

本調査研究の流れと全体像は、以下のとおりである。 

 
（１）障害者手帳所持者向けアンケート調査 

【目的】今後のさいたま市における障害者のスポーツ施策の方向性を検討する際の基礎資料

とするため、障害者のスポーツに関する意識や価値観、実態、ニーズ等を把握す

る。 

【内容】さいたま市内の障害者手帳所持者（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福

祉手帳）にアンケート調査を実施し、結果及び課題を分析する。 

（２）障害者手帳不所持者からの意見聴取 

【目的】今後のさいたま市における障害者のスポーツ施策の方向性を検討する際の定性要素

とするため、心身に何らかの障害・支障等を抱えている障害者手帳不所持者のスポ

ーツの実施に関する意見を把握する。 

【内容】心身に何らかの障害・支障等を抱えている障害者手帳不所持者に書面による聞き取

りを実施し、それらの意見を整理する。 

（３）スポーツ施設・団体向けアンケート・ヒアリング調査 

【目的】今後のさいたま市における障害者のスポーツ環境の充実に資するものとするため、

市内に所在する施設、市内で活動するスポーツ団体等における障害者のスポーツ実

施環境、受け入れ状況等を把握する。 

また、今後のさいたま市における障害者のスポーツ施策の方向性の検討等に際して

の参考情報とするために、調査結果を踏まえた課題について個別にヒアリング調査

を実施する。 

【内容】さいたま市内の公共施設・民間スポーツ施設、さいたま市内で活動するスポーツ団

体等にアンケート・ヒアリング調査を実施し、結果及び課題を分析する。 

（４）支援の場（特別支援学校等）向けアンケート・ヒアリング調査 

【目的】今後のさいたま市における障害者のスポーツ環境の充実に資するものとするため、

特別支援学校・特別支援学級・障害福祉施設等のスポーツ実施の現状や、卒業・退

所後のスポーツ習慣継続のための取組等について把握する。 

また、今後のさいたま市における障害者のスポーツ施策の方向性の検討等に際して

の参考情報とするために、調査結果を踏まえた課題について個別にヒアリング調査

を実施する。 

【内容】さいたま市を通学区域に含む県内の特別支援学校、市内特別支援学級、障害者総合

支援法に基づく市内の施設、障害児のための施設等にアンケート・ヒアリング調査

を実施し、結果及び課題を分析する。 
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（５）障害者スポーツ指導者向けヒアリング調査 

【目的】障害者スポーツ指導者の活動状況、取り巻く環境や解決すべき課題、障害者のスポ

ーツの更なる普及に必要な要素などを定性的に把握し、今後のさいたま市における

障害者のスポーツ施策の方向性の検討等に際しての参考情報とするために、障害者 

スポーツ指導者に個別にヒアリング調査を実施する。 

【内容】障害者スポーツ指導者にヒアリング調査を実施し、結果及び課題を分析する。 

（６）障害者のスポーツに関する他自治体における先進事例調査 

【目的】さいたま市における障害者のスポーツ施策を検討する際の参考情報とするため、他

自治体における優れた事例の調査を実施し、成果に至ったポイント等を整理する。 

【内容】障害者のスポーツに関する先進的な取組を実施している自治体の事例を、公開情報

に基づいた WEB調査等で収集し、その取組の成功している要因等を分析する。 

（７）さいたま市における障害者のスポーツの方向性等の検討 

【目的】今後、さいたま市が目指すべき障害者のスポーツの方向性等を検討する。 

【内容】各種アンケート・ヒアリング調査結果を踏まえ、今後のさいたま市における障害者

のスポーツの方向性等を見定め、市として推進すべき施策や障害者のスポーツの実

施率の目標等を検討する。 

 

図表 序－２―１ 調査研究の全体像 
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（５）障害者スポーツ指導者向けヒアリング調査 

【目的】障害者スポーツ指導者の活動状況、取り巻く環境や解決すべき課題、障害者のスポ

ーツの更なる普及に必要な要素などを定性的に把握し、今後のさいたま市における

障害者のスポーツ施策の方向性の検討等に際しての参考情報とするために、障害者 

スポーツ指導者に個別にヒアリング調査を実施する。 

【内容】障害者スポーツ指導者にヒアリング調査を実施し、結果及び課題を分析する。 

（６）障害者のスポーツに関する他自治体における先進事例調査 

【目的】さいたま市における障害者のスポーツ施策を検討する際の参考情報とするため、他

自治体における優れた事例の調査を実施し、成果に至ったポイント等を整理する。 

【内容】障害者のスポーツに関する先進的な取組を実施している自治体の事例を、公開情報

に基づいた WEB調査等で収集し、その取組の成功している要因等を分析する。 

（７）さいたま市における障害者のスポーツの方向性等の検討 

【目的】今後、さいたま市が目指すべき障害者のスポーツの方向性等を検討する。 

【内容】各種アンケート・ヒアリング調査結果を踏まえ、今後のさいたま市における障害者

のスポーツの方向性等を見定め、市として推進すべき施策や障害者のスポーツの実

施率の目標等を検討する。 

 

図表 序－２―１ 調査研究の全体像 
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図表 序－２―２ 調査研究スケジュール 

 

 
 
 
 
 
  



8 
 

３ 調査研究体制 

本調査研究は、さいたま市及び一般財団法人地方自治研究機構を実施主体として、調査研究委

員会の指導及び助言の下、基礎調査機関として三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社の

協力を得て実施した。 

図表 序－３―１ 調査研究体制 

 
 

なお、以下の日程で委員会を開催した。 

 

【第１回委員会】 

日時：令和７年７月 14日（月）10:00～11:30 

場所：さいたま市役所 議会棟２階 第６委員会室 

内容：調査研究の実施概要及びアンケート調査案の審議 

 

【第２回委員会】 

日時：令和７年 10月 30日（木）10:00～12:00 

場所：埼玉県勤労者福祉センターときわ会館 ５階 小ホール 

内容：調査研究結果の概要報告及び報告内容に関する審議 

 

【第３回委員会】 

日時：令和８年１月 23日（金）10:00～11:30 

場所：埼玉県勤労者福祉センターときわ会館 ５階 小ホール 

内容：調査研究報告書案の審議 
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３ 調査研究体制 

本調査研究は、さいたま市及び一般財団法人地方自治研究機構を実施主体として、調査研究委

員会の指導及び助言の下、基礎調査機関として三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社の

協力を得て実施した。 

図表 序－３―１ 調査研究体制 

 
 

なお、以下の日程で委員会を開催した。 

 

【第１回委員会】 

日時：令和７年７月 14日（月）10:00～11:30 

場所：さいたま市役所 議会棟２階 第６委員会室 

内容：調査研究の実施概要及びアンケート調査案の審議 

 

【第２回委員会】 

日時：令和７年 10月 30日（木）10:00～12:00 

場所：埼玉県勤労者福祉センターときわ会館 ５階 小ホール 

内容：調査研究結果の概要報告及び報告内容に関する審議 

 

【第３回委員会】 

日時：令和８年１月 23日（金）10:00～11:30 

場所：埼玉県勤労者福祉センターときわ会館 ５階 小ホール 

内容：調査研究報告書案の審議 
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第１章 さいたま市の概要 
 
１ 地勢 

さいたま市は、埼玉県の南東部に位置する県庁所在地で、古くは中山道の宿場町として発達し

てきた歴史を持ち、現在は東北・上越など新幹線 6路線を始め、ＪＲ各線や私鉄線が結節する東

日本の交通の要衝となっている。また、市域の周囲は、すべて他の都市と接する内陸都市であ

る。 

さいたま市は、平成 13年 5月に旧浦和・大宮・与野の 3市合併により誕生し、平成 15年 4月

1日には全国で 13番目の政令指定都市へと移行した。さらに、平成 17年 4月 1日の旧岩槻市との

合併を経て、東西 19.6㎞、南北 19.3㎞、面積 217.49㎢に及ぶ市域となった。 

平成 15年 4月 1日の政令指定都市移行と同時に区制が施行され、現在市域は 10区（西区、北

区、大宮区、見沼区、中央区、桜区、浦和区、南区、緑区、岩槻区）の行政区に区分され、人口

が県内で最も多い都市である。 

 

図表 １－１－１ さいたま市位置図 

 

出所：さいたま市ホームページ 
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２ 人口等の推移 

（１）人口推移と将来の見通し 

さいたま市の人口は、現在のところ、年々増加傾向であり、2020年の国勢調査の結果では、

130万人を超え、1,324,025人となっている。また、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地

域別将来推計人口（令和５年推計）」によると、当面さいたま市の人口は増加を続け、2035年

にピークの 1,365,486人となった後、減少に転じると推計されている。 

一方、年齢３区分別でみると、生産年齢人口比率は年々減少し、2020年及び 2025年には微

増するものの 2030年以降は再び減少傾向であり、年少人口比率も長期的に減少傾向が続くな

か、老年人口比率は年々増加すると予想されている。 

 

図表 １－２―１ さいたま市の人口推移と将来の見通し

 

 
出所：総務省「国勢調査」および国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来人口」より地方自治研究機構

が作成（以下、「機構作成」という。） 

  

実績値（国勢調査） 推計値（日本の地域別将来推計人口（令和 5年推計）） 

11,,332244,,002255  人人 11,,336655,,448866  人人

11,,333399,,447755  人人

1144..55％％

6699..66％％
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（％） （人） 
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（２）障害者手帳所持者数の推移 

さいたま市の障害者手帳所持者数（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の

合計）をみると、年々微増の傾向であり、2024年には 58,616人（うち身体障害者手帳 32,714

人、療育手帳 9,447人、精神障害者保健福祉手帳 16,455人）と過去最高となった。 

手帳の種別でみると、身体障害者手帳所持者数は、2020年の 33,497人をピークとして、

2015年以降は概ね横ばいの傾向である。療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳所持者数は年々

増加の傾向であり、2011年には、精神障害者保健福祉手帳所持者数が療育手帳所持者数を上回

り、2024年には療育手帳所持者数が 9,447人、精神障害者保健福祉手帳所持者数 16,455人と

過去最高となった。 

 

図表１－２－２ さいたま市の障害者手帳所持者数の推移 

 

出所：さいたま市統計書より機構作成 
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３ さいたま市における障害者のスポーツの取組 

さいたま市では、障害者のスポーツの実施を促すため、これまで障害者に向けて様々なスポ

ーツ教室・イベント・大会等を実施してきた。その主なものを以下に記載する。 

（１）障害者スポーツ教室の開催 

スポーツを通じて障害者の体力増強・交流・余暇活動等に資するため、障害者の社会参加の

促進、健康の増進を図ることを目的に開催している。 

市内に在住、又は市内の障害者施設等に入所・通所・通学している障害者が参加でき、一部

を除いて参加費は無料である。より幅広い年齢層の障害者が参加できるように、一部の競技

（サッカー、フライングディスク、ボッチャ）は小中学校の特別支援学級等に訪問したうえで

開催している。 

なお、過去３年間の障害者スポーツ教室の開催状況は、図表１－３－１のとおりである。 

 

図表 １－３－１ 過去３年間の障害者スポーツ教室の開催状況 

年度 開催実績 参加者数（合計） 

令和４年度 11 競技 14 教室 146 名 

令和５年度 12 競技 17 教室 185 名 

令和６年度 12 競技 18 教室 160 名 

出所：さいたま市提供資料より機構作成 

 
（２）ノーマライゼーションカップの開催 

平成 23年に制定した「ノーマライゼーション条例」及びその理念の普及啓発とスポーツ振興

を目的として、視覚障害のある選手とない選手が力を合わせてゴールを目指すブラインドサッ

カーの国際親善試合「ノーマライゼーションカップ」を平成 24年度から開催している。 

令和６年度は、女子日本代表チームと女子インド代表チームによる国際親善試合を実施し、

視覚障害のある選手とない選手が同じチームで協力してプレーする姿を通じて、競技の魅力と

ともにノーマライゼーションの理念を、1,433人の来場者を前に広く発信した。 

また、体験ブースや障害者スポーツ教室を同時開催し、来場者が障害者スポーツに親しん

だ。 

 

図表 １－３－２ 令和６年度ノーマライゼーションカップの試合の様子 

 
出所：さいたま市ホームページ  
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（３）体を動かすレクリエーション教室の開催 

体を動かす楽しさを感じ、余暇活動の質の向上、体力増強等に資するとともに、社会参加を

促進することを目的に開催している。 

障害の状態が重く、障害者スポーツ教室に参加することが難しい方、競技性のあるスポーツ

に参加することが難しい障害者を対象に、令和５年度から体を動かすレクリエーションを指導

できる講師を障害福祉サービス事業所へ派遣している。（１回の派遣につき１時間程度） 

令和５年度は、講師２名を８箇所の生活介護事業所に派遣し、合計 85名が参加、令和６年度

は、講師２名を 20箇所に派遣し、合計 273名が参加した。 

 

（４）全国障害者スポーツ大会の意識啓発及び参加 

全国障害者スポーツ大会は、様々な障害のある選手が、競技等を通じ、スポーツの楽しさを

体験すると共に、国民の障害に対する理解を深め、障害者の社会参加の推進を目的に、都道府

県、政令指定都市が選手団を結成し、約 5,000から 6,000人の選手・役員が一堂に会して開催

される国内最大の障害者スポーツ大会の祭典である。 

さいたま市では、競技などを通じスポーツの楽しさを体験するとともに、市民の障害に対す

る理解を深め、障害者の社会参加を促進するため、全国障害者スポーツ大会への参加を支援し

ている。政令指定都市となった平成 15年度の第３回全国障害者スポーツ大会「わかふじ大会」

（静岡県）から選手団を派遣し、令和６年度に佐賀県で開催した第 23回全国障害者スポーツ大

会「SAGA2024」で、19回目の出場となった。同大会の陸上競技では、２つの大会新記録、４×

100mリレーでの初メダルを獲得した。 

なお、過去３年間のさいたま市の全国障害者スポーツ大会の派遣者数、参加競技及びメダル

獲得数は、図表１－３－３のとおりである。 

 

図表１－３－３ 過去３年間のさいたま市の全国障害者スポーツ大会の派遣者数、参加競技及びメダル獲得数 

年度 競技選手数 派遣役員数 参加競技 メダル獲得数 

令和４年度 27名 24名 

陸上競技、水泳、アーチェリー、 

卓球、フライングディスク、 

ボウリング 

22個 

令和５年度 21名 24名 

陸上競技、水泳、アーチェリー、 

卓球、フライングディスク、 

ボウリング、ボッチャ 

17個 

令和６年度 19名 19名 
陸上競技、水泳、卓球、 

フライングディスク、ボウリング 
22個 

出所：さいたま市提供資料より機構作成 
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第２章 障害者スポーツを取り巻く現状 
 
１ 障害者スポーツの現状 

（１）障害者スポーツとは 

障害者にとって、スポーツは、リハビリテーションの手段として、また、健康や体力の維

持、楽しみやストレス解消、仲間づくりの機会など、様々なことを目的として取り組まれてお

り、障害者のウェルビーイング向上に寄与すると考えられている。 

障害者がスポーツに取り組む際の選択肢の一つとして、障害があってもスポーツ活動ができ

るよう、障害に応じて競技規則や実施方法を変更したり、用具等を用いて障害を補ったりする

工夫・適合・開発が施された「障害者スポーツ」がある。例えば、代表的な障害者スポーツで

ある「車いすテニス」では、コート内の移動に車いすを用いるとともに、２バウンド以内の返

球が認められるなど、障害者にもテニスが楽しめるような工夫がなされている。障害の種別、

障害の箇所、程度等に応じてクラス分けがなされ、そのクラス内で順位を競うこととしてい

る。 

なお、「障害者スポーツ」という言葉は、近年、地域行政・企業のイベントや、マスコミ等に

おいて、また、公益財団法人日本パラスポーツ協会の「2030年ビジョン」においても、「パラ

スポーツ」（もう一つのスポーツ）という言葉に置き換えられている。これは、「パラスポー

ツ」という言葉の一般化の進展に加えて、障害者スポーツの特徴や将来性等について、「パラス

ポーツ」という表現を通じて、これまで以上に理解・浸透を図っていくことを目指したもので

ある。 

さらに、障害者が取り組むことができるスポーツとして、インクルーシブスポーツがある。

インクルーシブスポーツとは、障害の有無や年齢、性別、文化的背景などに関わらず、誰もが

平等に参加できるスポーツである。インクルーシブスポーツのイベントである「アンリミテッ

ドスポーツフェスティバル」では、全ての人が平等に、垣根を越えてスポーツや遊びを楽しむ

ことができる場を提供している。スポーツを通じて共生社会を実現するための重要な一歩であ

り、参加者全員が互いの違いを尊重し、共に楽しむことで、新たな価値観と可能性を広げるこ

とを目的に開催している。 

 

図表 ２－１－１ 障害者スポーツの例（競技種目） 

種目名 対象者 競技内容や特徴 

車いすテニス 身体障害者 基本的には、ルールやコートの大きさは通常のテニスと

同じで、２セット先取の３セット制で行う。 

相違点は、２バウンド以内に返球することで、１バウン

ド目がコート内に入れば、２バウンド目はコートの外側

でも良く、コートの外側から返球することが認められ

る。 
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車いすバスケットボール 身体障害者 競技用の車椅子に乗ってプレーするバスケットボール

で、障害レベルに応じて持ち点が定められており、コー

ト上の５人の合計が 14 点以内でなければならない。 

水泳 

 

身体障害者 

視覚障害者 

聴覚障害者 

知的障害者 

一般の競技と同じで、障害に応じてルールを一部変更し

ている。「自由形」「平泳ぎ」「背泳ぎ」「バタフライ」

「個人メドレー」「メドレーリレー」「フリーリレー」の

７種目で競う。障害に応じて水中からのスタートや用具

を使ったスタートが認められる。 

出所：機構作成 

 
図表： ２－１－２ 障害者スポーツの例（非競技種目） 

種目名 対象者 主な目的等 

ウォーキング 

階段昇降 

体操・ダンス 

筋力トレーニング 等 

全ての障害者 リハビリテーション、健康の維持・増進、気分転換・ス

トレス解消など、様々な目的のために、いろいろな場所

で、多くの人に取り組まれている。 

出所：機構作成 

 
図表： ２－１－３ 障害者スポーツの例（インクルーシブスポーツ） 

種目名 対象者 競技内容や特徴 

ボッチャ 誰でも 1 エンドごとに赤・青それぞれのボールを 6 球ずつ投

げ、ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボールに

どちらがより近づけられるかを競う。 

１投ごとに展開が変わる頭脳戦である。 

フライングディスク 誰でも プラスチック製の円盤（ディスク）を使って行う。 

①5m または 7m（どちらかを選択）離れたアキュラシー

ゴール（内径 91.5cm）に向かってディスクを 10 回連続

して投げて、通過した回数を競う。 

②3 枚のディスクをできるだけ遠くに目掛けて投げ、3

枚の内一番遠くに飛んだディスクの距離を計測し、その

距離の長さを競う。 

モルック 誰でも モルック（木の棒）を投げて、倒れたスキットル（木製

のピン）の内容によって得点を加算していき、先に 50

点ピッタリになるまで得点した方が勝利する。 

出所：機構作成 
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（２）障害者のスポーツ実施状況 

「令和４年生活のしづらさなどに関する調査」（厚生労働省）によると、全国の障害者の総

数は、1164.6万人（うち身体障害者 423万人、知的障害者 126.8万人、精神障害者 614.8万

人）と推計されている。 

また、令和６年度「障害児・者のスポーツライフに関する調査」（スポーツ庁）によると、

過去１年間に障害児・者が週 1日以上、何らかの運動・スポーツを実施していた割合は 20歳

以上 32.8％、７～19歳 38.5％であり、全国で 400万人弱程度の障害児・者が週１日以上の

運動・スポーツに取り組んでいると推測される。 

 

図表 ２－１－４ 障害者の運動・スポーツの実施率 

 

出所：スポーツ庁 令和６年度「障害児・者のスポーツライフに関する調査」より 

 

しかし、障害の有無を問わず、全国で幅広く実施した令和６年度「スポーツの実施状況等

に関する世論調査」（スポーツ庁）によると、国民の週１日以上のスポーツ実施率は 52.7％

となっており、障害者のスポーツ実施率（20歳以上 32.8％、７～19歳 38.5％）は相対的に

低いことが分かる。 

 

図表 ２－１－５ 国民のスポーツの実施率 

 

出所：スポーツ庁 令和６年度「スポーツの実施状況等に関する世論調査」より機構作成 
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また、過去１年間に運動・スポーツを「実施した」と回答した障害児・者が、どのような

運動・スポーツを行ったかについて、上位種目をまとめると、「ウォーキング」の割合が最も

高く、次いで「散歩（ぶらぶら歩き）」、「階段昇降」という順番となった。 

 

図表 ２－１－６ 過去 1年間に行ったスポーツ等（回答が多かったもの） 

 

出所：スポーツ庁 令和６年度「障害児・者のスポーツライフに関する調査」より 

  



22 
 

また、過去１年間に運動・スポーツを「実施した」と回答した障害児・者が、どのような

運動・スポーツを行ったかについて、上位種目をまとめると、「ウォーキング」の割合が最も

高く、次いで「散歩（ぶらぶら歩き）」、「階段昇降」という順番となった。 

 

図表 ２－１－６ 過去 1年間に行ったスポーツ等（回答が多かったもの） 

 

出所：スポーツ庁 令和６年度「障害児・者のスポーツライフに関する調査」より 

  

23 
 

一方、2018年度「障害者スポーツ競技団体の実態調査」（公益財団法人ヤマハ発動機 

スポーツ振興財団）によると、障害者スポーツ競技団体の登録者数は 70,334人（パラリンピ

ック競技団体 4,406人＋パラリンピック競技以外の団体 65,928人）となっており、全国で延

べ 7万人程度の障害者が、競技としてのスポーツに取り組んでいることが分かる。 

 

図表 ２－１－７ 障害者スポーツ競技団体の登録者数等 

 
出所：公益財団法人ヤマハ発動機スポーツ振興財団 2018年度「障害者スポーツ競技団体の実態調査」より 
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２ 障害者のスポーツに関する政策・関連団体等 

「スポーツ基本法」において、スポーツは「世界共通の人類の文化」であると示されている。

スポーツを「する」「みる」「ささえる」という様々な形での自発的な参画を通じて、より多くの

人がスポーツの楽しさや感動を分かち合うようなスポーツ文化の成熟に向けて、「スポーツ基本計

画」において必要な方針や具体的施策等を示すことが求められている。 

文部科学省の「第３期スポーツ基本計画」では、スポーツを「他の分野にも貢献し、優れた効

果を波及したり、様々な社会課題を解決したりすることができるという社会活性化等に寄与する

もの」と位置づけ、スポーツの実施率の目標を設定するなど、スポーツの取組を推進するための

各種施策等がまとめられている。なお、同計画では、障害者のスポーツの実施率に関する目標と

して、「成人の週１回以上のスポーツ実施率が 40％、成人の年１回以上のスポーツ実施率が 70％

程度になること」を目指すと掲げている。 

これまでの文部科学省及びスポーツ庁の主な取組は、図表２－２－１のとおりである。 

 

図表 ２－２－１ 文部科学省及びスポーツ庁の障害者スポーツの推進に係る各種取組 

 文部科学省 スポーツ庁 

2012年 ・健常者と障害者のスポーツ・レクリ 

エーション活動連携推進事業（2012～

2014年度） 

 

2014年 ・障害者のスポーツ参加における安全確

保に関する調査研究 

2015年 ・地域における障害者スポーツ普及促進

事業 

・10月 1日スポーツ庁創設 

2016年  ・地域における障害者スポーツ普及促進

事業（2016～2017年度） 

・特別支援学校等を活用した障害児・者

のスポーツ活動実践事業 

2018年 ・障害者活躍推進プランにおける、６つ

の政策プランのうちの一つに障害者の

スポーツ活動を支援する「障害者のス

ポーツ活動推進プラン」を策定 

・障害者スポーツ推進プロジェクト開始

（2018年度～現在まで継続中だが、

2025年度はパラスポーツ推進プロジェ

クトに名称変更している。） 

2024年  ・10月 1日「U-SPORT PROJECT」を立

ち上げ 

出所：スポーツ庁ホームページ 
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（１）文部科学省の主な政策 

①健常者と障害者のスポーツ・レクリエーション活動連携推進事業 

「健常者と障害者のスポーツ・レクリエーション活動に関する連携実践研究」と「地域に

おける障害者のスポーツ・レクリエーション活動に関する調査研究」の２本の事業を通じ

て、健常者と障害者が一緒に楽しめるスポーツ・レクリエーション活動を推進するための事

業である。 

②地域における障害者スポーツ普及促進事業 

全国各地で障害の有無に関わらずスポーツを行うことができる社会を実現するため、国

が、各地域において障害者のスポーツに取り組みやすい環境の整備を促進することを目的と

している。 

③障害者のスポーツ活動推進プラン 

障害者活躍推進プランのうち、スポーツ分野に関するプランで、小・中・高等学校の体

育・スポーツも含めて「アダプテッド・スポーツ」の視点・ノウハウを関係者に普及し、①

誰もがスポーツを親しむ機会を奪われないようにすること、②より多くの人が身近にスポー

ツをできるような環境づくりを加速させることを目的として策定されたプランである。 

 

（２）スポーツ庁の主な政策 

①パラスポーツ推進プロジェクト（2024年度以前は障害者スポーツ推進プロジェクト） 

第３期スポーツ基本計画等を踏まえ、①障害者と健常者がともにするスポーツ環境づく

り、②障害者のスポーツに向けた障壁解消、③パラスポーツ団体の基盤強化に向けた他団

体・民間企業との連携促進や、地域におけるスポーツ・福祉・医療健康・教育各部局の連携

体制の促進、④特別支援学校等の児童生徒のスポーツ活動環境の充実に取り組むための事業

である。 

②U-SPORT PROJECT 

東京 2020パラリンピック競技大会で醸成された「スポーツを通じた共生社会の実現」に向

けた機運を確かなものとするために、障害者と健常者が身近な場所でスポーツをともに実施

できる環境の整備や、パラスポーツ団体、民間企業・地方公共団体等の関係団体の連携体制

の構築等を促進することを目的とした事業である。 

 

（３）障害者スポーツの関連団体 

①公益財団法人日本パラスポーツ協会 

身体障害者スポーツの普及・振興を図る統括組織として、昭和 40年に財団法人日本身体障

害者スポーツ協会が設立された。その後、幾度かの組織・名称変更を経たうえで、令和 3年

10月 1日、東京 2020大会後のレガシーとして、公益財団法人日本パラスポーツ協会（以

下、「JPSA」という。）という現在の名称に変更した。 
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主な事業内容は、パラスポーツの振興、全国障害者スポーツ大会の開催等、地域における

障害者のスポーツ振興、障害者のスポーツの理解促進を目的とした普及・啓発事業である。 

ア．パラスポーツ振興の理念 

JPSAでは、パラスポーツ振興の理念として、「①障害の有無、性別、年齢、国籍や価値

観、性格の違いなどの多様性を尊重し、誰もが個性を発揮して活躍できる社会を目指

す。」、「②スポーツは、心身の健全な発達、健康及び体力の保持促進、自律心を養うととも

に、社会の一員としての人格形成に寄与する。このようなスポーツの価値を障害のある全

ての人が共有できるようにする。」、「③スポーツを通じて、社会の障害に対する理解を深

め、障害者の社会参加を広げる。」の３点を掲げている。 

イ．果たすべき使命と 2030年目標 

JPSAでは、果たすべき使命と 2030年目標として、図表２－２－２の事項を掲げてい

る。 

図表 ２－２－２ 果たすべき使命と 2030年目標 

出所：公益財団法人日本パラスポーツ協会ホームページより機構作成 

 
1 スポーツが様々な脅威により欠けるところなく，価値ある高潔な状態 

 
2 スポーツ団体が適切な組織運営を行う上での原則・規範 

 果たすべき使命 2030年目標 

１ パラスポーツの普及拡大の実現 

・パラスポーツの普及拡大の環境づくり 

・公認障害者スポーツ指導者の育成 

・パラスポーツ振興に関する連携・協働 

・パラスポーツに関する調査・研究 

・障害者成人の週１回以上のスポーツ実施率目標

（文部科学省）達成への貢献 

・公認障害者スポーツ指導者の資格保有者が全国

で５万人 

２ 全国における行政、学校、関係諸団体等

との強い連携・協働 

・県市等におけるパラスポーツ振興への

支援 

・県市等におけるスポーツ関係団体間の

連携の支援 

・全国の全ての県市等において障害者が日常的に

スポーツを楽しむ環境が整いスポーツに参加 

・全国の全ての県市等において障害者スポーツ協

会、同指導者協議会、行政が連携を深め、三者が

主体的にパラスポーツ振興を推進 

３ 競技力の向上とパラスポーツの価値・魅

力の向上 

・競技力の向上 

・日本での主要国際大会開催への協力 

・球技大会・パラアスリートへのスポー

ツインテグリティ1の向上 

・パラリンピックのメダル目標東京 2020大会の成

績等を考慮して別途検討 

・パラリンピック・デフリンピック等の各種実施競

技の国際大会を日本で毎年開催 

・全ての競技大会の法人化とガバナンスコード2を

遵守した自律的な運営の実現 

４ 

 

パラスポーツを通じた国際協力の推進 

・国際協力 

・国際機関（IPC等）の役員や競技運営役員等を輩 

 出 

５ 共生社会実現に向けた国民の意識変革の

促進 

・パラスポーツの理解促進及び広報 

・意識調査でパラスポーツ・共生社会に関する国民

の理解・意識改革が着実に進展 

６ JPSAの万全な基盤づくりの実現 

・JPSAの体制の強化 

・財政基盤の充実・安定化 

・部門を超えて対応できる柔軟な JPSA組織の実現 

・JPSAオフィシャルパートナーの拡大（40社）と

JPC スポンサー制度の新設による財政基盤の確

立 
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主な事業内容は、パラスポーツの振興、全国障害者スポーツ大会の開催等、地域における

障害者のスポーツ振興、障害者のスポーツの理解促進を目的とした普及・啓発事業である。 

ア．パラスポーツ振興の理念 

JPSAでは、パラスポーツ振興の理念として、「①障害の有無、性別、年齢、国籍や価値

観、性格の違いなどの多様性を尊重し、誰もが個性を発揮して活躍できる社会を目指

す。」、「②スポーツは、心身の健全な発達、健康及び体力の保持促進、自律心を養うととも

に、社会の一員としての人格形成に寄与する。このようなスポーツの価値を障害のある全

ての人が共有できるようにする。」、「③スポーツを通じて、社会の障害に対する理解を深
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る。 
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ウ．パラスポーツ指導者制度 

JPSA及び加盟団体が認定する公認のパラスポーツ指導者制度であり、パラスポーツに関

する専門知識・技術を有する人材の養成、資質向上を目的としている。６種類の資格（①

初級パラスポーツ指導員、②中級パラスポーツ指導員、③上級パラスポーツ指導員、④パ

ラスポーツコーチ、⑤パラスポーツトレーナー、⑥パラスポーツ医）を設けており、令和

６年３月 31日現在、全国の公認パラスポーツ指導者数は 28,017人（うち、①～③は計

26,943人、④～⑥は計 1,074人）となっている。 

②一般社団法人パラスポーツ推進ネットワーク 

2018年 11月、競技団体の大会運営、広報活動をサポートするために設置された。 

主な事業内容は、競技団体サポート（大会運営サポート、広報サポート等）、渉外広報（パ

ラスポーツ活性化のための広報活動、パラスポーツ関係団体との渉外活動）、事業開発（地域

プロジェクト）である。 

③パラスポーツ指導者協議会 

パラスポーツ指導者の指導技術の向上と指導者相互の連携を図り、パラスポーツの指導活

動を促進し、指導体制の確立を図るために設置された。 

主な事業内容は、指導者の指導技術向上の研修等、指導者相互の連携に関すること、指導

者の活動の促進および指導体制の確立に関すること、JPSAと各都道府県および指定都市の指

導者協議会との連絡調整に関することである。 
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（４）デフリンピック、パラリンピック、スペシャルオリンピック、その他の競技大会について 

障害者スポーツでは、以下のような競技大会が開催されている。 

 

図表 ２－２－３ 障害者スポーツの総合国際競技大会 

 

出所：スポーツ庁ホームページ 

 

①デフリンピック 

主催は、国際ろう者スポーツ委員会（ICSD）で、４年に一度、世界的規模で行われる聴覚

障害者のための総合スポーツ競技大会である。 

②パラリンピック 

主催は、国際パラリンピック委員会（IPC）で、オリンピック終了後に同じ開催地で開催さ

れる障害者スポーツの最高峰の大会（聴覚障害者を除く）である。４年に１度、夏季競技大

会と冬季競技大会が開催される。 

③スペシャルオリンピックス世界大会 

主催は、スペシャルオリンピックス国際本部（SOI）で、４年に１度、夏季及び冬季に開催

される知的障害者のスポーツの世界大会である。 

④全国障害者スポーツ大会 

主催は、JPSA、文部科学省、開催地都道府県・指定都市、開催地市町およびその他関係団

体で、障害者がスポーツ大会に参加し、スポーツを楽しむことはもちろん、国民の障害に対

する理解を深め、障害者の社会参加を推進することを目的としている
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第３章 障害者手帳所持者向けアンケート調査結果 
 
１ 障害者手帳所持者向けアンケート調査の概要 

（１）目的 

今後のさいたま市における障害児・者の運動・スポーツ政策の方向性を検討する基礎資料と

するため、障害児・者のスポーツに関する意識や価値観、実態、ニーズ等を把握することを目

的として実施した。 

 

（２）調査対象・サンプル数 

調査対象 障害者手帳所持者（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手

帳）を有する人 

調査方法 ・PC・スマホ等による WEB回答方式 

（備考）２つの方法で調査を依頼した。 

① 紙の依頼状（回答用二次元バーコード・URL、音声コード付）を自

宅に郵送。 

② さいたま市ホームページ、SNS等による周知。 

・本人が回答を入力することが困難な場合は、家族や介助者等が回答入力

を補助いただくよう依頼した。（52.8%は本人が回答し、47.2%は家族や

介助者等の補助により回答がなされた） 

サンプル数 566 

 

（３）調査期間 

令和７年７月 28日（月）から令和７年８月 22日（金）を調査期間とした。 

 

（４）その他留意事項 

・選択肢にあるにも関わらず、その他自由回答に記載している場合など、適宜ローデータの修

正を行っている。 

・集計結果は有効回答数を母数として百分率で示している。また、その値は小数第一位を四捨

五入しているため、合計が 100%にならない場合がある。 

・この報告書の図表見出し及び文章中での回答選択肢は、本来の意味を損なわない程度に省略

して掲載している場合がある。 

・nは回答者数とする。 

・【SA】は単一回答、【MA】は複数回答可、【FA】は自由回答の設問を示す。 

・障害者ご本人以外（ご家族、介助者等）が回答する場合も、障害者ご本人の属性やご意見に

ついて、回答している。 
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２ アンケート集計結果 

（１）回答者の属性 

①性別・年齢【SA】 

「男性」が 55.5%とやや多く、30代以下が 60%以上を占める。 

 

図表 ３－２－１ 性別 

 

 

図表３－２－２ 年齢 

 

 

②居住地【SA】 

「北区」、「見沼区」、「浦和区」、「南区」がそれぞれ 10%以上で、半数以上を占める。 

 

図表 ３－２－３ 居住地 
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③障害者手帳の所持状況【MA】 

「療育手帳 A（最重度・重度）」の割合が最も高く 20.1%である。次いで、「療育手帳 B・C

（中度・軽度）（17.8%）」、「精神障害者保健福祉手帳 3級（17.8%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－４ 障害者手帳の所持状況 
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(n=566)
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④障害の種類【MA】 

「知的障害」の割合が最も高く 37.6%である。次いで、「精神障害（25.6%）」、「発達障害

（25.3%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－５ 障害の種類 

 

 

⑤障害が発生した年齢【SA】 

「先天性」と「０～６歳」で約 60%を占める。 

 

図表 ３－２－６ 障害が発生した年齢 
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※（１）⑤で「先天性」と回答した方以外 

⑥障害が発生する前における運動・スポーツを行った日数【SA】 

（障害種別クロス集計結果） 

・週１日以上に着目すると、精神障害（45.4%）は、身体障害（31.0%）、療育（23.7%）と

比べて、10ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－７ 障害が発生する前における運動・スポーツを行った日数（障害種別） 

 

 

（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・週１日以上に着目すると、年齢区分に関わらず、約 35%である。 

 

図表 ３－２－８ 障害が発生する前における運動・スポーツを行った日数（６～19歳・20歳以上別） 
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（２）運動・スポーツに対する意識・価値観 

①運動・スポーツをする・みる・ささえることが好きか否か【それぞれ SA】 

運動・スポーツをすること、みること、ささえることの順に「好き」の割合が高くなって

いる。また、ささえることは「どちらともいえない」の割合が 60%以上で突出して高い。 

 

図表 ３－２－９ 運動・スポーツをする・みる・ささえることが好きか否か 
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運動・スポーツをすること、みること、ささえることの順に「好き」の割合が高くなって

いる。また、ささえることは「どちらともいえない」の割合が 60%以上で突出して高い。 
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（障害種別クロス集計結果） 

・【する】について、身体障害、療育は精神障害と比べて、「好き（それぞれ 52.6%、 

58.1%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

・【みる】について、身体障害は他の障害と比べて、「好き（51.0%）」の割合が 10ポイント

以上高い。 

・【ささえる】について、身体障害は他の障害と比べて、「好き（25.1%）」の割合が 10ポイ

ント以上高い。 

 

図表 ３－２－１０ 運動・スポーツをする・みる・ささえることが好きか否か（障害種別） 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・【する】について、６～19歳は 20歳以上と比べて、「好き（63.9%）」の割合が 10ポイン

ト以上高い。 

・【みる】について、20歳以上は６～19歳と比べて、「好き（49.5%）」の割合が 10ポイン

ト以上高い。 

・【ささえる】について、年齢区分による違いは見られない。 

 

図表 ３－２－１１ 運動・スポーツをする・みる・ささえることが好きか否か（６～19歳・20歳以上別） 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・【する】について、６～19歳は 20歳以上と比べて、「好き（63.9%）」の割合が 10ポイン

ト以上高い。 

・【みる】について、20歳以上は６～19歳と比べて、「好き（49.5%）」の割合が 10ポイン

ト以上高い。 

・【ささえる】について、年齢区分による違いは見られない。 

 

図表 ３－２－１１ 運動・スポーツをする・みる・ささえることが好きか否か（６～19歳・20歳以上別） 
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※（２）①で「運動・スポーツをすることが好き」と回答した方のみ 

②運動・スポーツをすることが好きな理由【MA】 

「運動やスポーツそのものが楽しいから」の割合が突出して高く約 70%である。次いで、

「ストレスが軽減され、精神的なリフレッシュができるから（54.0%）」、「体力が向上し、健

康を維持できるから（48.5%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－１２ 運動・スポーツをすることが好きな理由 
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（障害種別クロス集計結果） 

・身体障害、療育は「運動やスポーツそのものが楽しいから（それぞれ 73.5%、75.2%）」

の割合が突出して高く、精神障害と比べて、10ポイント以上高い。 

・精神障害は「ストレスが軽減され、精神的なリフレッシュができるから（66.2%）」の割

合が最も高く、他の障害と比べて、10ポイント以上高い。次いで、「体力が向上し、健

康を維持できるから（60.8%）」で、他の障害と比べて、10ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－１３ 運動・スポーツをすることが好きな理由（障害種別） 
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（障害種別クロス集計結果） 

・身体障害、療育は「運動やスポーツそのものが楽しいから（それぞれ 73.5%、75.2%）」

の割合が突出して高く、精神障害と比べて、10ポイント以上高い。 

・精神障害は「ストレスが軽減され、精神的なリフレッシュができるから（66.2%）」の割

合が最も高く、他の障害と比べて、10ポイント以上高い。次いで、「体力が向上し、健

康を維持できるから（60.8%）」で、他の障害と比べて、10ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－１３ 運動・スポーツをすることが好きな理由（障害種別） 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は「運動やスポーツそのものが楽しいから（78.3%）」の割合が突出して高く、

20歳以上と比べて、10ポイント以上高い。 

・20歳以上は６～19歳と比べて、「ストレスが軽減され、精神的なリフレッシュができる

から（63.6%）」、「体力が向上し、健康を維持できるから（58.5%）」の割合が 10ポイント

以上高い。 

 

図表 ３－２－１４ 運動・スポーツをすることが好きな理由（６～19歳・20歳以上別） 
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※（２）①で「運動・スポーツをすることが嫌い」と回答した方のみ 

③運動・スポーツをすることが嫌いな理由【MA】 

「面倒くさいから」の割合が最も高く 50.0%である。次いで、「身体的な負担が大きいと感

じるから（43.6%）」である。 

 

図表 ３－２－１５ 運動・スポーツをすることが嫌いな理由 
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競争や勝敗に対するプレッシャーがストレスになるから

運動・スポーツに必要な道具や施設の利用料が高く、経済的

な負担が大きいから

新しい技術やルールを覚えるのが難しく、挫折感を感じる

から

障害者がスポーツをすることに対する社会的な偏見や差別

が存在するから

障害の影響で体力や身体の動きが限られており、思うよう

にプレーできないから

その他

(n=78)
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※（２）①で「運動・スポーツをすることが嫌い」と回答した方のみ 

③運動・スポーツをすることが嫌いな理由【MA】 

「面倒くさいから」の割合が最も高く 50.0%である。次いで、「身体的な負担が大きいと感

じるから（43.6%）」である。 

 

図表 ３－２－１５ 運動・スポーツをすることが嫌いな理由 
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運動・スポーツに必要な道具や施設の利用料が高く、経済的

な負担が大きいから

新しい技術やルールを覚えるのが難しく、挫折感を感じる

から

障害者がスポーツをすることに対する社会的な偏見や差別

が存在するから

障害の影響で体力や身体の動きが限られており、思うよう

にプレーできないから

その他
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※（２）①で「運動・スポーツをみることが好き」と回答した方のみ 

④運動・スポーツをみることが好きな理由【MA】 

「選手の活躍に感動し、興奮することができるから」の割合が最も高く 54.7%である。次

いで、「試合や競技の展開がスリリングで、エンターテインメントとして楽しめるから

（47.7%）」である。 

 

図表 ３－２－１６ 運動・スポーツをみることが好きな理由 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・20歳以上は６～19歳と比べて、「選手の活躍に感動し、興奮することができるから

（58.1%）」の割合が 10ポイント以上高い。その他、「スポーツ観戦によって、リラック

スやリフレッシュができるから（42.4%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－１７ 運動・スポーツをみることが好きな理由（６～19歳・20歳以上別） 

 

 

  

40.0%

44.6%

27.7%

23.1%

36.9%

26.2%

50.3%

58.1%

46.1%

20.4%

27.2%

42.4%

0% 20% 40% 60% 80%

試合や競技の展開がスリリングで、エンターテインメントとして

楽しめるから

選手の活躍に感動し、興奮することができるから

好きなチームや選手を応援することで、一体感や連帯感を感

じることができるから

スポーツの技術や戦術を学び、理解を深めることができるか

ら
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・20歳以上は６～19歳と比べて、「選手の活躍に感動し、興奮することができるから

（58.1%）」の割合が 10ポイント以上高い。その他、「スポーツ観戦によって、リラック

スやリフレッシュができるから（42.4%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－１７ 運動・スポーツをみることが好きな理由（６～19歳・20歳以上別） 
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※（２）①で「運動・スポーツをみることが嫌い」と回答した方のみ 

⑤運動・スポーツをみることが嫌いな理由【MA】 

「スポーツそのものに興味がなく、観戦しても楽しめないから」の割合が突出して高く約

80%である。次いで、「スポーツのルールや戦術が難しくて理解できず、楽しめないから

（44.6%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－１８ 運動・スポーツをみることが嫌いな理由 

 

 

その他 

 重複障害があり、車いす自走になってしまうため 
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※（２）①で「運動・スポーツをささえることが好き」と回答した方のみ 

⑥運動・スポーツをささえることが好きな理由【MA】 

「チームや選手と喜びや達成感を共有できるから」の割合が突出して高く 71.7%である。

次いで、「サポートを通じて、自分自身も成長し、新しいスキルや知識を身につけることがで

きるから（32.1%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－１９ 運動・スポーツをささえることが好きな理由 
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や知識を身につけることができるから

その他
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※（２）①で「運動・スポーツをささえることが嫌い」と回答した方のみ 

⑦運動・スポーツをささえることが嫌いな理由【MA】 

「運動・スポーツをささえることに興味・関心がないから」の割合が突出して高く 82.9%

である。 

 

図表 ３－２－２０ 運動・スポーツをささえることが嫌いな理由 
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（３）運動・スポーツの実施状況 

①現在の運動・スポーツの実施状況【SA】 

「運動・スポーツをしたいと思うができない・できていない」の割合が突出して高く、約

40%である。「運動・スポーツをしているが、もっと行いたい」を含めると、全体の約 60%を

占める。 

 

図表 ３－２－２１ 現在の運動・スポーツの実施状況 

 

 

（障害種別クロス集計結果） 

・精神障害、身体障害は療育と比べて、「運動・スポーツをしたいと思うができない・でき

ていない（それぞれ 46.6%、45.8%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

・療育は精神障害と比べて、「運動・スポーツをしているが、もっと行いたい（25.6%）」の

割合が 10ポイント程度高い。 

 

図表 ３－２－２２ 現在の運動・スポーツの実施状況（障害種別） 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は 20歳以上と比べて、「運動・スポーツをしているが、もっと行いたい

（26.1%）」の割合が 10ポイント程度高い。 

・20歳以上は６～19歳と比べて、「運動・スポーツをしたいと思うができない・できてい

ない（44.8%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－２３ 現在の運動・スポーツの実施状況（６～19歳・20歳以上別） 
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②運動・スポーツの実施において障壁となっているもの【MA】 

「体力がない」の割合が最も高く 25.6%である。次いで、「どんな運動・スポーツをできる

のか情報が得られない（19.1%）」、「仲間がいない（19.1%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－２４ 運動・スポーツの実施において障壁となっているもの 

 

 

その他 

 コミュニケーション（意思疎通）が難しい（３） 
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施設がバリアフリーでない

施設に利用を断られる

運動・スポーツがどこでできるのか情報が得られない

どんな運動・スポーツをできるのか情報が得られない

指導者がいない

介助者がいない

仲間がいない

家族の負担が大きい

金銭的な余裕がない

時間がない

体力がない

体調に不安がある

医者に止められている

障害に適した運動・スポーツがない

やりたいと思う運動・スポーツがない

運動・スポーツが苦手である

ケガをするのではないかと心配である

人の目が気になる

一緒に運動・スポーツをする人に迷惑をかけないか心配

運動・スポーツを行うための用具がない

補装具の破損が心配である

感染症に対する不安

わからない

その他

(n=566)
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（障害種別クロス集計結果） 

・精神障害、身体障害は「体力がない（それぞれ 37.6%、25.1%）」の割合が最も高く、療

育と比べて、10ポイント以上高い。 

・精神障害は他の障害と比べて、「金銭的な余裕がない（30.3%）」、「体調に不安がある 

（28.7%）」、「運動・スポーツが苦手である（25.3%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

・療育は「家族の負担が大きい（36.3%）」の割合が最も高く、他の障害と比べて、20ポイ

ント以上高い。また、「障害に適した運動・スポーツがない（31.2%）」の割合が他の障害

と比べて、10ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－２５ 運動・スポーツの実施において障壁となっているもの（障害種別・その 1） 
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図表 ３－２－２６ 運動・スポーツの実施において障壁となっているもの（障害種別・その 2） 
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図表 ３－２－２６ 運動・スポーツの実施において障壁となっているもの（障害種別・その 2） 
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ケガをするのではないかと心配である
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は「家族の負担が大きい（31.7%）」、20歳以上は「体力がない（29.3%）」が最

も高い。また、20歳以上は６～19歳と比べて、「体調に不安がある（22.0%）」の割合が

10ポイント以上高い。 

・６～19歳は 20歳以上と比べて、「障害に適した運動・スポーツがない（26.1%）」、「一緒

に運動・スポーツをする人に迷惑をかけないか心配（20.6%）」の割合が 10ポイント以上

高い。 

 

図表 ３－２－２７ 運動・スポーツの実施において障壁となっているもの（６～19歳・20歳以上別） 
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③運動・スポーツを行った日数【SA】 

（障害種別クロス集計結果） 

・週１日以上に着目すると、療育（47.9%）と精神障害（42.1%）は身体障害（32.6%）と比

べて、10ポイント程度高い。 

 

図表 ３－２－２８ 運動・スポーツを行った日数（障害種別） 

 

 

（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・週１日以上に着目すると、６～19歳は約 60%、20歳以上は約 30%で、大きな差が見られ

る。 

・20歳以上では、「運動はしていない」の割合が 30%を超えており、定期的に運動・スポー

ツを行う人との二極化が生じている。 

 

図表 ３－２－２９ 運動・スポーツを行った日数（６～19歳・20歳以上別） 
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③運動・スポーツを行った日数【SA】 

（障害種別クロス集計結果） 

・週１日以上に着目すると、療育（47.9%）と精神障害（42.1%）は身体障害（32.6%）と比

べて、10ポイント程度高い。 

 

図表 ３－２－２８ 運動・スポーツを行った日数（障害種別） 

 

 

（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・週１日以上に着目すると、６～19歳は約 60%、20歳以上は約 30%で、大きな差が見られ

る。 

・20歳以上では、「運動はしていない」の割合が 30%を超えており、定期的に運動・スポー

ツを行う人との二極化が生じている。 

 

図表 ３－２－２９ 運動・スポーツを行った日数（６～19歳・20歳以上別） 
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※（２）③で「週に 3日以上」、「週に 1～2日」、「月に 1～3日」、「3か月に 1～2日」、「年に 1

～3日」と回答した方のみ 

④運動・スポーツを実施している時間帯【MA】 

「平日の午前」の割合が最も高く 43.5%である。次いで「平日の午後（18時まで）」、「土・

日・祝日の午前」、「土・日・祝日の午後（18時まで）」の割合が高く、30%以上となってい

る。 

 

図表 ３－２－３０ 運動・スポーツを実施している時間帯 
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(n=368)
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（障害種別クロス集計結果） 

・療育は他の障害と比べて、「土・日・祝日の午前（43.4%）」の割合が 10ポイント以上高

い。 

 

図表 ３－２－３１ 運動・スポーツを実施している時間帯（障害種別） 
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（障害種別クロス集計結果） 

・療育は他の障害と比べて、「土・日・祝日の午前（43.4%）」の割合が 10ポイント以上高

い。 

 

図表 ３－２－３１ 運動・スポーツを実施している時間帯（障害種別） 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は「平日の午前（53.8%）」、「平日の午後（18時まで）（49.0%）」の割合が高

く、20歳以上と比べて、それぞれ 10ポイント以上高い。 

 
図表 ３－２－３２ 運動・スポーツを実施している時間帯（６～19歳・20歳以上別） 
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※（２）③で「週に 3日以上」、「週に 1～2日」、「月に 1～3日」、「3か月に 1～2日」、「年に 1

～3日」と回答した方のみ 

⑤運動・スポーツを実施している場所【MA】 

「公園」の割合が最も高く 24.5%である。次いで、「自宅（入所施設を含む）※現在居住し

ている場所（22.3%）」、「障害者スポーツ専用・優先施設（18.2%）」である。 

 

図表 ３－２－３３ 運動・スポーツを実施している場所 
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道路

山岳・森林・海・湖・川 等の自然環境

その他

(n=368)
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※（２）③で「週に 3日以上」、「週に 1～2日」、「月に 1～3日」、「3か月に 1～2日」、「年に 1

～3日」と回答した方のみ 

⑤運動・スポーツを実施している場所【MA】 

「公園」の割合が最も高く 24.5%である。次いで、「自宅（入所施設を含む）※現在居住し

ている場所（22.3%）」、「障害者スポーツ専用・優先施設（18.2%）」である。 

 

図表 ３－２－３３ 運動・スポーツを実施している場所 
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公共スポーツ施設（障害者スポーツ専用・優先施設に該当す

るものを除く）

民間スポーツ施設

自宅（入所施設を含む）※現在居住している場所
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59 
 

（障害種別クロス集計結果） 

・療育は「特別支援学校（36.2%）」の割合が最も高く、他の障害と比べて、20ポイント以

上高い。 

・精神障害は「自宅（入所施設を含む）※現在居住している場所（31.5%）」の割合が最も

高く、療育と比べて、20ポイント程度高い。 

 
図表 ３－２－３４ 運動・スポーツを実施している場所（障害種別） 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は 20歳以上と比べて、「特別支援学校（41.4%）」、「小・中・高等学校

（34.5%）」の割合が突出して高い。 

・20歳以上は６～19歳と比べて、「自宅（入所施設を含む）※現在居住している場所

（27.4%）」、「道路（20.6%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

 
図表 ３－２－３５ 運動・スポーツを実施している場所（６～19歳・20歳以上別） 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は 20歳以上と比べて、「特別支援学校（41.4%）」、「小・中・高等学校

（34.5%）」の割合が突出して高い。 

・20歳以上は６～19歳と比べて、「自宅（入所施設を含む）※現在居住している場所

（27.4%）」、「道路（20.6%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

 
図表 ３－２－３５ 運動・スポーツを実施している場所（６～19歳・20歳以上別） 
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※（２）⑤で「障害者スポーツ専用・優先施設」、「公共スポーツ施設」と回答した方のみ 

⑥具体的な実施場所【MA】 

「埼玉県障害者交流センター」の割合が突出して高く 67.6%である。「その他」を除くと、

次いで、「市立プール（14.7%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－３６ 運動・スポーツを実施している場所 
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※（２）⑤で回答した場所について、回答 

⑦運動・スポーツ実施場所までの移動手段【MA】 

運動・スポーツを実施する場所として最も多い公園では、「（自力で）徒歩・自転車・自家

用車で移動した」の割合が突出して多い（67.8%）。一方で、障害者スポーツ専用・優先施設

では「家族・友人等に送迎してもらった」の割合が最も多い（49.3%）。 

 

図表 ３－２－３７ 運動・スポーツ実施場所までの移動手段 
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家族・友人等に送迎してもらった

（自力で）徒歩・自転車・自家用車で移動した

（自力で）公共の交通手段で移動した

移動に関する支援サービスを利用した
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※（２）⑤で回答した場所について、回答 

⑦運動・スポーツ実施場所までの移動手段【MA】 

運動・スポーツを実施する場所として最も多い公園では、「（自力で）徒歩・自転車・自家

用車で移動した」の割合が突出して多い（67.8%）。一方で、障害者スポーツ専用・優先施設

では「家族・友人等に送迎してもらった」の割合が最も多い（49.3%）。 

 

図表 ３－２－３７ 運動・スポーツ実施場所までの移動手段 
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（自力で）徒歩・自転車・自家用車で移動した

（自力で）公共の交通手段で移動した

移動に関する支援サービスを利用した
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※（２）③で「週に 3日以上」、「週に 1～2日」、「月に 1～3日」、「3か月に 1～2日」、「年に 1

～3日」と回答した方のみ 

⑧運動・スポーツを一緒に実施している人【MA】 

「一人で」の割合が最も高く 41.8%である。次いで、「家族（32.9%）」、「学校の仲間や教職

員（27.4%）」である。 

 

図表 ３－２－３８ 運動・スポーツを一緒に実施している人 
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市内の障害者スポーツサークル・団体の仲間

市外の障害者スポーツサークル・団体の仲間

その他

(n=368)
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（障害種別クロス集計結果） 

・療育は「学校の仲間や教職員（42.8%）」の割合が最も高く、他の障害と比べて、10ポイ

ント以上高い。 

・精神障害は「一人で（67.6%）」の割合が突出して高く、他の障害と比べて、20ポイント

以上高い。 

・身体障害、療育は精神障害と比べて、「家族（それぞれ 38.3%、38.8%）」の割合が 10ポ

イント以上高い。 

 

図表 ３－２－３９ 運動・スポーツを一緒に実施している人（障害種別） 
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（n=108）精神障害
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（障害種別クロス集計結果） 

・療育は「学校の仲間や教職員（42.8%）」の割合が最も高く、他の障害と比べて、10ポイ

ント以上高い。 

・精神障害は「一人で（67.6%）」の割合が突出して高く、他の障害と比べて、20ポイント

以上高い。 

・身体障害、療育は精神障害と比べて、「家族（それぞれ 38.3%、38.8%）」の割合が 10ポ

イント以上高い。 

 

図表 ３－２－３９ 運動・スポーツを一緒に実施している人（障害種別） 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は「学校の仲間や教職員（62.1%）」の割合が突出して高く、20歳以上と比べ

て、50ポイント以上高い。次いで「家族（42.8%）」の割合が高く、20歳以上と比べて

10ポイント以上高い。 

・20歳以上は「一人で（57.0%）」の割合が突出して高く、６～19歳と比べて、40ポイン

ト程度高い。 

 

図表 ３－２－４０ 運動・スポーツを一緒に実施している人（６～19歳・20歳以上別） 
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※（２）③で「週に 3日以上」、「週に 1～2日」、「月に 1～3日」、「3か月に 1～2日」、「年に 1

～3日」と回答した方のみ 

⑨過去１年間に実施した運動・スポーツの種類（上位 10種目）【MA】 

「ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩など）」の割合が最も高く 57.9%である。次い

で、「体操（40.2%）」、「水泳・水中運動（29.9%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－４１ 過去１年間に実施した運動・スポーツの種類 
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サッカー・フットサル
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バスケットボール

卓球

(n=368)
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※（２）③で「週に 3日以上」、「週に 1～2日」、「月に 1～3日」、「3か月に 1～2日」、「年に 1

～3日」と回答した方のみ 
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で、「体操（40.2%）」、「水泳・水中運動（29.9%）」の割合が高い。 
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（障害種別クロス集計結果） 

  身身体体障障害害（（nn==115544））  療療育育（（nn==115522））  精精神神障障害害（（nn==110088））  

１１  
ウウォォーーキキンンググ、、  

散散歩歩  
59.1% 

ウウォォーーキキンンググ、、  

散散歩歩  
55.3% 

ウウォォーーキキンンググ、、  

散散歩歩  
62.1% 

２２  体体操操  39.6% 体体操操  40.8% 体体操操  42.6% 

３３  階階段段昇昇降降  29.9% 水水泳泳・・水水中中運運動動  37.5% 水水泳泳・・水水中中運運動動  25.0% 

４４  水水泳泳・・水水中中運運動動  29.2% 陸陸上上競競技技  21.1% 階階段段昇昇降降  23.1% 

５５  
室室内内運運動動器器具具をを

用用いいるる運運動動  
17.5% 

ササッッカカーー・・  

フフッットトササルル  
19.1% 

室室内内運運動動器器具具をを

用用いいるる運運動動  
20.4% 

６６  陸陸上上競競技技  14.9% 階階段段昇昇降降  15.1% 陸陸上上競競技技  17.6% 

７７  
自自転転車車・・  

ササイイククリリンンググ  
13.6% 

ババススケケッットトボボーー

ルル  
12.5% 

自自転転車車・・  

ササイイククリリンンググ  
16.7% 

８８  ボボッッチチャャ  8.4% ボボッッチチャャ  12.5% 
ササッッカカーー・・  

フフッットトササルル  

9.3% 

９９  ボボウウリリンンググ  7.8% ボボウウリリンンググ  11.8% 卓卓球球  8.3% 

1100  
卓卓球球・・ササッッカカーー・・

フフッットトササルル  
7.1% 卓卓球球  8.6% 

ババススケケッットトボボーー

ルル  
6.5% 

 

（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

  ６６～～1199 歳歳（（nn==114455））  2200 歳歳以以上上（（nn==222233））  

１１  ウウォォーーキキンンググ、、散散歩歩  49.0% ウウォォーーキキンンググ、、散散歩歩  63.7% 

２２  水水泳泳・・水水中中運運動動  47.6% 体体操操  35.9% 

３３  体体操操  46.9% 階階段段昇昇降降  24.2% 

４４  陸陸上上競競技技  30.3% 水水泳泳・・水水中中運運動動  18.4% 

５５  階階段段昇昇降降  22.1% 室室内内運運動動器器具具をを用用いいるる運運動動  16.6% 

６６  ササッッカカーー・・フフッットトササルル  21.4% 自自転転車車・・ササイイククリリンンググ  14.8% 

７７  ババススケケッットトボボーールル  17.2% 陸陸上上競競技技  11.7% 

８８  ボボッッチチャャ  13.8% ボボウウリリンンググ  7.6% 

９９  室室内内運運動動器器具具をを用用いいるる運運動動  12.4% ササッッカカーー・・フフッットトササルル  7.2% 

1100  
卓卓球球  

自自転転車車・・ササイイククリリンンググ  
11.7% 卓卓球球  6.3% 
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※（２）③で「週に 3日以上」、「週に 1～2日」、「月に 1～3日」、「3か月に 1～2日」、「年に 1

～3日」と回答した方のみ 

⑩障害発生後に運動・スポーツを始めたきっかけ【MA】 

「心身の健康増進やストレス解消等のため、自主的に始めた」の割合が最も高く 34.0%で

ある。次いで、「家族に奨められた（33.4%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－４２ 障害発生後に運動・スポーツを始めたきっかけ 
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（障害のない）友人・知人・同僚に奨められた

医師に奨められた

看護師・保健師・助産師に奨められた

医療関係者等（OT、PT、ST、CO）に奨められた
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社会福祉士（ソーシャルワーカー）に奨められた
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に奨められた
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漫画、ドラマ、映画等の影響

現地やテレビ等でそのスポーツを観た
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イベントや体験会等で興味を持ち、自主的に始めた

特にきっかけはない・なんとなく

その他

(n=368)
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※（２）③で「週に 3日以上」、「週に 1～2日」、「月に 1～3日」、「3か月に 1～2日」、「年に 1

～3日」と回答した方のみ 

⑩障害発生後に運動・スポーツを始めたきっかけ【MA】 

「心身の健康増進やストレス解消等のため、自主的に始めた」の割合が最も高く 34.0%で

ある。次いで、「家族に奨められた（33.4%）」の割合が高い。 
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看護師・保健師・助産師に奨められた
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（障害種別クロス集計結果） ※上位項目のみ抜粋 

・精神障害、身体障害は「心身の健康増進やストレス解消等のため、自主的に始めた（そ

れぞれ 45.4%、39.0%）」の割合が最も高く、療育と比べて 20ポイント以上高い。 

・療育は「家族に奨められた（48.7%）」の割合が最も高く、他の障害と比べて、20ポイン

ト程度高い。 

・療育は、「学校の先生に奨められた（15.1%）」の割合が他の障害と比べて 10ポイント程

度高い。また精神障害は、「医師に奨められた（21.3%）」の割合が他の障害と比べて、10

ポイント程度高い。 

 

図表 ３－２－４３ 障害発生後に運動・スポーツを始めたきっかけ（障害種別） 
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テレビや新聞、インターネット等の影響

特にきっかけはない・なんとなく

（n=152）療育

（n=154）身体障害

（n=108）精神障害



70 
 

（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） ※上位項目のみ抜粋 

・６～19歳は「家族に奨められた（44.1%）」が突出して高く、20歳以上と比べて、15ポ

イント以上高い。 

・20歳以上は「心身の健康増進やストレス解消等のため、自主的に始めた（47.5%）」が突

出して高く、６～19歳と比べて、30ポイント以上高い。 

・20歳以上は６～19歳と比べて、「医師に奨められた（16.1%）」の割合が 10ポイント以上

高い。 

 

図表 ３－２－４４ 障害発生後に運動・スポーツを始めたきっかけ（６～19歳・20歳以上別） 
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特にきっかけはない・なんとなく

（n=223）20歳以上

（n=145）6～19歳
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※（２）③で「週に 3日以上」、「週に 1～2日」、「月に 1～3日」、「3か月に 1～2日」、「年に 1

～3日」と回答した方のみ 

⑪運動・スポーツを実施する目的【MA】 

「健康の維持・増進のため」の割合が最も高く 62.8%である。次いで、「楽しみのため

（50.3%）」、「気分転換・ストレス解消のため（47.8%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－４５ 運動・スポーツを実施する目的 

 

 

その他 

 自己実現のため 

 外出するきっかけとするため 等 
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体型維持・改善のため

リハビリテーションの一環として

目標や記録への挑戦のため

特にない・なんとなく

その他

(n=368)
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（障害種別クロス集計結果） 

・療育は「楽しみのため（65.1%）」の割合が最も高く、他の障害と比べて、15ポイント以

上高い。 

・精神障害は他の障害と比べて、「気分転換・ストレス解消のため（59.3%）」、「体型維持・

改善のため（33.3%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

・療育、身体障害は精神障害と比べて、「友人や家族との交流のため（それぞれ 34.2%、

27.9%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－４６ 運動・スポーツを実施する目的（障害種別） 
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（n=152）療育

（n=154）身体障害

（n=108）精神障害
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は「楽しみのため（57.9%）」、20歳以上は「健康の維持・増進のため

（73.5%）」の割合が最も高い。 

・６～19歳は 20歳以上と比べて、「友人や家族との交流のため（33.8%）」の割合が 10ポ

イント以上高い。 

・20歳以上は６～19歳と比べて、「気分転換・ストレス解消のため（55.2%）」、「体型維

持・改善のため（31.4%）」の割合が 15ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－４７ 運動・スポーツを実施する目的（６～19歳・20歳以上別） 
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特にない・なんとなく （n=223）20歳以上

（n=145）6～19歳
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※（２）③で「週に 3日以上」、「週に 1～2日」、「月に 1～3日」、「3か月に 1～2日」、「年に 1

～3日」と回答した方のみ 

⑫運動・スポーツをやっていてよかったこと【MA】 

「ストレスが解消される」の割合が最も高く 44.3%である。次いで、「体を動かすこと自体

が楽しい（38.6%）」、「体力・身体的機能が向上した（34.2%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－４８ 運動・スポーツをやってよかったこと 

 

 

その他 

 継続する力を得た 

 健康的な生活を送ることができる 等 
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仕事を続ける活力になっている

体を動かすこと自体が楽しい

食事がおいしく感じ、食欲が増した

夜、熟睡できるようになった

体力・身体的機能が向上した

勝利や記録が出たときに嬉しい

目標が達成できた、やりたいことに挑戦できた

特にない

その他

(n=368)
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（障害種別クロス集計結果） 

・療育は「体を動かすこと自体が楽しい（44.1%）」の割合が最も高く、精神障害と比べ

て、10ポイント以上高い。 

・精神障害は他の障害と比べて、「自信がついた（32.4%）」の割合が 10ポイント以上高

い。 

 

図表 ３－２－４９ 運動・スポーツをやってよかったこと（障害種別） 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は「体を動かすこと自体が楽しい（44.8%）」が最も高く、20歳以上と比べて、

10ポイント以上高い。 

・20歳以上は「ストレスが解消される（50.2%）」の割合が最も高く、６～19歳と比べて、

10ポイント以上高い。 

・20歳以上は６～19歳と比べて、「仕事を続ける活力になっている（12.6%）」の割合が 10

ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－５０ 運動・スポーツをやってよかったこと（６～19歳・20歳以上別） 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 
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10ポイント以上高い。 

・20歳以上は「ストレスが解消される（50.2%）」の割合が最も高く、６～19歳と比べて、

10ポイント以上高い。 

・20歳以上は６～19歳と比べて、「仕事を続ける活力になっている（12.6%）」の割合が 10

ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－５０ 運動・スポーツをやってよかったこと（６～19歳・20歳以上別） 
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25.5%

9.7%

25.5%

3.4%

35.2%

27.6%

6.2%

0.7%

44.8%

4.8%

10.3%

37.9%

11.7%

13.1%

8.3%

22.0%

28.7%

7.6%

30.5%

8.1%

50.2%

22.4%

9.9%

12.6%

34.5%

11.7%

13.9%

31.8%

10.3%

11.2%

7.2%

0% 20% 40% 60%

友人が増えた

行動範囲が拡大した

周囲の理解が向上した

外出が増えた

相手の気持ちが配慮できるようになった

ストレスが解消される

自信がついた

性格が明るくなった

仕事を続ける活力になっている

体を動かすこと自体が楽しい

食事がおいしく感じ、食欲が増した

夜、熟睡できるようになった

体力・身体的機能が向上した

勝利や記録が出たときに嬉しい

目標が達成できた、やりたいことに挑戦できた

特にない （n=223）20歳以上

（n=145）6～19歳

77 
 

※（２）③で「運動はしていない」と回答した方のみ 

⑬運動・スポーツを実施していない理由【MA】 

「疲れるから」の割合が最も高く 25.7%である。次いで、「自分にはできないから

（23.6%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－５１ 運動・スポーツを実施していない理由 

 

 

その他 

 （家事・育児等により）時間がない（２） 

 人の目につくことが苦手なため 等  

21.5%

21.5%

20.8%

3.5%

11.8%

23.6%

25.7%

20.8%

4.2%

18.1%

4.2%

2.1%

7.6%

11.1%

2.8%

2.8%

6.9%

11.1%

4.9%

2.1%

8.3%

3.5%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40%

運動・スポーツが嫌いである

運動・スポーツに興味が無いから

障害が発生してから、運動・スポーツをやってみる機会

がなかったから

障害が発生してから、運動・スポーツをする機会はあっ

たが、あまり楽しくなかったから

人前に出るのが好きではないから

自分にはできないから

疲れるから

体調がよくなかったから

医師から止められていたから

やれる環境になかったから

家族や介助者等の負担になると思ったから

汗や土で体や衣服が汚れるから

実施する意味・価値を感じないから

学校の体育等で嫌いになった

格好悪いから

青少年期に所属した運動部活動・民間クラブで嫌な思い

をした

スポーツ用具の購入やスポーツ施設の利用などにお金

がかかるから

自宅周辺に運動・スポーツができる場所がないから

スポーツ施設の環境（設備など）が整っていないから

施設によって実施できる競技に制限があり、やりたい競

技ができないから

特に理由はない

わからない

その他

(n=144)
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※（２）③で「運動はしていない」と回答した方のみ 

⑭日頃行っている余暇活動【MA】 

「映画・ドラマ鑑賞」の割合が最も高く 39.6%である。次いで、「音楽鑑賞・演奏（カラオ

ケ、楽器演奏など）（36.8%）」、「ゲーム（スマホゲーム、テレビゲーム、カードゲームなど）

（33.3%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－５２ 日頃行っている余暇活動 

 

 

その他 

 推し活 

 YouTube、TikTok鑑賞 等 
 

  

36.8%

39.6%

24.3%

9.7%

33.3%

3.5%

15.3%

18.1%

6.9%

14.6%

10.4%

0% 20% 40% 60%

音楽鑑賞・演奏（カラオケ、楽器演奏など）

映画・ドラマ鑑賞

読書

絵画・書道・手芸などの創作活動

ゲーム（スマホゲーム、テレビゲーム、カードゲームなど）

ガーデニング・園芸

旅行

ショッピング

温泉・スパ

特に何もしていない

その他

(n=144)
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※（２）③で「運動はしていない」と回答した方のみ 

⑭日頃行っている余暇活動【MA】 

「映画・ドラマ鑑賞」の割合が最も高く 39.6%である。次いで、「音楽鑑賞・演奏（カラオ

ケ、楽器演奏など）（36.8%）」、「ゲーム（スマホゲーム、テレビゲーム、カードゲームなど）

（33.3%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－５２ 日頃行っている余暇活動 

 

 

その他 

 推し活 

 YouTube、TikTok鑑賞 等 
 

  

36.8%

39.6%

24.3%

9.7%

33.3%

3.5%

15.3%

18.1%

6.9%

14.6%

10.4%

0% 20% 40% 60%

音楽鑑賞・演奏（カラオケ、楽器演奏など）

映画・ドラマ鑑賞

読書

絵画・書道・手芸などの創作活動

ゲーム（スマホゲーム、テレビゲーム、カードゲームなど）

ガーデニング・園芸

旅行

ショッピング

温泉・スパ

特に何もしていない

その他

(n=144)

79 
 

⑮今後やってみたい、または今後も続けたい運動・スポーツ【MA】 

「ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩など）」の割合が最も高く 43.6%である。次い

で、「水泳・水中運動（30.4%）」、「体操（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エアロビク

ス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど）（29.0%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－５３ 今後やってみたい、または今後も続けたい運動・スポーツ 

 

  

43.6%

30.4%

29.0%

18.6%

12.7%

11.8%

9.9%

9.4%

9.2%

8.7%

0% 20% 40% 60%

ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩など）

水泳・水中運動

体操（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エアロビクス、ヨ

ガ、ピラティス、縄跳びなど）

室内運動器具（ウエイト器具、ランニングマシーン、バラン

スボールなど）を用いる運動

ボウリング

自転車・サイクリング

陸上競技（ランニング、ジョギングなどの軽い運動も含む）

ボッチャ

階段昇降

卓球

(n=566)
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（障害種別クロス集計結果） 

  身身体体障障害害（（nn==225511））  療療育育（（nn==221155））  精精神神障障害害（（nn==117788））  

１１  
ウウォォーーキキンンググ、、  

散散歩歩  
45.4% 

ウウォォーーキキンンググ、、  

散散歩歩  
40.5% 

ウウォォーーキキンンググ、、  

散散歩歩  
46.1% 

２２  体体操操  33.1% 水水泳泳・・水水中中運運動動  35.3% 水水泳泳・・水水中中運運動動  28.7% 

３３  水水泳泳・・水水中中運運動動  31.9% 体体操操  27.9% 体体操操  27.0% 

４４  
室室内内運運動動器器具具をを

用用いいるる運運動動  
21.5% 

室室内内運運動動器器具具をを

用用いいるる運運動動  
14.4% 

室室内内運運動動器器具具をを

用用いいるる運運動動  
20.2% 

５５  ボボッッチチャャ  14.3% ボボウウリリンンググ  14.4% 
自自転転車車・・  

ササイイククリリンンググ  
12.9% 

６６  ボボウウリリンンググ  13.5% ボボッッチチャャ  13.0% ボボウウリリンンググ  10.7% 

７７  階階段段昇昇降降  12.0% 陸陸上上競競技技  11.6% 階階段段昇昇降降  10.7% 

８８  
自自転転車車・・  

ササイイククリリンンググ  
10.4% 

ササッッカカーー・・  

フフッットトササルル  
11.2% テテニニスス  9.6% 

９９  卓卓球球  9.6% 
自自転転車車・・ササイイククリリ

ンンググ  
11.2% 陸陸上上競競技技  9.0% 

1100  

陸陸上上競競技技  

ウウイインンタターーススポポ

ーーツツ  

8.8% 
ババススケケッットトボボーー

ルル  
8.8% 

卓卓球球  

ババススケケッットトボボーー

ルル  

武武道道  

ウウイインンタターーススポポ

ーーツツ  

7.9% 

 

（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

  ６６～～1199 歳歳（（nn==118800））  2200 歳歳以以上上（（nn==338866））  

１１  水水泳泳・・水水中中運運動動  41.1% ウウォォーーキキンンググ、、散散歩歩  47.7% 

２２  ウウォォーーキキンンググ、、散散歩歩  35.0% 体体操操  28.2% 

３３  体体操操  30.6% 水水泳泳・・水水中中運運動動  25.4% 

４４  室室内内運運動動器器具具をを用用いいるる運運動動  19.4% 室室内内運運動動器器具具をを用用いいるる運運動動  18.1% 

５５  ボボッッチチャャ  15.6% ボボウウリリンンググ  12.7% 

６６  自自転転車車・・ササイイククリリンンググ  13.9% 階階段段昇昇降降  11.4% 

７７  ボボウウリリンンググ  12.8% 自自転転車車・・ササイイククリリンンググ  10.9% 

８８  ササッッカカーー・・フフッットトササルル  12.2% 陸陸上上競競技技  9.6% 

９９  ババススケケッットトボボーールル  11.1% 卓卓球球  9.1% 

1100  

陸陸上上競競技技  

ババドドミミンントトンン  

ウウイインンタターーススポポーーツツ  

10.6% テテニニスス  7.0% 
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（障害種別クロス集計結果） 

  身身体体障障害害（（nn==225511））  療療育育（（nn==221155））  精精神神障障害害（（nn==117788））  

１１  
ウウォォーーキキンンググ、、  

散散歩歩  
45.4% 

ウウォォーーキキンンググ、、  

散散歩歩  
40.5% 

ウウォォーーキキンンググ、、  

散散歩歩  
46.1% 

２２  体体操操  33.1% 水水泳泳・・水水中中運運動動  35.3% 水水泳泳・・水水中中運運動動  28.7% 

３３  水水泳泳・・水水中中運運動動  31.9% 体体操操  27.9% 体体操操  27.0% 

４４  
室室内内運運動動器器具具をを

用用いいるる運運動動  
21.5% 

室室内内運運動動器器具具をを

用用いいるる運運動動  
14.4% 

室室内内運運動動器器具具をを

用用いいるる運運動動  
20.2% 

５５  ボボッッチチャャ  14.3% ボボウウリリンンググ  14.4% 
自自転転車車・・  

ササイイククリリンンググ  
12.9% 

６６  ボボウウリリンンググ  13.5% ボボッッチチャャ  13.0% ボボウウリリンンググ  10.7% 

７７  階階段段昇昇降降  12.0% 陸陸上上競競技技  11.6% 階階段段昇昇降降  10.7% 

８８  
自自転転車車・・  

ササイイククリリンンググ  
10.4% 

ササッッカカーー・・  

フフッットトササルル  
11.2% テテニニスス  9.6% 

９９  卓卓球球  9.6% 
自自転転車車・・ササイイククリリ

ンンググ  
11.2% 陸陸上上競競技技  9.0% 

1100  

陸陸上上競競技技  

ウウイインンタターーススポポ

ーーツツ  

8.8% 
ババススケケッットトボボーー

ルル  
8.8% 

卓卓球球  

ババススケケッットトボボーー

ルル  

武武道道  

ウウイインンタターーススポポ

ーーツツ  

7.9% 

 

（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

  ６６～～1199歳歳（（nn==118800））  2200歳歳以以上上（（nn==338866））  

１１  水水泳泳・・水水中中運運動動  41.1% ウウォォーーキキンンググ、、散散歩歩  47.7% 

２２  ウウォォーーキキンンググ、、散散歩歩  35.0% 体体操操  28.2% 

３３  体体操操  30.6% 水水泳泳・・水水中中運運動動  25.4% 

４４  室室内内運運動動器器具具をを用用いいるる運運動動  19.4% 室室内内運運動動器器具具をを用用いいるる運運動動  18.1% 

５５  ボボッッチチャャ  15.6% ボボウウリリンンググ  12.7% 

６６  自自転転車車・・ササイイククリリンンググ  13.9% 階階段段昇昇降降  11.4% 

７７  ボボウウリリンンググ  12.8% 自自転転車車・・ササイイククリリンンググ  10.9% 

８８  ササッッカカーー・・フフッットトササルル  12.2% 陸陸上上競競技技  9.6% 

９９  ババススケケッットトボボーールル  11.1% 卓卓球球  9.1% 

1100  

陸陸上上競競技技  

ババドドミミンントトンン  

ウウイインンタターーススポポーーツツ  

10.6% テテニニスス  7.0% 

  

81 
 

（４）スポーツの観戦状況 

①過去１年間のスポーツ観戦経験【MA】 

「観戦しなかった」の割合が最も高く 46.8%である。次いで、「テレビ・ラジオ・インター

ネット配信等で観戦した（42.4%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－５４ 過去 1年間のスポーツ観戦経験 

 

 

（障害種別クロス集計結果） 

・身体障害、精神障害は療育と比べて、「テレビ・ラジオ・インターネット等で観戦した

（それぞれ 49.8%、41.6%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

・療育は「観戦しなかった（56.3%）」の割合が最も高く、身体障害と比べて、15ポイント

以上高い。 

 

図表 ３－２－５５ 過去 1年間のスポーツ観戦経験（障害種別） 

 

16.1%

9.9%

42.4%

46.8%

0% 20% 40% 60%

埼玉県内で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した

埼玉県外で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した

テレビ・ラジオ・インターネット配信等で観戦した

観戦しなかった

(n=566)

19.1%

8.8%

49.8%

41.0%

16.3%

10.7%

31.2%

56.3%

12.9%

8.4%

41.6%

47.8%

0% 20% 40% 60%

埼玉県内で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した

埼玉県外で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した

テレビ・ラジオ・インターネット配信等で観戦した

観戦しなかった

（n=215）療育

（n=251）身体障害

（n=178）精神障害
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は「観戦しなかった（55.6%）」の割合が最も高く、20歳以上と比べて、10ポ

イント以上高い。 

・20歳以上は「テレビ・ラジオ・インターネット等で観戦した（47.9%）」の割合が最も高

く、６～19歳と比べて、15ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－５６ 過去 1年間のスポーツ観戦経験（６～19歳・20歳以上別） 

 

 

  

19.4%

10.0%

30.6%

55.6%

14.5%

9.8%

47.9%

42.7%

0% 20% 40% 60%

埼玉県内で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した

埼玉県外で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した

テレビ・ラジオ・インターネット配信等で観戦した

観戦しなかった

（n=386）20歳以上

（n=180）6～19歳
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は「観戦しなかった（55.6%）」の割合が最も高く、20歳以上と比べて、10ポ

イント以上高い。 

・20歳以上は「テレビ・ラジオ・インターネット等で観戦した（47.9%）」の割合が最も高

く、６～19歳と比べて、15ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－５６ 過去 1年間のスポーツ観戦経験（６～19歳・20歳以上別） 

 

 

  

19.4%

10.0%

30.6%

55.6%

14.5%

9.8%

47.9%

42.7%

0% 20% 40% 60%

埼玉県内で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した

埼玉県外で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した

テレビ・ラジオ・インターネット配信等で観戦した

観戦しなかった

（n=386）20歳以上

（n=180）6～19歳
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※（４）①で「埼玉県内で直接観戦した」、「埼玉県外で直接観戦した」、「テレビ・ラジオ・イ

ンターネット配信等で観戦した」と回答した方のみ 

②スポーツを観戦した理由【MA】 

「そのスポーツが好きだから」の割合が最も高く 50.5%である。次いで、「応援しているチ

ーム・選手がいるから（35.5%）」、「家族や友人に誘われたから（24.3%）」である。 

 

図表 ３－２－５７ スポーツを観戦した理由 

 

 

その他 

 アニメ/漫画の影響でそのスポーツ（野球）に興味を持ったから 

 オリンピックが盛り上がっていたから 等 
 

  

50.5%

16.9%

35.5%

16.9%

11.6%

24.3%

5.0%

4.3%

4.0%

10.0%

3.7%

0% 20% 40% 60%

そのスポーツが好きだから

そのスポーツをしている（していた）から

応援しているチーム・選手がいるから

暇つぶしのため
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（障害種別クロス集計結果） 

・身体障害、精神障害は「そのスポーツが好きだから（52.7%）」の割合が最も高く、療育

と比べて、10ポイント以上高い。 

・療育は「家族や友人に誘われたから（41.5%）」の割合が最も高く、他の障害と比べて、

20ポイント程度高い。 

 

図表 ３－２－５８ スポーツを観戦した理由（障害種別） 
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（n=93）精神障害
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（障害種別クロス集計結果） 

・身体障害、精神障害は「そのスポーツが好きだから（52.7%）」の割合が最も高く、療育
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20ポイント程度高い。 

 

図表 ３－２－５８ スポーツを観戦した理由（障害種別） 

 

 

  

52.7%

16.9%

37.8%

16.2%

9.5%

21.6%

9.5%

6.1%

4.1%

9.5%

40.4%

10.6%

31.9%

14.9%

7.4%

41.5%

5.3%

4.3%

7.4%

7.4%

52.7%

22.6%

34.4%

19.4%

17.2%

16.1%

4.3%

1.1%

12.9%

0% 20% 40% 60%

そのスポーツが好きだから

そのスポーツをしている（していた）から

応援しているチーム・選手がいるから

暇つぶしのため

ストレス発散のため

家族や友人に誘われたから

家族・友人が出場していたから

実施場所が近所だったから

学校や施設のイベントだったから

特にない

（n=94）療育

（n=148）身体障害

（n=93）精神障害

85 
 

（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は「家族や友人に誘われたから（53.8%）」の割合が最も高く、20歳以上と比べ

て、40ポイント以上高い。 

・20歳以上は「そのスポーツが好きだから（54.8%）」の割合が最も高く、６～19歳と比べ

て、15ポイント以上高い。次いで、「応援しているチーム・選手がいるから（39.4%）」

の割合が高く、６～19歳と比べて、15ポイント程度高い。 

 

図表 ３－２－５９ スポーツを観戦した理由（６～19歳・20歳以上別） 
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（n=80）6～19歳
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③スポーツを実際に（さらに）観戦してみようと思う取組・工夫【MA】 

「大会が自宅などから行きやすい場所で開催されれば」の割合が最も高く 36.4%である。

次いで、「入場料・観戦料が無料又は廉価であれば（30.0%）」、「落ち着いて観戦できる区画さ

れた席があれば（26.0%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－６０ スポーツを実際に（さらに）観戦してみようと思う取組・工夫 
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 ルール理解できるようになれば 

 精神障害者が他人に干渉されることなく楽しめる環境があれば 等 
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スポーツ以外のイベント・祭りなどが同時開催されれば

家族や友人・知人に誘われれば

会場内・周辺の混雑・渋滞等が解消されれば

会場までのアクセスがバリアフリーであれば

わからない

観戦するつもりはない

その他

(n=566)
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（障害種別クロス集計結果） 

・療育、身体障害は精神障害と比べて、「落ち着いて観戦できる区画された席があれば（そ

れぞれ 34.4%、29.9%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

・身体障害、療育は精神障害と比べて、「会場までのアクセスがバリアフリーであれば（そ

れぞれ 17.5%、11.2%）」の割合が 10ポイント程度高い。 

 

図表 ３－２－６１ スポーツを実際に（さらに）観戦してみようと思う取組・工夫（障害種別） 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は 20歳以上と比べて、「落ち着いて観戦できる区画された席があれば

（36.1%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

・20歳以上は６～19歳と比べて、「観戦するつもりはない（19.9%）」の割合が 10ポイント

以上高い。 

 

図表 ３－２－６２ スポーツを実際に（さらに）観戦してみようと思う取組・工夫（６～19歳・20歳以上別） 
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家族や友人・知人に誘われれば

会場内・周辺の混雑・渋滞等が解消されれば

会場までのアクセスがバリアフリーであれば

わからない

観戦するつもりはない
（n=386）20歳以上

（n=180）6～19歳
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は 20歳以上と比べて、「落ち着いて観戦できる区画された席があれば

（36.1%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

・20歳以上は６～19歳と比べて、「観戦するつもりはない（19.9%）」の割合が 10ポイント

以上高い。 

 

図表 ３－２－６２ スポーツを実際に（さらに）観戦してみようと思う取組・工夫（６～19歳・20歳以上別） 
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（n=180）6～19歳
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（５）eスポーツやマインドスポーツの実施・観戦状況 

①eスポーツの経験【MA】 

「どちらもない」の割合が突出して多く、83.4%である。 

 

図表 ３－２－６３ eスポーツの経験 

 

 

（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は 20歳以上と比べて、「eスポーツをしたことがある（18.3%）」の割合が 10ポ

イント程度高い。 

 

図表 ３－２－６４ eスポーツの経験（６～19歳・20歳以上別） 
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②マインドスポーツの経験【MA】 

「どちらもない」の割合が突出して多く、78.8%である。 

一方で、「マインドスポーツをしたことがある（19.4%）」の割合は「マインドスポーツを観

戦したことがある（3.5%）」と比べて、10ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－６５ マインドスポーツの経験 

 

 

（障害種別クロス集計結果） 

・精神障害は他の障害と比べて、「マインドスポーツをしたことがある（29.8%）」の割合が

10ポイント以上高い。 

 
図表 ３－２－６６ マインドスポーツの経験（障害種別） 
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どちらもない

（n=215）療育

（n=251）身体障害

（n=178）精神障害
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②マインドスポーツの経験【MA】 
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（障害種別クロス集計結果） 

・精神障害は他の障害と比べて、「マインドスポーツをしたことがある（29.8%）」の割合が

10ポイント以上高い。 

 
図表 ３－２－６６ マインドスポーツの経験（障害種別） 
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（６）障害のない人との運動・スポーツの実施状況 

①障害のない人と一緒に行う運動・スポーツの実施経験【SA】 

「実施したことがある」が「実施したことがない」を 10ポイント程度上回る。 

 
図表 ３－２－６７ 障害のない人と一緒に行う運動・スポーツの実施経験 

 

 

（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は「実施したことがある」の割合が 65.5%で、20歳以上と比べて 30ポイント

以上高い。 

 

図表 ３－２－６８ 障害のない人と一緒に行う運動・スポーツの実施経験（６～19歳・20歳以上別） 
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※（６）①で「実施したことがある」と回答した方のみ 

②一緒に運動・スポーツをした障害のない人【MA】 

「家族」の割合が最も高く 48.5%である。次いで、「友人（46.0%）」、「学校関係者

（32.7%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－６９ 障害のない人と一緒に行う運動・スポーツの実施経験 
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※（６）①で「実施したことがある」と回答した方のみ 

②一緒に運動・スポーツをした障害のない人【MA】 

「家族」の割合が最も高く 48.5%である。次いで、「友人（46.0%）」、「学校関係者

（32.7%）」の割合が高い。 
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③今後さいたま市が、インクルーシブスポーツを推進するために必要なこと【MA】 

「障害者と健常者が共に参加できるスポーツイベントの開催」の割合が最も高く 35.0%で

ある。次いで、「一般社会に対する障害者スポーツの普及・啓発（34.6%）」、「障害者が一般ス

ポーツに参画しやすい工夫（新たなルールの導入等）（32.5%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－７０ 今後さいたま市が、インクルーシブスポーツを推進するために必要なこと 
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（障害種別クロス集計結果） 

・療育、身体障害は精神障害と比べて、「一般社会に対する障害者スポーツの普及・啓発

（それぞれ 38.1%、36.7%）」の割合が 10ポイント程度高い。 

・療育、身体障害は精神障害と比べて、「様々なインクルーシブスポーツに取り組む団体・

サークルの増加（それぞれ 30.7%、26.3%）」の割合が 10ポイント程度高い。 

 

図表 ３－２－７１ 今後さいたま市が、インクルーシブスポーツを推進するために必要なこと（障害種別） 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は「障害者と健常者が共に参加できるスポーツイベントの開催（43.3%）」の割

合が最も高く、20歳以上と比べて、10ポイント以上高い。 

・６～19歳は 20歳以上と比べて、「一般スポーツと障害スポーツの双方を指導できる人材

の育成（35.0%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

・20歳以上は６～19歳と比べて、「わからない（35.0％）」の割合が 10ポイント程度高

い。 

 

図表 ３－２－７２ 今後さいたま市が、インクルーシブスポーツを推進するために 

必要なこと（６～19歳・20歳以上別） 
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（７）さいたま市の障害者スポーツ教室・イベント 

①さいたま市の障害者スポーツ教室・イベントの参加状況【MA】 

「参加したことがない」の割合が約 80%である。 

参加したことがある障害者スポーツ教室・イベントは「障害者水泳教室」の割合が最も高

く、5.5%である。 

 

図表 ３－２－７３ さいたま市の障害者スポーツ教室・イベントの参加状況 

 

 

図表 ３－２－７４ 参加したことがある障害者スポーツ教室・イベント（上位 10位） 
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②さいたま市のスポーツ情報の入手方法【MA】 

「特に入手していない」の割合が最も高く 39.0%である。次いで、「市報さいたま

（31.3%）」、「家族（21.4%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－７５ さいたま市のスポーツ情報の入手方法 
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（障害種別クロス集計結果） 

・療育は他の障害と比べて、「家族（30.7%）」の割合が 10ポイント以上高い。 

・精神障害は「特に入手していない（48.9%）」の割合が最も高く、他の障害と比べて、10

ポイント以上高い。約半数がさいたま市のスポーツ情報を入手していない。 

 

図表 ３－２－７６ さいたま市のスポーツ情報の入手方法（障害種別） 

 

  

17.5%

12.0%

15.5%

2.0%

1.2%

2.0%

34.3%

12.4%

8.0%

4.0%

6.4%

37.8%

30.7%

12.6%

23.3%

4.7%

1.4%

30.7%

7.9%

3.3%

1.9%

10.2%

28.4%

16.3%

3.4%

8.4%

1.7%

0.6%

1.1%

29.8%

10.1%

5.6%

5.6%

2.2%

48.9%

0% 20% 40% 60%

家族

友人

学校や職場、施設の人

クラブやサークルの人（仲間、指導者）

ホームヘルパー、ガイドヘルパーなどの支援者

医師や看護師、理学療法士、作業療法士などの医療関係者

市報さいたま

市のホームページ

回覧板や掲示板

市の公式LINE

障害者団体の会合や機関誌

特に入手していない

（n=215）療育

（n=251）身体障害

（n=178）精神障害



98 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は 20歳以上と比べて、「家族（28.9%）」、「学校や職場、施設の人（28.3）」の

割合が 10ポイント以上高い。 

・20歳以上は「特に入手していない（44.0%）」の割合が最も高く、６～19歳と比べて、10

ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－７７ さいたま市のスポーツ情報の入手方法（６～19歳・20歳以上別） 
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③参加してみたいスポーツ教室・イベント【MA】 

「健康づくり（体力づくり）が中心の教室」の割合が最も高く 40.1%である。次いで、「特

にない（28.1%）」の割合が高い。 

 

図表 ３－２－７８ 参加してみたいスポーツ教室・イベント 
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特にない

その他

(n=566)
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（障害種別クロス集計結果） 

・療育は「親子・家族で楽しめるスポーツ教室・イベント（41.4%）」の割合が最も高く、

他の障害と比べて、15ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－７９ 参加してみたいスポーツ教室・イベント（障害種別） 
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（６～19歳・20歳以上別クロス集計結果） 

・６～19歳は「親子・家族で楽しめるスポーツ教室・イベント（51.1%）」の割合が突出し

て高く、20歳以上と比べて、30ポイント以上高い。半数以上にニーズがある。 

・20歳以上は「健康づくり（体力づくり）が中心の教室（45.9%）」の割合が最も高く、６

～19歳と比べて、15ポイント以上高い。次いで「特にない（32.6%）」の割合が高く、６

～19歳と比べて、10ポイント以上高い。 

 

図表 ３－２－８０ 参加してみたいスポーツ教室・イベント（６～19歳・20歳以上別） 
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（８）自由意見【FA】 

項項目目  件件数数  主主なな意意見見  

参参加加機機会会ややププロロググララムムのの拡拡

充充・・多多様様化化  

3377  少しでも運動・スポーツを好きになったり、興味を持

てる障害者教室などが頻繁に開催されると嬉しい。 

知的障害者が参加しやすいイベントがあるとよい。 

特別支援学校では体を動かす機会が多かったのが、卒

業したら全く機会がない。 

障害を持つ子どもは学校では運動するが、大人になる

と運動することがなくなってしまうのが実情である。 

近くの公民館などで障害者が参加可能な教室を開催

されたら、ぜひ参加したい。 

歩けなくても手にマヒがあっても参加できる新しい・

楽しいスポーツを開発してほしい。 

体験機会（単発のレッスン）を定期的に行っていただ

きたい。良ければ、継続的に参加できるサークル等を

紹介してもらいたい。 

本格的なスポーツではなく、重度の人でも気楽に体を

動かせる機会・場所があるとよい。 

外出が困難な人向けにオンライン参加可能なイベン

トを増やしてほしい。 

働いている人が参加可能な時間帯でイベントを開催

してほしい。 

高齢者で足が動かなくても簡単に参加できるような

スポーツイベントがあるとよい。 

交交流流・・仲仲間間づづくくりり・・ココミミュュ

ニニテティィ形形成成  

1100  少人数の定員で密にスポーツを通じて、人間関係が築

けるとよい。 

友達作りや人と人とのつながりを持てるような機会

があるとよい。 

身近に一緒に支え合う仲間がいる環境づくりが必要。 

スポーツ後に参加任意の親睦会のようなものがある

とよい。 

指指導導者者・・ササポポーートト体体制制のの充充

実実  

2244  障害特性を理解している指導者が活動中に率先して

声掛けを行ったり、わかりやすい言葉で伝えたりする

ことが必要。 

障害に対して理解のある指導者や見守りの方が複数

人いることが必要。 

移動サポート、１対１対応があれば安心して、スポー

ツに取り組むことができる。 
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スポーツ中に不安に駆られた際に優しく駆け寄って

くれる介助者がいると、参加しやすい。 

障害者かつ競技経験者を配置することが必要。 

スポーツを楽しむ場所までの送迎や付き添いがない

とスポーツ自体にもたどり着けない。 

手話通訳可能なインストラクターがいれば、聴覚障害

者の方は参加してみると思う。 

水泳など家族の負担が大きいところでの支援があれ

ば利用したい。 

グループホームなどに指導者を派遣する体制ができ

るとよい。 

ハハーードド面面のの環環境境整整備備  

（（施施設設、、設設備備等等））  

2222  トイレにオムツ替えをするユニバーサルシートが付

いている施設が少ない。 

重症の肢体不自由の場合、大人のオムツ替えや着替え

スペースの確保なども必要で、安心してスポーツに取

り組める環境があることが大前提。 

駐車場が狭いため、車椅子での乗り降りが難しい。ま

た、障害者専用駐車場がない（少ない）。 

異性介助ができる更衣室、誰でもトイレがどこにでも

あるという環境も必要不可欠。 

運動しやすい装具があるとよい。 

移移動動環環境境のの整整備備  2233  スポーツ実施場所までの交通手段の確保。 

移動支援の充実。 

障害者向けスポーツ施設に行く際の公共交通機関の

情報をわかりやすくしてほしい。 

本人と介助者への送迎支援があるとよい。 

サイクリングの際の道路整備が必要。現状は危ないと

感じる場面が多い。 

障障害害特特性性へへのの配配慮慮（（合合理理的的

配配慮慮））・・個個別別対対応応  

2255  障害の状態や程度は人によって異なるため、一律の 

ルールを設けるのは難しい。障害特性に応じた対応が

求められる。 

人目を気にせず、気軽に運動・スポーツができる環境

があるとよい。 

発達障害の方は脳の構造上、口頭での説明や文章だけ

だと理解しきれない方もいる。動画で簡単にルール等

を把握できるものがあるとよい。 

聴覚障害者のため、他の人とのコミュニケーションが

容易になる工夫があるとよい。 
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対人関係が苦手な人や外に出られない人のためのス

ポーツや運動があるとよい。 

合理的配慮に基づく指導をお願いしたい。 

知的障害の人のために独自の支援が必要。 

スポーツごとにルールや会話の手話辞典があるとよ

い。 

視覚障害者が優先して（あるいは専用で）利用可能な

時間の確保。 

陸上競技において、精神障害者の出場枠を設けていた

だきたい（東京都は設けている）。 

種種目目・・活活動動内内容容へへのの要要望望  1144  福祉施設やスポーツ施設にサウンドテーブルテニス

台を設置していただきたい。 

Eスポーツの拡大 

走らないサッカーやタックルがないラグビー、ボッ 

チャなど健常者や子どもと一緒にできるスポーツが

あるとよい。 

スポーツフラダンスやバレエなど、勝ち負けがない種

目があるとよい。 

重度かつ重複障害者が介助者と一緒に行えるスポー

ツが少ない。ルールを優しくするなどして、参加でき

るスポーツが増えるとありがたい。 

経経済済的的支支援援  ７７  スポーツに適した障害補助具への公金による金銭的

補助があるとよい。 

発達障害者に対して、障害者割引料金を適用してほし

い。 

フィットネスクラブやスイミング等の利用券の無料

配布があると、やってみようという気持ちになる。 

障障害害にに対対すするる理理解解促促進進  3355  障害の有無に関わらず、障害への理解を皆が持ち、楽

しく、切磋琢磨して取り組める環境の構築。 

障害者と健常者が一緒にスポーツをする際の留意点

を健常者が理解することが重要。 

お互いの障害を理解し合える関係になれるとよい。 

健常者が自身の視点からではなく、障害を持つ方の話

や声を直接聞く環境を作っていくべき。 

障害者を障害者扱いせずに、障害者が一般の人のよう

に扱われる世の中になってほしい。 

健常者のインストラクターに障害に対する理解を促

すなど、インクルーシブなスポーツ環境を作っていた

だきたい。 
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情情報報発発信信・・周周知知やや情情報報ツツーー

ルルのの充充実実  

2233  さいたま市の広報において、障害者スポーツの特集 

ページがあるとよい。 

イベント開催の告知が可能なアプリを開発し、障害者

手帳更新の際に紹介して参加を促すとよい。 

障害者が参加しやすい施設やスポーツ教室の紹介を

定期的に DMで送付してくれるとありがたい。 

どこで、どんなスポーツができるのかを分かりやすく

伝えることが重要。 

パラリンピックだけでなく、TV放送が増えるとよい。 

ハンディキャップがある人も参加可能であることを

最初に提示していただきたい。問い合わせの時点で気

後れしてしまう。 

障害者スポーツガイドブックの発行・配布。 

障害者にパラスポーツ指導員がいることを周知し、相

談できる機会を増やす。 

障害の程度に合わせて、参加できるチームやサークル

に関する情報を問い合わせできる機関があるとよい。 

それぞれの障害に応じた情報発信が効果的である。 

そそのの他他  66  今回のアンケートはとても良い試みだと思います。 

障害の程度により難しさもありますが、ぜひ積極的に

推進をお願いしたい。 

障害者全員がスポーツに興味があるわけでない。 

スポーツに偏るのでなく、それぞれ自分の好きなこと

に取り組めるような仕組みができるとよい。 
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第４章 スポーツ施設向けアンケート・ヒアリング調査結果 
 
１ スポーツ施設向けアンケート調査の概要 

（１）目的 

今後のさいたま市における障害児・者の運動・スポーツ環境の充実に資するものとするた

め、市内の障害児・者のスポーツ実施環境に関する現状、受け入れ状況について、市内に所在

する施設へのアンケートを通じて把握することを目的として実施した。 

 

（２）調査対象・サンプル数 

■調査対象 

大分類 中分類 配布数 

さいたま市内の 

公共施設 

スポーツ施設（公園含む） 55 

スポーツのできる多目的スペースを持つコミュニティ

センター等 
29 

公民館 60 

さいたま市内の民間施設 311 

計 455 

 

■調査方法：PC・スマホ等による WEB回答方式 

■サンプル数：118（回答率：25.9%） 

 

（３）調査期間 

令和７年７月 28日（月）から令和７年８月 22日（金）を調査期間とした。 

 

（４）その他留意事項 

・選択肢にあるにも関わらず、その他自由回答に記載している場合など、適宜ローデータの

修正を行っている。 

・集計結果は有効回答数を母数として百分率で示している。また、その値は小数第一位を四

捨五入しているため、合計が 100%にならない場合がある。 

・この報告書の図表見出し及び文章中での回答選択肢は、本来の意味を損なわない程度に省

略して掲載している場合がある。 

・nは、回答者数とする。 

・【SA】は単一回答、【MA】は複数回答可、【NA】は数値回答、【FA】は自由回答の設問を示

す。 
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２ アンケート集計結果 

（１）回答者の属性 

①施設種別【SA】 

「民間施設」の割合が最も高く 39.0%である。次いで、「公共施設（公民館）（25.4%）」、

「公共施設（コミュニティセンター）（21.2%）」の割合が高い。 

 

図表 ４－２－１ 施設種別 

 
 

 
②施設の運営形態【SA】 

「包括業務委託」の割合が最も高く 46.6%である。次いで、「民間施設であり上記のいずれ

にも該当しない（18.6%）」、「指定管理者制度（利用料金制度）（17.8%）」の割合が高い。 

 

図表 ４－２―２ 施設の運営形態 
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２ アンケート集計結果 

（１）回答者の属性 

①施設種別【SA】 

「民間施設」の割合が最も高く 39.0%である。次いで、「公共施設（公民館）（25.4%）」、

「公共施設（コミュニティセンター）（21.2%）」の割合が高い。 
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③運営人員数（正職員・委託職員・その他職員）【NA】 

正職員は、「１～３人」の割合が最も高く 62.7%である。次いで、「４～６人（16.1%）」の

割合が高い。 

委託職員は、「０人」の割合が最も高く 68.6%である。次いで、「１～３人（16.9%）」の割

合が高い。 

その他職員は、「０人」の割合が最も高く 32.2%である。次いで、「１～３人（27.1%）」、

「10～29人（23.7%）」の割合が高い。 

 

図表 ４－２－３ 運営人員数 
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④有資格者数【NA】 

（日本パラスポーツ協会公認資格） 

初級パラスポーツ指導員の資格保有者数は、「0人」の割合が最も高く 96.6%である。 

中級パラスポーツ指導員については、「0人」で 100%である。 

上級パラスポーツ指導員については、「0人」の割合が最も高く 99.2%である。 

公認スポーツコーチの資格保有者数は、「0人」の割合が最も高く 99.2%である。 

公認スポーツトレーナーの資格保有者数は、「0人」で 100%である。 

 

（日本レクリエーション協会公認資格） 

福祉レクワーカーの資格保有者数は、「0人」で 100%である。 

 

（日本スポーツ協会公認資格） 

スポーツ指導者の資格保有者数は、「0人」の割合が最も高く 90.7%である。 

 

図表 ４－２－４ 有資格者数 
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⑤一般駐車場の個数【NA】 

「１～100台」の割合が最も高く 66.9%である。次いで、「０台（19.5%）」の割合が高い。 

 

図表 ４－２－５ 一般駐車場の個数 

 
 
⑥障害者等専用駐車場の個数【NA】 

「０台」の割合が最も高く 54.2%である。次いで、「１台（20.3%）」、「２～３台（19.5%）」

の割合が高い。 

 

図表 ４－２－６ 障害者等専用駐車場の個数 

 

 

⑦バリアフリートイレの個数【NA】 

「１～９基」の割合が最も高く 55.1%である。次いで、「0基（41.5%）」の割合が高い。 

 

図表 ４－２－７ バリアフリートイレの個数 
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（２）障害のある方の施設での受け入れ状況 

①施設での障害のある方の受け入れの有無【SA】 

「受け入れている」の割合が 58.5%で半数を超える。 

 

図表 ４－２－８ 施設での障害のある方の受け入れの有無 

 

 
※（２）①で「受け入れている」と回答した方のみ 

②直近３年間で、障害者の施設利用があった内容【MA】 

「一般の個人の利用」の割合が最も高く 42.0%である。次いで、「一般の団体の利用

（39.1%）」、「障害者スポーツのイベント（教室・体験会等）会場利用（30.4%）」の割合が高

い。 

 

図表 ４－２－９ 直近３年間で、障害者スポーツに関する施設利用があった内容 
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ボランティア講習・研修の会場利用

障害者スポーツ以外の利用（集会やレクリエーション利用）

直近3年より前の利用あり

詳細は把握していないが利用あり

その他

(n=69)



114 
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※（２）①で「受け入れている」と回答した方のみ 

③昨年度（2024年度）、障害者の利用があった主な種目【MA】 

「レクリエーション」の割合が最も高く 21.7%である。次いで、「ボッチャ（17.4%）」の割

合が高い。 

 
図表４－２－１０ 昨年度（2024年度）、障害者の利用があった主な種目 
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※（２）①で「受け入れていない」と回答した方のみ 

④施設で障害のある方を受け入れていない理由【MA】 

「施設・設備のバリアフリーが不十分であるため」の割合が最も高く 38.8%である。次い

で、「障害者スポーツの専門的な指導者がいないため（32.7%）」、「スタッフの対応ノウハウや

障害に関する知識が不足しているため（28.6%）」の割合が高い。 

 

図表 ４－２－１１ 施設で障害のある方を受け入れていない理由 
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 過去に問い合わせや見学等１度もない 
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主旨での施設ではないため 
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個人利用が多く、予約が出来ない状態が続いているため
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障害者スポーツに関する企画・運営ノウハウが不足しているため

障害者スポーツの専門的な指導者がいないため

障害者スポーツの用具が不足しているため

相談できる連携先（医療・福祉機関等）がないため

その他

(n=49)
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⑤障害のある方・関係者の方から、団体に寄せられたことのある意見【FA】 

主主なな意意見見  

意見 

障害のあるお客様の利用も一般客と変わりなく対応していただきあり

がたい。とご意見を頂いております。 

2023 年にボッチャ体験を当施設の主催事業として開催したが、関係者

より貴重な体験をさせていただいたと感謝の言葉が寄せられた 

障害のある方からの意見ではなく、一般の利用者からの意見ではあっ

たが、体育室入り口のステップが高く、上がりにくいという指摘があっ

た。 

問い合わせ ブラインドテニス利用。盲導犬の入館可否。 

要望 

障害のあるお子さんが運動できる場が少ないので、あると助かる 

（施設は体育館ではなく防球設備が無いのでお断りしていますが） 

ボール遊びもやらせたい。 

 
⑥今後の施設での障害のある方の受け入れの考え【SA】 

「個々のニーズや状況に応じて、適切な配慮をもって受け入れを検討する」の割合が最も

高く 66.1%である。次いで、「今後も受け入れる予定はない（11.0%）」、「障害者スポーツ大会

は開催できないが、団体・個人利用等で積極的に受け入れたい（10.2%）」となっている。 

 

図表 ４－２－１２ 今後の施設での障害のある方の受け入れの考え 
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（３）施設における障害及び障害のある方への理解、配慮 

①施設スタッフの障害についての理解度【SA】 

「障害種別や名前は知っている」の割合が最も高く 48.3%である。次いで、「まったく、ある

いは、ほとんど知らない（39.8%）」の割合が高い。 

 

図表４－２－１３ 施設スタッフの障害についての理解度 

 
 

②施設スタッフの合理的配慮についての理解度【SA】 
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③【ハード面】現在施設で実施している、あるいは、すでに備えられている合理的配慮【MA】 

「バリアフリートイレがある」の割合が最も高く 52.5%である。次いで、「施設内のバリア

フリー化をしている（スロープ、エレベーター、点字ブロック 等）（35.6%）」、「現状、取り

組んでいることはない（28.8%）」の割合が高い。 

 

図表 ４－２－１５ 【ハード面】現在施設で実施している、あるいは、すでに備えられている合理的配慮 
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④【ソフト面】施設の運営管理に携わるスタッフがすでに対応していること、あるいは、現在

実施している合理的配慮【MA】 

「館内利用・移動時のサポートをしている（手話・筆記対応、昇降サポート等）」、「施設内

の安全性を確保している（支障物の排除、こまめな床掃除 等）」の割合が高く、それぞれ

43.2%である。次いで、「現状、取り組んでいることはない（33.1%）」、「利用予約等の手続き

のサポートをしている（32.2%）」、「サポートツールを用意している（筆談ボード、イヤーマ

フ等）（26.3%）」の割合が高い。 

 

図表 ４－２－１６【ソフト面】施設の運営管理に携わるスタッフがすでに対応していること、 

現在実施している合理的配慮 
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⑤障害のある方の受け入れや対応等に関するマニュアルの認知度等【SA】 

「まったく、あるいは、ほとんど知らない」の割合が最も高く 72.9%である。次いで、「埼

玉県「障害者スポーツ受入マニュアル」等を知っているが、活用したことはない（13.6%）」、

「県以外が作成したマニュアルやガイドブック等を知っているが、活用したことはない

（8.5%）」の割合が高い。 

 

図表 ４－２―１７ 障害のある方の受け入れや対応等に関するマニュアルの認知度等 
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⑥施設の障害者のスポーツの優先利用の状況や取り決め・ルール【MA】 

「障害者のスポーツ利用を優先する取り決め・ルールは特にない」の割合が最も高く

67.8%である。次いで、「施設使用料の減免を設けている（減額）（22.0%）」の割合が高い。 

 

図表 ４－２－１８ 施設の障害者スポーツの優先利用の状況や取り決め・ルール 
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（４）今後について 

①施設として、今後、障害者の受け入れに際して特に取り組みたい内容（３つまで）【MA】 

「ソフト面（スタッフの対応、接遇）のバリアフリー」の割合が最も高く 32.2%である。次

いで、「ハード面のバリアフリー（21.2%）」、「人材育成・確保（17.8%）」の割合が高い。 

 

図表 ４－２－１９ 施設として、今後、障害者の受け入れに際して特に取り組みたい内容（３つまで） 
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②さいたま市内の障害者のスポーツの実施場所・環境に関して、市に期待する事業・取組（３

つまで）【MA】 

「ハード面のバリアフリー化の支援」の割合が最も高く 34.7%である。次いで、「障害者スポ

ーツ支援・指導ができるスタッフ・指導者・ボランティアの派遣支援（21.2%）」、「施設におけ

る合理的配慮に関する相談（19.5%）」の割合が高い。 

 

図表 ４－２－２０ さいたま市内の障害者スポーツの実施場所・環境に関して、 

市に期待する事業・取組（３つまで） 
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３ スポーツ施設向けヒアリング調査の概要 

（１）目的 

アンケート調査により判明した事実等を踏まえ、スポーツ施設における障害者のスポーツを

取り巻く環境や解決すべき課題、障害者のスポーツの更なる普及に必要な要素などについて定

性的に把握し、今後のさいたま市における障害者のスポーツ施策の方向性の検討等に際しての

参考情報とすることを目的として実施した。 

 

（２）調査対象・調査期間 

アンケート調査時に「ヒアリング調査への協力可」と回答があった施設の中から、ヒアリン

グを行うことによって何らかの示唆が得られる可能性が高いと思われる施設や、さいたま市に

おける障害者のスポーツの関連施策の推進に資すると思われる施設等を調査対象とした。 

対面またはオンラインで１時間程度の聞き取りを実施した。 

 

図表４－３－１ ヒアリング対象先一覧 

施設種別 実施日 実施方法 

Ａ民間スイミングスクール 令和７年 12月２日（火）10:00～11:00 対面 

Ｂ武道系施設 令和７年 12月２日（火）16:15～17:15 オンライン 

Ｃ民間スポーツジム 令和７年 12月３日（水）10:15～11:15 対面 

Ｄ複合施設 令和７年 12月３日（水）14:00～15:00 オンライン 
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４ ヒアリング調査結果 

（１）Ａ民間スイミングスクール 

①施設における障害者の受け入れ状況、今後の受け入れ意向 

・当施設では障害のある方を受け入れるための専用の授業は設けていない。障害のある方か

ら入校の相談があった場合、障害の程度や種別を踏まえ、一度授業を体験していただき、

安全面に配慮でき、障害のない人と一緒に受講が可能である場合は受け入れている。 

・（当施設とは別に存在している）他校では以前から障害者限定の授業を設けている。その授

業では幼少期から大人になるまで長期間水泳を継続している方もいて、職員も対応しやす

く、障害のある方を受け入れやすい体制ができている。 

・他校では自閉症の方が中心の放課後等デイサービスの利用者を受け入れていて、放課後等

デイサービスの職員と一緒に授業を行っている。特に問題なく受講されている方は、一般

向けの授業に移行する場合もある。 

 

②障害者を受け入れるにあたって、不安に感じている点、悩んでいる点 

・水泳施設であるため、安全面を配慮しなければならず、障害のある方を安全に受け入れる

ためには多くの職員を配置する必要が生じる場合もある。その場合、（利用者の大多数を占

める）障害のない人に対するサポート要員が手薄になってしまうこともあり、悩ましい点

である。 

 

③施設において、障害者の利用を拡大するために必要なこと、今後取り組みたいこと 

・幼稚園や小学校からの委託事業として、営業時間外にプールの一面を時間貸ししている。

指導を教員にお願いする場合や、当施設の職員が一緒になって指導を行う場合等、いくつ

かのパターンを設けている。現在、受け入れている小学校の中には特別支援学級も含ま

れ、授業時は、当施設の職員と特別支援学級の先生が協力し、指導している。 

・実際に受け入れている特別支援学級の生徒の保護者に水泳授業を見ていただき、対話をし

たい。 

・過去にさいたま市からの委託事業で、高齢者向けのプール教室を実施し、当施設で受け入

れていた。その事業では、事業終了後に、その後継となる高齢者向けの授業を作り、希望

者が引き続き授業を受けることができる環境を整えることで、当施設に入校するきっかけ

づくりをすることができた。同様にさいたま市で障害のある方のための水泳教室を実施す

る場合は、プールの一面を時間貸しする対応であれば、時期や頻度によって協力が可能で

ある。 

・他校では障害のある方の泳げるレベルによって３段階に授業を分けている。さいたま市で

水泳教室等を実施する場合は、同様にレベル別で授業を分けた方が障害のある方は取り組

みやすい。  
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（２）Ｂ武道系施設 

①施設における障害者の受け入れ状況、今後の受け入れ意向 

・今年度、さいたま市のボッチャの大会を当施設で２日間開催し、両日いずれも 100名 

程度を受け入れた。大会当日は、重度の障害のある方も来ていたため、看護師が常駐し、

温度管理や水分補給をしていたが、体調不良者が複数人出た。 

・ボッチャの大会を受け入れたきっかけは、障害のない人のボッチャの講演会を実施したこ

とである。その際にボッチャ連盟から施設が使いやすく大会を実施できないか相談を受け

た。 

・車椅子バドミントンは、タイヤ痕がついてしまうため、施設管理の都合上、予め特定の区

画で行うことを決めて受け入れている。 

・今後、障害のある方のための空手講座の実施について検討している。 

 

②障害者を受け入れるにあたって、不安に感じている点、悩んでいる点 

・観覧席に行くまでの間に昇降機は１台のみの設置で、エレベーターは設置されていないた

め、大会等で多数の車椅子利用者が来館された場合、対応が難しいところがある。エレベ

ーターの設置については、さいたま市に要望している。 

・施設や設備のバリアフリー化が万全ではない。 

 
③何らかの障害がある方が来られた場合に備えて、やっていること 

・スロープを設置し、車椅子を利用する方が可能な限り自由に出入りできるようにしてい

る。 

 

④施設において、障害者の利用を拡大するために必要なこと、今後取り組みたいこと 

・現状、２種類の障害者スポーツ（ボッチャ、車椅子バドミントン）を受け入れているが、

受け入れる種目が増えすぎると、施設職員の対応等の負担が大きくなるため、利用者等か

ら相談を受けた場合のみ、適宜受け入れが可能であるかを検討する。 

・今年度、デフリンピックの開催を受けて、規模を小さくしたデフアスリートの柔道大会の

実施について検討中である。 

・ボッチャ大会の参加者からは、バリアフリートイレや昇降機があること、空調が整ってい

ること、大きな病院が近くにあり、安全面が整っていること、最寄り駅から近く交通アク

セスが良いこと等を評価いただいた。これらをアピールし、今後も施設の利用促進に繋げ

ていきたい。 
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（３）Ｃ民間スポーツジム 

①施設における障害者の受け入れ状況、今後の受け入れ意向 

・当施設では、障害のある方の個人利用を受け入れるために、個別で相談を受けている。こ

どもの水泳教室で受け入れすることが多く、基本的に年齢で授業を分けているが、障害の

ある方を受け入れる際には、（障害の程度等に応じて）実際の年齢とは異なる授業を受講し

ていただく等の対応もしている。 

・他の系列施設ではパラアスリートの個人・団体利用も受け入れている。 

 

②障害者を受け入れるにあたって、不安に感じている点、悩んでいる点 

・施設内に多目的トイレやエレベーターの設置がなく、段差等もあるため、設備のバリアフ

リーの面が不安である。 

・可能な範囲で対応してはいるが、障害の有無に関わらず、スポーツジムは自身で器具など

を使用することを想定している施設のため、長い時間、一人の利用者のみに付き添ってサ

ポートするような要望に応えることは難しい。 

 

③施設において、障害者の利用を拡大するために必要なこと、今後取り組みたいこと 

・さいたま市が主催する障害者スポーツ教室や大会の会場で当施設を利用して欲しい。障害

のある方がスポーツジムに通うことはハードルが高く見られるが、障害のある方のための

イベントを実施し、当施設を利用する体験ができれば、障害の有無にかかわらず、誰でも

通えることが障害のある方にも伝わる。また、当施設としても、障害のある方と接する機

会ができ、職員の障害のある方への理解が深まる。 

 

④さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、さいたま市が果たすべき役割、実

施すべき支援 

・当施設では、運動に関する様々なコンテンツを保有しているが、それを障害のある方に向

けて情報発信をする手段がない。さいたま市には当施設が障害のある方に情報発信するた

めの橋渡しの役割を担って欲しい。 

・スポーツ施設に備えられている設備やコンテンツに関する情報などをまとめて障害のある

方向けに発信するようなポータルサイトを作成して欲しい。 

・補助金の申請に関する手続きが煩雑であるため、分かりやすくして欲しい。 

 

⑤今後の障害者のスポーツ推進のために必要な情報 

・障害のある方や障害者関連機関・団体等に関する情報があれば、当施設の運動に関するコ

ンテンツを発信できる。 

・さいたま市主催の障害に関する知識を深めるための研修会等を実施してほしい。 
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（４）Ｄ複合施設 

①施設における障害者の受け入れ状況、今後の受け入れ意向 

・定期的に利用している障害者団体が複数あり、今後も継続的に受け入れていきたい。 

 

②障害者を受け入れるにあたって、不安に感じている点、悩んでいる点 

・施設の内部の導線や設備（トイレ等）がユニバーサルデザインになっていない点、障害の

ない利用者の間で、障害者が当施設を利用することの理解が進んでいない点に不安を感じ

ている。 

・知的障害者等の身体表現は、障害のない人からみると理解が難しいことが多く、障害者と

触れ合う機会を増やし、理解していくことが重要である。 

 

③施設において、障害者の利用を拡大するために必要なこと、今後取り組みたいこと 

・当施設では、施設の利用改善を目的に、地域住民や利用者が委員となる協議会を設置し、

ご意見をいただきながら運営している。次年度に配慮や支援を必要とする方も利用してい

る団体の方が委員となる予定であり、施設がどう評価されているかご意見いただき、検証

する予定である。 

・スポーツ事業ではないが、今後、障害のある方と障害のない人が同じ舞台に上がる市民劇

団事業を実施する予定である。 

・障害者を受け入れる体制は整備されているが、それが周知されていないため、広報を強化

する必要がある。単に広報するだけではあまり効果がないため、市民劇団の事業を実施

し、障害のある方が利用しているという実績を示した上で、当施設の受け入れ体制を周知

していきたい。 

 

④さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、スポーツ施設が単独で取り組むべ

きこと、関係機関と連携して取り組むべきこと 

・障害のある方と障害のない人を分けずに事業を実施したい。 

・障害のある方は障害のない人と異なり、ただイベント等を周知するだけでは参加しない方

が多いと感じる。熱心に取り組んでいる団体等と連携し、情報発信することが必要であ

る。 

・特別支援学校同士は連携が強いとは言い切れない面があり、その横のつながりを構築すれ

ば、複数の学校が連携し、当施設の事業に参加していただける可能性が高い。 
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第５章 スポーツ団体向けアンケート・ヒアリング調査結果 
 
１ スポーツ団体向けアンケート調査の概要 

（１）目的 

今後のさいたま市における障害児・者の運動・スポーツ環境の充実に資するものとするた

め、市内の障害児・者のスポーツ実施環境に関する現状、受け入れ状況について、市内で活動

するスポーツ団体へのアンケートを通じて把握することを目的として実施した。 

 

（２）調査対象・サンプル数 

■調査対象 

大分類 中分類 配布数 

さいたま市内で活動す

るスポーツ団体 

競技団体 37 

障害者スポーツ団体 16 

さいたま市内で活動するレクリエーション団体 13 

総合型地域スポーツクラブ 8 

市立小学校・中学校の体育施設（校庭・体育館・武道場）を利用しているクラブ ― 

 

■調査方法：PC・スマホ等による WEB回答方式（一部 Excel形式での回答提出） 

■サンプル数：144 

 

（３）調査期間 

令和７年７月 28日（月）から令和７年８月 22日（金）を調査期間とした。 

 

（４）その他留意事項 

・選択肢にあるにも関わらず、その他自由回答に記載している場合など、適宜ローデータの

修正を行っている。 

・集計結果は有効回答数を母数として百分率で示している。また、その値は小数第一位を四

捨五入しているため、合計が 100%にならない場合がある。 

・この報告書の図表見出し及び文章中での回答選択肢は、本来の意味を損なわない程度に省

略して掲載している場合がある。 

・nは、回答者数とする。 

・【SA】は単一回答、【MA】は複数回答可、【NA】は数値回答、【FA】は自由回答の設問を示

す。 
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２ アンケート集計結果 

（１）回答者の属性 

①団体種別【SA】 

「障害者スポーツ協会加盟団体以外のスポーツ団体」の割合が最も高く 66.7%である。次

いで、「レクリエーション団体（14.6%）」、「その他（9.7%）」の割合が高い。 

 

図表 ５－２－１ 団体種別 

 

その他 

 スポーツの普及・振興のための団体／サークル・部活／少年団（２） 

 埼玉県パラスポーツ指導者協議会 

 障害者当事者団体（組織内にスポーツ委員会） 

 スポーツ推進委員会 

 さいたま市学校開放事業の統括団体 

 さいたま市内のテニス団体を統括する団体 

 さいたま市立小学校及び埼玉大学教育学部附属小からなる団体 

 小学校の PTAから始まった団体 

 地域体操クラブ 

 

②団体人員数【NA】  

「21～50人」の割合が最も高く 38.9%である。次いで、「20人以下（33.3%）」の割合が高

い。 

 

図表 ５－２－２ 団体人員数 

 

20人以下

33.3%

21～50人

38.9%

51～100人

9.0%

101～200人

9.0%

201人以上

9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=144)



134 
 

２ アンケート集計結果 

（１）回答者の属性 

①団体種別【SA】 

「障害者スポーツ協会加盟団体以外のスポーツ団体」の割合が最も高く 66.7%である。次

いで、「レクリエーション団体（14.6%）」、「その他（9.7%）」の割合が高い。 

 

図表 ５－２－１ 団体種別 

 

その他 

 スポーツの普及・振興のための団体／サークル・部活／少年団（２） 

 埼玉県パラスポーツ指導者協議会 

 障害者当事者団体（組織内にスポーツ委員会） 

 スポーツ推進委員会 

 さいたま市学校開放事業の統括団体 

 さいたま市内のテニス団体を統括する団体 

 さいたま市立小学校及び埼玉大学教育学部附属小からなる団体 

 小学校の PTAから始まった団体 

 地域体操クラブ 

 

②団体人員数【NA】  

「21～50人」の割合が最も高く 38.9%である。次いで、「20人以下（33.3%）」の割合が高

い。 

 

図表 ５－２－２ 団体人員数 

 

20人以下

33.3%

21～50人

38.9%

51～100人

9.0%

101～200人

9.0%

201人以上

9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=144)

135 
 

③資格保有者数【NA】 

（日本パラスポーツ協会公認資格） 

初級パラスポーツ指導員の資格保有者数は、「0人」の割合が最も高く 93.1%である。 

中級パラスポーツ指導員については、「0人」の割合が最も高く 96.5%である。 

上級パラスポーツ指導員については、「0人」の割合が最も高く 97.9%である。 

公認スポーツコーチの資格保有者数は、「0人」の割合が最も高く 98.6%である。 

公認スポーツトレーナーの資格保有者数は、「0人」の割合が最も高く 99.3%である。 

 

（日本レクリエーション協会公認資格） 

福祉レクワーカーの資格保有者数は、「0人」の割合が最も高く 97.9%である。 

 

（日本スポーツ協会公認資格） 

スポーツ指導者の資格保有者数は、「0人」の割合が最も高く 73.6%である。 

 
図表 ５－２－３ 資格保有者数 

 

0人

93.1%

0人

96.5%

0人

97.9%

0人

98.6%

0人

99.3%

0人

97.9%

0人

73.6%

1～5人

4.9%

1～5人

2.8%

1～5人

1.4%

1～5人

2.1%

1～5人

16.7%

6～10人

0.7%

6～10人

4.9%

11～15人

0.7%

11～15人

2.8%

16～20人

0.7%

16～20人

0.7%

21人以上

0.7%

21人以上

0.7%

21人以上

0.7%

21人以上

0.7%

21人以上

0.7%

21人以上

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=144)初級パラスポーツ指導員

(n=144)中級パラスポーツ指導員

(n=144)上級パラスポーツ指導員

(n=144)公認スポーツコーチ

(n=144)公認スポーツトレーナー

(n=144)日本レクリエーション協会公

認福祉レクワーカー

(n=144)日本スポーツ協会公認スポー

ツ指導者
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④団体の主な活動内容【MA】 

「練習」の割合が最も高く 87.5%である。次いで、「大会（46.5%）」、「教室（22.2%）」の割

合が高い。 

 

図表 ５－２－４ 団体の主な活動内容 

 
 

その他 

 講習・講座（２） 

 スポーツ推進活動協力 

 合宿 等 

  

16.0%

87.5%

22.2%

46.5%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

イベント

練習

教室

大会

その他

(n=144)
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⑤実施しているスポーツ・レクリエーション等の内容【MA】 

「バレーボール・ソフトバレーボール・ビーチバレーボール」の割合が最も高く、25.0%で

ある。次いで、「バスケットボール・車いすバスケットボール（16.0%）」、「武道（柔道・剣道

等）（13.2%）」の割合が高い。 

 

図表 ５－２－５ 実施しているスポーツ・レクリエーション等の内容 

 

 

その他 

 車いすラグビー 

 フットソフトボール 

 ボウリング 

 ゴルフ 

 社交ダンス 

 和太鼓の演奏、練習 等  

2.1%

5.6%

11.1%

1.4%

16.0%

25.0%

0.7%

11.8%

11.8%

5.6%

2.8%

13.2%

4.9%

1.4%

6.9%

6.3%

5.6%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40%

水泳・水中運動

卓球・サウンドテーブルテニス

バドミントン

フライングディスク

バスケットボール・車いすバスケットボール

バレーボール・ソフトバレーボール・ビーチバレーボール

ゴールボール

サッカー・車いすサッカー・ブラインドサッカー・フットサ

ル

野球・ソフトボール

テニス・車いすテニス

ボッチャ

武道（柔道・剣道等）

射的（弓道、アーチェリー等）・射撃

ウインタースポーツ

体操・軽運動・筋力トレーニング等

レクリエーション

ニュースポーツ

その他

(n=144)



138 
 

（２）障害のある方の団体での受け入れ状況 

①障害のある方の受け入れの有無【SA】 

「障害の有無にかかわらず誰でも参加可能」の割合が最も高く 51.4%である。次いで、「受

け入れていない（34.0%）」の割合が高い。 

 

図表 ５－２－６ 障害のある方の受け入れの有無 

 
 

その他 

 前例がなく、今後検討（４） 

 状況や条件（障害の程度本人のやる気 保護者の団活動へのご理解ご協力活動時間内にお

ける保護者の付き添い）等に応じて判断し受け入れ可能な場合には、障害の有無にかかわ

らず参加可能（３） 

 聴覚障がいの方であれば参加受入れ（２） 

 特に決めていない（２） 

 受け入れたいが、指導者不足のため受け入れ不可。 

 過去に障害（発達障害）のある方を受け入れたことがあります。 

 今のところ障害のある方の参加希望がありません。 

 特に障害のある方を不参加とはしていませんが、現在、障害のある方は在籍していませ

ん。 

 受け入れていないことはありませんが、実施している競技のルールには身体的な障害者を

対象とするものがないので難しいと思います。 

  

障害の有無にかかわらず誰でも参加可能

51.4%

障害のある方のみ参加可能（障

害の種類にかかわらず誰でも）

0.7%

障害のある方のみ参加可能

（特定の障害の方のみ）

2.1%

受け入れていない

34.0%

その他

11.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=144)
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※（２）①で「障害のある方のみ参加可能（特定の障害の方のみ）」と回答した方のみ 

②（参考3）参加している方の障害の種類、受け入れが可能な障害の種類【MA】 

「知的障害」が２件で、次いで、「聴覚障害１件）」である。なお、「聴覚障害」の回答者が

「その他（１件）」も回答している。 

 
図表 ５－２－７ 参加している方の障害の種類、受け入れが可能な障害の種類 

 
その他 

 重複障害 

 

  

 
3 サンプル数が極端に小さなことに留意する必要がある。 

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

66.7%

0.0%

0.0%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

肢体不自由（日常生活で車椅子を必要とする）

肢体不自由（日常生活で車椅子を必要としない）

聴覚障害

視覚障害

音声・言語・そしゃく機能障害

内部障害

知的障害

発達障害

精神障害

その他

(n=3)
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※（２）①で「受け入れていない」と回答した方のみ 

③障害のある方の受け入れを行っていない理由【MA】 

「団体運営者やメンバー等の対応ノウハウや障害に関する知識が不足しているため」の割

合が最も高く 66.7%である。次いで、「障害者スポーツ・レクリエーションの専門的な指導者

がいないため（64.6%）」、「障害者スポーツ・レクリエーションに関する企画・運営ノウハウ

が不足しているため（43.8%）」の割合が高い。 

 

図表 ５－２－８ 障害のある方の受け入れを行っていない理由 

 
 

その他 

 種目内容的に難しい（２） 

 障害者参加のルール等がない 

 加入者過多で新規受入を制限している 

 

  

16.7%

20.8%

8.3%

66.7%

43.8%

64.6%

35.4%

29.2%

18.8%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

活動できる施設がないため

活動施設はあるが、該当施設のバリアフリーが不十分で

あるため

活動施設はあるが、障害のない人の団体・個人利用が多

く、諸室の予約が出来ない状態が続いているため

団体運営者やメンバー等の対応ノウハウや障害に関す

る知識が不足しているため

障害者スポーツ・レクリエーションに関する企画・運営ノ

ウハウが不足しているため

障害者スポーツ・レクリエーションの専門的な指導者が

いないため

障害者スポーツ・レクリエーションの用具が不足してい

るため

相談できる連携先（医療・福祉機関等）がないため

団体として受け入れは可能だが、障がいのある方から

の参加申し込みがないため

その他

(n=48)
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④団体活動の参加対象者の年齢【SA】 

「大人・子ども（高校生以下）」の割合が最も高く 48.6%である。次いで、「大人のみ

（29.2%）」、「子ども（高校生）のみ（20.1%）」の割合が高い。 

 

図表 ５－２－９ 団体活動の参加対象者の年齢 

 
 

その他 

 大人のみだが、子どもは親の同意という条件が必要 

 年齢問わず（２） 

 

⑤障害のある方・関係者の方から、団体に寄せられたことのある意見【FA】 

主主なな意意見見  

練習場所の確保が困難（２） 

知的障害や視覚障害等でも参加できるか 

聴覚障害者の方からチームに入って活動したいが受け入れてもらえるか 

バリアフリーの射撃場が少ない。 

利用施設のトイレについて（洋式トイレの有無）、肢体不自由者の方からの意見、体育館施

設の空調設備について（冷房機器の有無） 

複数の競技に参加可能か。年齢の低い人でも参加可能か。 

会員より活動に関する情報提供方法についての意見あり 

車いすテニス大会運営のお手伝いを要請 

ニュースポーツの体験、指導をお願いしたい。 

アーチェリーを始めたい。交流センターのアーチェリー場利用方法 

競技もディスエイブル対応しているので、特に苦情等はありませんし、年に数回は参加し

てくる選手もいます。 

  

大人・子ども（高校生以下）

48.6%

大人のみ

29.2%

子ども（高校生以下）

のみ

20.1%

その他

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=144)
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⑥今後の団体での障害のある方の受け入れの考え【SA】 

「個々のニーズや状況に応じて、適切な配慮をもって受け入れを検討する」の割合が最も

高く 65.3%である。次いで、「今後も受け入れる予定はない（20.1%）」、「積極的に受け入れた

い（9.0%）」となっている。 

 

図表 ５－２－１０ 今後の団体での障害のある方の受け入れの考え 
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 現状と変わらず行う 

 当会会員に入会という条件が必要 

 危害予防につて理解できる方のみ 

 指導者の人数確保が出来次第、積極的に受け入れをしたい。 

 チーム競技により様々 

 今まで考えたことがなかったため、メンバーに相談してからになる 

 以前に受けていない 

 正直今のままでは受け入れは難しいと思われます。実施している競技の日本協会に諮り、

検討すべき事案だと思う。 
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(n=144)
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（３）団体における障害及び障害のある方への理解、配慮 

①団体スタッフ・メンバーの障害についての理解度【SA】 

「まったく、あるいは、ほとんど知らない」の割合が最も高く 52.8%である。次いで、「障

害種別や名前は知っている（34.7%）」となっている。 

 

図表 ５－２－１１ 団体スタッフ・メンバーの障害についての理解度 
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「まったく、あるいは、ほとんど知らない」の割合が最も高く 59.0%である。次いで、

「「合理的配慮」という言葉を聞いたことがある（31.3%）」となっている。 
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③団体スタッフ・メンバーがすでに対応していること、現在実施している合理的配慮【MA】 

「現状、取り組んでいることはない」の割合が最も高く 59.7%である。次いで、「活動実施

時やコミュニケーションにおいて、わかりやすく説明・指導するようにしている（22.9%）」、

「活動に必要な手続きのサポートをしている（保険、施設への申請 等）（20.8%）」の割合が

高い。 

 

図表 ５－２－１３ 団体スタッフ・メンバーがすでに対応していること、現在実施している合理的配慮 
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④障害のある方の受け入れや対応等に関するガイドブックの認知度等【SA】 

「まったく、あるいは、ほとんど知らない」の割合が最も高く 74.3%である。次いで、「そ

の他のマニュアルやガイドブック等を知っているが、活用したことはない（13.2%）」、「協会

発行のガイドブック等を知っているが、活用したことはない（7.6%）」となっている。 

 

図表 ５－２－１４ 障害のある方の受け入れや対応等に関するガイドブックの認知度等 

 
 

その他 

 記載なし 

 

  

1.4%

7.6%

3.5%

13.2%
まったく、あるいは、ほとんど知らない

74.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=144)

日本レクリエーション協会発行のガイドブック等を知っており、活用したことがある

協会発行のガイドブック等を知っているが、活用したことはない

その他のガイドブック等を知っており、活用したことがある

その他のガイドブック等を知っているが、活用したことはない



146 
 

（４）今後について 

①さいたま市内の障害者のスポーツの実施場所・環境に関して、市に期待する事業・取組（３

つまで）【MA】 

「合理的配慮に関する相談」、「障害者スポーツ・レクリエーションに関する情報発信、普

及啓発・理解の醸成」の割合が高く、それぞれ 27.1%である。次いで、「障害者スポーツ・レ

クリエーション支援・指導ができるスタッフ・指導者・ボランティアの派遣支援（26.4%）」

の割合が高い。 

 

図表 ５－２－１５ さいたま市内の障害者スポーツの実施場所・環境に関して、 

市に期待する事業・取組（３つまで） 
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３ スポーツ団体向けヒアリング調査の概要 

（１）目的 

アンケート調査により判明した事実等を踏まえ、スポーツ団体における障害者のスポーツを

取り巻く環境や解決すべき課題、障害者のスポーツの更なる普及に必要な要素などについて定

性的に把握し、今後のさいたま市における障害者のスポーツ施策の方向性の検討等に際しての

参考情報とすることを目的として実施した。 

 

（２）調査対象・調査期間 

アンケート調査時に「ヒアリング調査への協力可」と回答があった団体の中から、ヒアリン

グを行うことによって何らかの示唆が得られる可能性が高いと思われる団体や、さいたま市に

おける障害者のスポーツ関連施策の推進に資すると思われる団体等を調査対象とした。 

対面またはオンラインで１時間程度の聞き取りを実施した。 

 

図表５－３－１ ヒアリング対象先一覧 

施設種別 実施日 実施方法 

Ｅ柔道競技団体 令和７年 12月２日（火）13:00～14:00 対面 

Ｆ障害者球技団体 令和７年 12月３日（水）9:00～10:00 対面 

Ｇスポーツ推進委員関連団体 令和７年 12月３日（水）18:00～19:00 対面 

Ｈ大学パラスポーツ研究会 令和７年 12月４日（木）10:15～11:15 オンライン 

Ｉレクリエーション関連団体 令和７年 12月４日（木）14:00～15:00 対面 
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４ ヒアリング調査結果 

（１）Ｅ柔道競技団体 

①団体における障害者の受け入れ状況、今後の受け入れ意向 

・現在、小学校１年生から６年生の子どもを受け入れているが、その中に障害のある方はい

ない。以前チック症の子どもを受け入れたことはある。 

・障害のある方から加入の希望があれば、受け入れる方針である。 

・当団体に障害のある方が加入すれば、障害に対する理解が進んだり、一緒に競技に取り組

む等の交流する場を作ることができるため、子どもたちの教育にも良いと考えている。 

 

②障害者を受け入れるにあたって、不安に感じている点、悩んでいる点 

・柔道では、障害の有無にかかわらず、最初に受け身の指導を徹底しているため、特に安全

面で不安を感じるようなことはない。 

 

③さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、さいたま市が果たすべき役割、実

施すべき支援 

・さいたま市には、スポーツ団体と障害のある方が交流できるイベントを実施して欲しい。 

・東京都足立区には「あだちスポーツコンシェルジュ」という障害者の運動・スポーツ相談

窓口があり、同様の取り組みをさいたま市でも実施して欲しい。 

 

④さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、スポーツ団体が単独で取り組むべ

きこと、関係機関と連携して取り組むべきこと 

・障害への理解を深め、実際に障害のある方が来た際の対応をあらかじめ職員間で共有して

おくことが重要である。 

 

⑤今後の障害者のスポーツ推進のために必要な情報 

・地域の障害のある方や障害者関連機関・団体等に関する情報、行政や地域で募集している

運動・スポーツのイベント情報、団体に対する補助金の情報等を簡単にみることができる

ポータルサイトを作成して欲しい。 
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（２）Ｆ障害者球技団体 

①団体における現在の障害者の受け入れ状況、今後の受け入れ意向 

・団体への登録人数は 50人程度で、そのうち、普段から活動に参加している者は 30人程度

である。知的障害者を中心に受け入れていて、精神障害者、身体障害者も登録している。 

・年齢層は 30代から 40代が中心で、中学生から 70代まで幅広い年代がいる。 

 

②何らかの障害がある方が来られた場合に備えて、やっていること 

・ＬＩＮＥの団体グループを作成すると、メンバー間の連絡先が共有され、個人同士で直接

連絡が取れるようになる。団体内でのトラブル等防止のため、ＬＩＮＥグループを作成し

ていない。 

・団体に所属し、活動していることを家族に言わない方がいるため、家族にも活動状況が分

かるように、活動の予定表（紙ベース）を自宅宛てに郵送している。 

 

③さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、さいたま市が果たすべき役割、実

施すべき支援 

・さいたま市では、障害者野球教室を実施する際に、参加者が少ないと実施しないことがあ

るが、０人でない限りは実施してほしい。 

・さいたま市には、子どもの野球チームは多くあるが、（子どもの）障害者のチームがない。

さいたま市の事業として（子どもの）障害者のためのチームができるとよい。（野球という

競技においては）障害のある人と障害のない人を同じチームにすると、内部で隔たりが生

じる可能性があるため、障害のある方のみを対象としたチームも作ることが望ましい。 

 

④さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、スポーツ団体が単独で取り組むべ

きこと、関係機関と連携して取り組むべきこと 

・スタッフの不足、会費収入の不足などで、団体の運営が難しくなっているため、団体の健

全な維持が課題である。 

・活動場所が少なく、競技が実施できる場所について情報提供をして欲しい。現在は活動場

所が確保できないときは、市外の特別支援学校から活動場所を借りている状況である。 

 

⑤今後の障害者のスポーツ推進のために必要な情報 

・市報をみて、活動への参加を希望する方が一定数いるため、市報に継続して掲載したい。 

・埼玉県から補助金の支給を受けているが、さいたま市からも補助金をいただきたい。 
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（３）Ｇスポーツ推進委員関連団体 

①団体における障害者の受け入れ状況、今後の受け入れ意向 

・団体の活動で障害のある方を受け入れた実績はないが、現在活動しているモルックについて

は、障害のある方でも取り組むことができる。 

 

②障害者を受け入れるにあたって、不安に感じている点、悩んでいる点 

・例えば、障害のある方が体調不良になった際の対応等が分からない。障害者一人一人が異な

る障害を持っているため、障害に関する知識がない点が不安である。 

 

③さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、さいたま市が果たすべき役割、実施

すべき支援 

・スポーツの活動場所を確保する際に、さいたま市がサポートをして欲しい。 

・スポーツ教室等を実施するときには、障害のある方でも参加可能なことを声掛けすることが

望ましい。 

・障害のない人は障害のある方と接する方法が分からない方もいるため、そのサポートをして

くれる方等がいるとよい。 

 

④さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、スポーツ団体が単独で取り組むべき

こと、関係機関と連携して取り組むべきこと 

・普段の（障害のない人向けの）スポーツ活動に障害者が参加するよりも、障害ある方と一緒

にスポーツを実施することを目的として事前に調整したイベントを開催した方が取り組みや

すい。 

・活動の場に障害者スポーツ指導者がいれば、障害のある方を受け入れる心構えや競技の工夫

（例えば、自分で球を投げられない方への対応等）が分かるため、取り組みやすい。 

・スポーツ関連団体が主催する大会の運営について依頼があれば、協力することは可能であ

る。 

 

⑤今後の障害者のスポーツ推進のために必要な情報 

・例えば、地域のお祭り等で、障害者でも参加できるブースがあれば、当団体だけでなく、他

の地域団体の協力も増える。 

・障害者スポーツ教室や市主催の研修等に関する情報を積極的に発信して欲しい。 
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（４）Ｈ大学パラスポーツ研究会 

①団体における障害者の受け入れ状況、今後の受け入れ意向 

・現在、団体内メンバーに障害者はいない。 

・通常行っているスポーツ活動の他に、昨年度からパラスポーツに関わる人材を育成するた

め、学生でも取得できるパラスポーツ指導者初級の資格取得に向けて取り組んでいる。 

・埼玉県が主催している「プラチナエース発掘のための競技体験会・体力測定会」にボラン 

ティアとしてサポート活動に参加している。 

 

②何らかの障害がある方が来られた場合に備えて、やっていること 

・競技で障害のある方と関わる際には、積極的にコミュニケーションをとり、どのようにサ 

ポートすれば障害のある方が上手く競技に取り組めるかを配慮している。 

 

③団体において、障害者の参加を拡大するために必要なこと、今後取り組みたいこと 

・パラスポーツ指導者の育成を団体の大きな目的として活動している。 

・大学でパラスポーツ指導員養成課程等を設置し、できるだけパラスポーツ指導員を増やして

いくことが望ましい。 

 

④さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、さいたま市が果たすべき役割、実施

すべき支援 

・団体の活動資金の補助、用具の貸し出しを行って欲しい。 

・障害者アーチェリーの用具は高額であるため、その器具を購入する際の費用の一部をさいた

ま市で負担して欲しい。例えば、市のイベント等で障害者アーチェリー用具を準備していた

だければ、出展しやすくなる。 

 

⑤今後の障害者のスポーツ推進のために必要な情報 

・障害者や障害者関連機関・団体等に関する情報が一元化されておらず、情報の入手方法が分

からない。さいたま市が情報を集約したポータルサイトを作成して欲しい。 

・団体の活動を支援するスポンサー等をマッチングできる仕組みづくりをさいたま市が行って

欲しい。 
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（５）Ｉレクリエーション関連団体 

①団体における障害者の受け入れ状況、今後の受け入れ意向 

・団体で障害のある方を受け入れているわけではなく、障害のある方がいる団体からの依頼に

基づき、その団体に指導者を派遣し、レクリエーションの指導をしている。 

・体力に不安があるまたは普段運動をしない障害のある方に対しては、運動をする習慣をつく

るためのスポーツレクリエーションを指導できる。 

・障害者のある方向けではないが、所属団体の依頼で行ったレクリエーション教室は、継続し

てスポーツレクリエーションに取り組むことを目的に実施している。 

 

②障害者を受け入れるにあたって、不安に感じている点、悩んでいる点 

・過去に障害者バレーボールの審判を行ったことがあるが、エネルギーのある方が非常に多

く、指導にあたり自身の（年齢に起因する）体力的な面で不安がある。 

・放課後児童デイサービスでレクリエーションスポーツを指導したが、保護者が同席したうえ

で指導した。協力的な保護者の同席があれば受け入れやすい。 

 

③さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、さいたま市が果たすべき役割、実施

すべき支援 

・例えば、障害福祉施設等でレクリエーション指導者を探している場合、さいたま市がその両

者をマッチングしてくれると、当団体も派遣対応等が可能である。民生委員やボランティア

等の方の研修を担当することも多く、以前指導した民生委員向けのレクリエーション講座は

大変好評だった。 

 
④団体において、障害者の参加を拡大するために必要なこと、今後取り組みたいこと 

・当団体でレクリエーションを指導するときに工夫していることは、プレ教室を複数回実施す

ることで、活動内容を知ってもらうことが重要である。 

・あるレクリエーション教室では、10回程度プレ教室を実施したことで、引き続き運動習慣を

つけたい人が残り、その方が仲間を誘う流れで参加者が拡大したことがある。 
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第６章 特別支援学校・特別支援学級向けアンケート・ヒアリング調査 
 
１ 特別支援学校・特別支援学級向けアンケート調査の概要 

（１）目的 

今後のさいたま市における障害児・者の運動・スポーツ環境の充実に資するものとするた

め、特別支援学校・特別支援学級での運動・スポーツ実施の現状や卒業後のスポーツ習慣継続

のための取組等について把握することを目的として実施した。 

 

（２）調査対象・サンプル数 

■調査対象 

大分類 中分類 配布数 

さいたま市を通学区

域に含む、県内の特

別支援学校 

国立特別支援学校 １ 

埼玉県立特別支援学校 14 

さいたま市立特別支援学校 ２ 

高等部（知的障害） ９ 

市内特別支援学級 
小学校 104 

中学校 57 

計 187 

 

■調査方法：PC・スマホ等による WEB回答方式 

■サンプル数：105（回答率：56.1%） 

 

（３）調査期間 

令和７年７月 28日（月）から令和７年８月 22日（金）を調査期間とした。 

 

（４）その他留意事項 

・選択肢にあるにも関わらず、その他自由回答に記載している場合など、適宜ローデータの

修正を行っている。 

・集計結果は有効回答数を母数として百分率で示している。また、その値は小数第一位を四

捨五入しているため、合計が 100%にならない場合がある。 

・この報告書の図表見出し及び文章中での回答選択肢は、本来の意味を損なわない程度に省

略して掲載している場合がある。 

・nは、回答者数とする。 

・【SA】は単一回答、【MA】は複数回答可、【FA】は自由回答の設問を示す。 
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２ アンケート集計結果 

（１）回答者の属性 

①学校・学級種別【SA】 

「特別支援学級」が 89.5%で、「特別支援学校」が 10.5%である。 

 

図表 ６－２－１ 学校・学級種別 

 

 

②学校（学級）で受け入れている障害種別【MA】 

「知的障害」の割合が突出して高く 92.4%である。次いで、「自閉症・情緒障害（61.9%）」

の割合が高い。 

 

図表 ６－２－２ 学校（学級）で受け入れている障害種別 
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③学部タイプ【SA】 

「小学部・中学部・高等部」の割合が最も高く 63.6%である。次いで、「幼稚部・小学部・

中学部・高等部・高専（18.2%）」、「小学部・中学部（9.1%）」、「高等部のみ（9.1%）」となっ

ている。 

 

図表 ６－２－３ 学部タイプ 
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④幼児・児童・生徒数【SA】 

（特別支援学校） 

小学部は「11～49人」、「50～99人」の割合が高く、それぞれ 40.0%である。 

中学部は「11～49人」の割合が最も高く 70.0%である。 

高等部は「11～49人」の割合が最も高く 50.0%である。 

 

図表 ６－２－４ 幼児・児童・生徒数（特別支援学校） 

 

 

（特別支援学級） 

「11～19人」の割合が最も高く 41.5%である。次いで、「６～10人（31.9%）」の割合が高

い。 

 

図表 ６－２－５ 児童・生徒数（特別支援学級） 
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い。 

 

図表 ６－２－５ 児童・生徒数（特別支援学級） 

 

  

10人以下

50.0%

10人以下

20.0%

10人以下

50.0%

11～49人

50.0%

11～49人

40.0%

11～49人

70.0%

11～49人

50.0%

11～49人

50.0%

50～99人

40.0%

50～99人

20.0%

50～99人

20.0%

100～199人

10.0%

100～199人

10.0%

100～199人

10.0%

300人以上

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=2)幼稚部

(n=10)小学部

(n=10)中学部

(n=10)高等部

(n=2)高専

5人以下

10.6%

6～10人

31.9%

11～19人

41.5%

20～29人

13.8%

30人以上

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=94)
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（２）幼児・児童・生徒の運動・スポーツ実施状況等 

①体育の授業以外における運動・スポーツ実施の有無【SA】 

「実施している」の割合が 66.7%である。 

 

図表 ６－２－６ 体育の授業以外における運動・スポーツ実施の有無 

 

 

  

実施している

66.7%

実施していない

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=105)
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※（２）①で「実施している」と回答した方のみ 

②体育の授業以外における運動・スポーツ機会の内容【MA】 

「学校の運動会・体育祭やマラソン大会など」の割合が最も高く 78.6%である。次いで、

「運動部活動やクラブ活動（55.7%）」、「その他の校内での活動（48.6%）」の割合が高い。 

 

図表 ６－２－７ 体育の授業以外における運動・スポーツ機会の内容 

 

 

  

55.7%

11.4%

78.6%

12.9%

8.6%

48.6%

27.1%

2.9%

11.4%

12.9%

1.4%

1.4%

27.1%

4.3%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運動部活動やクラブ活動

同じ敷地内の障害のない小中高生の運動部活動への参

加

学校の運動会・体育祭やマラソン大会など

夏休み等のプール指導

彩の国ふれあいピックなどのスポーツの大会に向けた期

間限定の練習会

その他の校内での活動

移動教室や遠足、修学旅行等でのスポーツ

公共のプールや障害者スポーツセンターなど、施設に出

かけて行うスポーツ

彩の国ふれあいピックなどのスポーツの大会への参加

その他の校外活動

近隣住民とのスポーツを通じた交流

近隣や同じ敷地内の障害のない幼小中高生とのスポー

ツを通じた交流

他の特別支援学校・学級とのスポーツを通じた交流

地域のスポーツクラブ（プロ・アマチュア問わず）との交

流

その他の地域での活動等

(n=70)
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※（２）①で「実施している」と回答した方のみ 

②体育の授業以外における運動・スポーツ機会の内容【MA】 

「学校の運動会・体育祭やマラソン大会など」の割合が最も高く 78.6%である。次いで、

「運動部活動やクラブ活動（55.7%）」、「その他の校内での活動（48.6%）」の割合が高い。 

 

図表 ６－２－７ 体育の授業以外における運動・スポーツ機会の内容 

 

 

  

55.7%

11.4%

78.6%

12.9%

8.6%

48.6%

27.1%

2.9%

11.4%

12.9%

1.4%

1.4%

27.1%

4.3%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運動部活動やクラブ活動

同じ敷地内の障害のない小中高生の運動部活動への参

加

学校の運動会・体育祭やマラソン大会など

夏休み等のプール指導

彩の国ふれあいピックなどのスポーツの大会に向けた期

間限定の練習会

その他の校内での活動

移動教室や遠足、修学旅行等でのスポーツ

公共のプールや障害者スポーツセンターなど、施設に出

かけて行うスポーツ

彩の国ふれあいピックなどのスポーツの大会への参加

その他の校外活動

近隣住民とのスポーツを通じた交流

近隣や同じ敷地内の障害のない幼小中高生とのスポー

ツを通じた交流

他の特別支援学校・学級とのスポーツを通じた交流

地域のスポーツクラブ（プロ・アマチュア問わず）との交

流

その他の地域での活動等

(n=70)
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※（２）①で「実施していない」と回答した方のみ 

③体育の授業以外で運動・スポーツを実施していない理由【MA】 

「他の教育活動や療育活動に時間が割かれており、スポーツ活動に充てる時間が確保でき

ない」の割合が最も高く 80.0%である。次いで、「授業の内容を超えた専門的な内容を教える

ことができる指導者がいない（42.9%）」、「体育以外のスポーツを行うための施設や用具が不

足している（34.3%）」の割合が高い。 

 

図表 ６－２－８ 体育の授業以外で運動・スポーツを実施していない理由 

 

 

その他 

 体育の授業は週 5時間設定しており、十分である（２） 

  

42.9%

34.3%

20.0%

20.0%

28.6%

80.0%

8.6%

20.0%

8.6%

8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業の内容を超えた専門的な内容を教えることができ

る指導者がいない

体育以外のスポーツを行うための施設や用具が不足し

ている

特別な配慮が必要な幼児・児童・生徒に対して、安全に

スポーツを行うための環境整備が難しい

幼児・児童・生徒の健康状態や障害の特性により、運動・

スポーツ実施が難しい

幼児・児童・生徒の興味や関心がスポーツ以外の活動に

向いている

他の教育活動や療育活動に時間が割かれており、ス

ポーツ活動に充てる時間が確保できない

体育の授業以外に課外活動として、運動・スポーツを盛

り込むための予算が不足している

幼児・児童・生徒のニーズに合ったスポーツプログラム

がない

スポーツ活動に対して、保護者の理解や協力が不足し

ている

その他

(n=35)
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※（２）①で「実施している」と回答した方のみ 

④体育の授業以外で運動・スポーツに取り組む目的【MA】 

「幼児・児童・生徒の健康の維持・増進のため」の割合が最も高く 90.0%である。次い

で、「学校や学級の友人との交流を深めるため（74.3%）」、「幼児・児童・生徒の気分転換・ス

トレス解消のため（55.7%）」の割合が高い。 

 

図表 ６－２－９ 体育の授業以外で運動・スポーツに取り組む目的 

 

 

その他 

 自立活動として 

 生徒達の生涯の余暇活動につなげるため 

 

  

90.0%

55.7%

74.3%

38.6%

38.6%

12.9%

30.0%

0.0%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼児・児童・生徒の健康の維持・増進のため

幼児・児童・生徒の気分転換・ストレス解消のため

学校や学級の友人との交流を深めるため

障害のない方との交流を深めるため

他の特別支援学校・学級や地域との交流を深めるため

幼児・児童・生徒のリハビリテーションの一環として

幼児・児童・生徒の目標や記録への挑戦のため

特にない・なんとなく

その他

(n=70)
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※（２）①で「実施している」と回答した方のみ 

④体育の授業以外で運動・スポーツに取り組む目的【MA】 

「幼児・児童・生徒の健康の維持・増進のため」の割合が最も高く 90.0%である。次い

で、「学校や学級の友人との交流を深めるため（74.3%）」、「幼児・児童・生徒の気分転換・ス

トレス解消のため（55.7%）」の割合が高い。 

 

図表 ６－２－９ 体育の授業以外で運動・スポーツに取り組む目的 

 

 

その他 

 自立活動として 

 生徒達の生涯の余暇活動につなげるため 

 

  

90.0%

55.7%

74.3%

38.6%

38.6%

12.9%

30.0%

0.0%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼児・児童・生徒の健康の維持・増進のため

幼児・児童・生徒の気分転換・ストレス解消のため

学校や学級の友人との交流を深めるため

障害のない方との交流を深めるため

他の特別支援学校・学級や地域との交流を深めるため

幼児・児童・生徒のリハビリテーションの一環として

幼児・児童・生徒の目標や記録への挑戦のため

特にない・なんとなく

その他

(n=70)
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※（２）①で「実施している」と回答した方のみ 

⑤体育の授業以外で運動・スポーツに取り組むことで期待している効果【MA】 

「幼児・児童・生徒の体力・身体的機能が向上すること」の割合が最も高く 91.4%であ

る。次いで、「幼児・児童・生徒が自信をつけること（75.7%）」、「幼児・児童・生徒が目標達

成に向けて、挑戦すること（67.1%）」の割合が高い。 

 

図表 ６－２－１０ 体育の授業以外で運動・スポーツに取り組むことで期待している効果 

 

 

その他 

 本人の他者理解の向上 

  

62.9%

54.3%

58.6%

55.7%

64.3%

75.7%

31.4%

91.4%

67.1%

0.0%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼児・児童・生徒の友人が増加すること

幼児・児童・生徒の行動範囲が拡大すること

幼児・児童・生徒に対する周囲の理解が向上すること

幼児・児童・生徒が相手の気持ちを配慮できるようにな

ること

幼児・児童・生徒のストレスが解消されること

幼児・児童・生徒が自信をつけること

幼児・児童・生徒の性格が明るくなること

幼児・児童・生徒の体力・身体的機能が向上すること

幼児・児童・生徒が目標達成に向けて、挑戦すること

特にない

その他

(n=70)
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※（１）①で「特別支援学校」と回答した方のみ 

⑥運動部・クラブの有無【SA】 

「運動部・クラブがある」の割合が 63.6%である。 

 

図表 ６－２－１１ 運動部・クラブの有無 

 

 

運動部員の総数 学校数 

０～９人 ０ 

10～19人 ２ 

20～29人 ２ 

30人以上 ３ 

 

  

運動部・クラブがある

63.6%

運動部・クラブがない

36.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=11)
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※（１）①で「特別支援学校」と回答した方のみ 

⑥運動部・クラブの有無【SA】 

「運動部・クラブがある」の割合が 63.6%である。 

 

図表 ６－２－１１ 運動部・クラブの有無 

 

 

運動部員の総数 学校数 

０～９人 ０ 

10～19人 ２ 

20～29人 ２ 

30人以上 ３ 

 

  

運動部・クラブがある

63.6%

運動部・クラブがない

36.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=11)
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※（２）⑥で「運動部・クラブがある」と回答した方のみ 

⑦実施種目【MA】 

「陸上競技」の割合が最も高く 85.7%である。次いで、「サッカー（ブラインドサッカーを

含む）（57.1%）」、「バスケットボール（57.1%）」の割合が高い。 

 

図表 ６－２－１２ 実施種目 

 

 

その他 

 フロアバレーボール 

 クラブアクティビティ（生徒主体で実施したい活動を考える） 

 

  

85.7%

57.1%

0.0%

14.3%

0.0%

0.0%

0.0%

57.1%

14.3%

0.0%

14.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

28.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

陸上競技

サッカー（ブラインドサッカーを含む）

ハンドサッカー

野球（ティボールを含む）

フットベースボール

ソフトボール

グランドソフトボール

バスケットボール

バレーボール（ソフトバレーを含む）

バドミントン

卓球

サウンドテーブルテニス

水泳

ボッチャ

武道（柔道・剣道等）

その他

(n=7)
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※（２）⑥で「運動部・クラブがある」と回答した方のみ 

⑧指導者・サポートスタッフの状況【MA】 

「教職員」が 100.0%である。加えて、「卒業生」が指導に当たっているケースも見られ

る。 

 

図表 ６－２－１３ 指導者・サポートスタッフの状況 

 

 

  

100.0%

0.0%

0.0%

14.3%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員

他校の教職員・退職教職員

児童・生徒（卒業生を含む）の保護者

卒業生

ボランティアの方

その他

(n=7)
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※（２）⑥で「運動部・クラブがある」と回答した方のみ 

⑧指導者・サポートスタッフの状況【MA】 

「教職員」が 100.0%である。加えて、「卒業生」が指導に当たっているケースも見られ

る。 

 

図表 ６－２－１３ 指導者・サポートスタッフの状況 

 

 

  

100.0%

0.0%

0.0%

14.3%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員

他校の教職員・退職教職員

児童・生徒（卒業生を含む）の保護者

卒業生

ボランティアの方

その他

(n=7)
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（３）卒業後の運動・スポーツ習慣継続のための取組 

①卒業後の運動・スポーツ習慣継続のための取組の有無【SA】 

「実施していない」の割合が 92.4%である。 

 

図表 ６－２－１４ 卒業後の運動・スポーツ習慣継続のための取組の有無 

 

 

  

実施している

7.6%

実施していない

92.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=105)
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※（３）①で「実施している」と回答した方のみ 

②卒業後の運動・スポーツ習慣継続のための取組内容【MA】 

「在学中からスポーツ団体や施設の利用を促し、卒業後も引き続きスポーツを続けられる

環境を整えている」の割合が最も高く 62.5%である。次いで、「卒業生に向けて引き続きスポ

ーツが続けられるように障害者スポーツ団体やスポーツができる場所などの情報提供を行っ

ている（50.0%）」、「卒業生が運動部活動・クラブ活動に練習参加することを認めている

（37.5%）」の割合が高い。 

 

図表 ６－２－１５ 卒業後の運動・スポーツ習慣継続のための取組内容 

 

 

その他 

 授業やその他活動を通して、今後も運動・スポーツに親しめるように努めている 

 

  

37.5%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

62.5%

50.0%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80%

卒業生が運動部活動・クラブ活動に練習参加することを

認めている

卒業生を対象としたスポーツ大会や交流イベントを定期

的に開催している

卒業生スポーツクラブやサークルを設立し、活動を支援

している

地域のスポーツ施設と連携し、卒業生が利用しやすい環

境を整えている

地域のスポーツ団体と協力し、卒業生が参加できるプロ

グラムやイベントを提供している

在学中からスポーツ団体や施設の利用を促し、卒業後も

引き続きスポーツを続けられる環境を整えている

卒業生に向けて引き続きスポーツが続けられるように障

害者スポーツ団体やスポーツができる場所などの情報

提供を行っている

その他

(n=8)
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※（３）①で「実施している」と回答した方のみ 

②卒業後の運動・スポーツ習慣継続のための取組内容【MA】 

「在学中からスポーツ団体や施設の利用を促し、卒業後も引き続きスポーツを続けられる

環境を整えている」の割合が最も高く 62.5%である。次いで、「卒業生に向けて引き続きスポ

ーツが続けられるように障害者スポーツ団体やスポーツができる場所などの情報提供を行っ

ている（50.0%）」、「卒業生が運動部活動・クラブ活動に練習参加することを認めている

（37.5%）」の割合が高い。 

 

図表 ６－２－１５ 卒業後の運動・スポーツ習慣継続のための取組内容 

 

 

その他 

 授業やその他活動を通して、今後も運動・スポーツに親しめるように努めている 

 

  

37.5%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

62.5%

50.0%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80%

卒業生が運動部活動・クラブ活動に練習参加することを

認めている

卒業生を対象としたスポーツ大会や交流イベントを定期

的に開催している

卒業生スポーツクラブやサークルを設立し、活動を支援

している

地域のスポーツ施設と連携し、卒業生が利用しやすい環

境を整えている

地域のスポーツ団体と協力し、卒業生が参加できるプロ

グラムやイベントを提供している

在学中からスポーツ団体や施設の利用を促し、卒業後も

引き続きスポーツを続けられる環境を整えている

卒業生に向けて引き続きスポーツが続けられるように障

害者スポーツ団体やスポーツができる場所などの情報

提供を行っている

その他

(n=8)
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※（３）①で「実施していない」と回答した方のみ 

③卒業後の運動・スポーツ習慣継続のための取組を実施していない理由【MA】 

「特別支援学校・学級の役割が卒業後の支援まで含まれておらず、支援が難しい」の割合

が最も高く 67.0%である。次いで、「卒業後の卒業生の状況やニーズを把握するための情報が

不足しているため、適切な支援が提供できない（29.9%）」、「学校側の予算の制約や人員不足

により、十分にサポートできない（27.8%）」の割合が高い。 

 
図表 ６－２－１６ 卒業後の運動・スポーツ習慣継続のための取組を実施していない理由 
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（４）スポーツに関する情報入手方法 

①スポーツに関する情報入手方法・入手先【MA】 

「市の障害者団体の広報誌からの情報提供」の割合が最も高く 49.5%である。次いで、「他

の特別支援学校・学級からの情報提供（46.7%）」、「市のスポーツ施設からの情報提供

（39.0%）」の割合が高い。 

 

図表 ６－２－１７ スポーツに関する情報入手方法・入手先 
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（５）今後について 

①今後のスポーツ活動の方針【FA】 

項項目目  件件数数  主主なな意意見見  

授授業業・・教教育育課課程程のの充充実実  1100  授業を中心として、児童生徒の能力の向上に努める 

体育の授業の中でいろいろな運動に触れてもらい、運

動に対する視野を広げる 

部部活活動動・・ククララブブ活活動動のの充充実実  ４４  様々な種類の軽スポーツを実施し、障害の実態にかか

わらず体を動かす楽しさや良い動きやプレーができ

た達成感を味わえるようにする 

競技に応じた技術の習得や体力、運動能力、競技力の

向上を目指し、一人ひとりが主体的に取り組める運動

環境を整えていく 

卒業生が部活動に参加できる機会を提供し、スポーツ

を通じて体力や健康の維持・増進に努めるとともに在

校生をはじめとする様々な人と交流することにより、

幅広い人間関係を構築できるようにする 

交交流流・・連連携携（（校校内内・・校校外外・・地地

域域））  

1166  学部を超えた児童・生徒同士の交流が生まれる大切な

機会としていく 

周囲の学校と連携して、運動の機会をつくりサポート

していく 

他校の特別支援学級とのスポーツによる交流や校内

の通常学級とのボッチャ等の交流をしていきたい 

生生涯涯ススポポーーツツ・・余余暇暇活活動動のの

推推進進  

1100  生徒が色々なスポーツに触れ、卒業後もスポーツに興

味関心を持ち、取り組もうとする心を育てる 

将来、仕事をする時に必要とされる体力の向上を目指

す。また、スポーツ・体を動かすことが楽しいと実感

してもらい、生涯スポーツへと繋げていきたい 

児童生徒の実態や課題を考慮しつつ、卒業後の生活を

見据えスポーツ活動に取り組んでいく 

余暇活動の選択肢としてスポーツを挙げられる児童

の育成 

健健康康・・体体力力・・心心身身のの発発達達  99  健康の保持増進と心の健康を目指し、子どもたちに運

動・スポーツの場や機会をつくり、手具など工夫しな

がら取り組む 

心身を鍛えることで、ストレスの発散や、気持ちの整

え方などを自分で知るきっかけを作る 

ススポポーーツツのの楽楽ししささ・・意意欲欲・・

自自信信のの育育成成  

1111  より多くの児童生徒がスポーツに親しみ、目標に 

向かって努力する力を養う 
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体を動かす楽しさや喜びを味わうことができるよう

にする 

部員同士の切磋琢磨や自己の能力に応じてより高い

水準の技能や記録に挑戦する中で、スポーツの楽しさ

や喜びを味わう 

チームゲームを通して、人と関わりながら運動するこ

との楽しさ、達成感を味わえるようにする 

個個別別最最適適化化・・特特性性へへのの配配慮慮  ５５  児童の心身の発達の状態に合わせ、成長に適した 

スポーツを心がけていきたい 

誰１人取り残されない個別最適なスポーツ指導を行

う 

情情報報収収集集・・提提供供、、外外部部連連携携・・

講講師師活活用用  

1144  県や市と連携して、スポーツに関する情報共有をした

い 

安全に行えるスポーツ活動について、他校の実践や地

域の実践などの情報を収集し、活用を模索していく 

年に一度は外部の講師を招いて、さまざまなスポーツ

活動を体験できるようにしたい 

市から提供されるスポーツプログラムも可能であれ

ば活用していきたい 

障障害害者者ススポポーーツツ・・パパララ  

ススポポーーツツのの推推進進  

３３  
様々なパラスポーツの取組に参加していきたい 

そそのの他他  ３３ 生徒の活動として、学級や学年を離れた集団の中で、

互いに認め合い、励まし合いながら自己の存在や責任

を見つめ、豊かな人間性や社会性を育成する 

子ども同士で関わり合うことで、良いことや悪いこと

の判別をつける 
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３ 特別支援学校・特別支援学級向けヒアリング調査の概要 

（１）目的 

アンケート調査により判明した事実等を踏まえ、特別支援学校・特別支援学級における障害

者のスポーツを取り巻く環境や解決すべき課題、障害者のスポーツの更なる普及に必要な要素

などについて定性的に把握し、今後のさいたま市における障害者のスポーツ施策の方向性の検

討等に際しての参考情報とすることを目的として実施した。 

 

（２）調査対象・調査期間 

アンケート調査時に「ヒアリング調査への協力可」と回答があった特別支援学校・特別支援

学級の中から、ヒアリングを行うことによって何らかの示唆が得られる可能性が高いと思われ

る特別支援学校・特別支援学級を調査対象とした。 

オンラインで１時間程度の聞き取りを実施した。 

 

図表６－３－１ ヒアリング対象先一覧 

施設種別 実施日 実施方法 

Ｊ特別支援学校 令和７年 12月２日（火）14:15～15:15 オンライン 

Ｋ特別支援学校 令和７年 12月２日（火）15:15～16:15 オンライン 

Ｌ特別支援学級 令和７年 12月３日（水）16:00～17:00 オンライン 
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４ ヒアリング調査結果 

（１）Ｊ特別支援学校 

①特別支援学校・特別支援学級における運動・スポーツの実施内容 

・体育の授業以外では、部活動（部活動への参加率は 100％であり、そのうち運動部は 7

割）が中心で、外部のクラブチームによる交流会で、走り方を指導する教室やサッカーの

試合を見学する等のスポーツイベント等がある。 

 

②運動・スポーツに取り組む児童・生徒数を増やすために必要なこと 

・マラソン大会等の学校行事は、子どもたちが「目標に向かって頑張った」、「目標を達成し

た」経験を得られる機会であるため、安易に廃止せず、時代や保護者を取り巻く環境等と

のバランスを取りながら維持・継続していくことが重要である。 

 

③さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、さいたま市が果たすべき役割、実

施すべき支援 

・障害のある方にとっては、自立して目的地に集合すること、自らホームページ等から情報

収集することが難しい場合もある。例えば、障害福祉施設等が介助員を連れていくような

スポーツイベントをさいたま市と実施すれば障害のある方も参加しやすいのではないか。 

 

④さいたま市の障害者のスポーツの推進等に向けて、特別支援学校・特別支援学級が単独で取

り組むべきこと、関係機関と連携して取り組むべきこと 

・体育の授業等を通じて、運動・スポーツの楽しさや、みんなで協力することの楽しさを 

伝達できるとよい。 

・例えば、さいたま市がイベントを実施する際に、当校にご相談いただければ、障害のある

方が参加しやすい合理的配慮について助言できる。関係者間で障害に関する知識等を含め

情報共有ができるとよい。 

 

⑤今後の障害者のスポーツ推進のために必要な情報 

・さいたま市が主催しているイベント等の情報については周知している。チラシに合理的配

慮を行っている旨の文言があれば、障害のある方も参加しやすい。 

・特別支援学校における教員の人事異動では部活動の指導の可否について配慮があることは

あまりないので、指導者が特定の分野に偏る場合があるが、指導にあたり合理的配慮が必

要なため、外部の指導者の活用が難しい。スポーツの専門的な知識をもつ地域別の指導者

情報をいただき、必要時にサポートをお願いしたい。  
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要なため、外部の指導者の活用が難しい。スポーツの専門的な知識をもつ地域別の指導者

情報をいただき、必要時にサポートをお願いしたい。  
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（２）Ｋ特別支援学校 

①特別支援学校・特別支援学級における運動・スポーツの実施内容 

・体育の授業以外では、特別支援体育連盟主催の体育の大会で、ボッチャ、ローリング 

バレーボール、バスケットボール、陸上大会に参加している。 

 

②運動・スポーツに取り組む児童・生徒数を増やすために必要なこと 

・身体を動かしたい児童・生徒はたくさんいると思うが、自己表現を思い通りにすることが

難しい生徒が多い。 

・保護者に対して、こどもの運動・スポーツのイベントについての情報が届いていない。 

・特別支援体育連盟主催の体育の大会は、対象が中学部と高等部のため、小学部でも参加で

きるような行事があれば、運動・スポーツに触れる機会が増える。 

 

③さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、さいたま市が果たすべき役割、実

施すべき支援 

・運動・スポーツに興味がある子どもは多くいるが、情報収集の手段が分からない子どもも

多いため、広く情報発信をして欲しい。 

 

④さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、特別支援学校・特別支援学級が単

独で取り組むべきこと、関係機関と連携して取り組むべきこと 

・それぞれの担任が、生徒に応じた体の動かし方や運動・スポーツの参加の方法を、工夫し

て指導している。こどもの運動・スポーツに関わるきっかけや参加方法等は、学校で指導

すべきである。 

・学校単独での運動・スポーツの実施には限界がある。外部の方と連携すれば、幅広く、深

く楽しむことができる。 

 

⑤今後の障害者のスポーツ推進のために必要な情報 

・障害者のスポーツが実施可能な場所、地域別（活動拠点別）の指導者情報、さいたま市主

催の教室・イベントに関する情報を発信してほしい。 

・（共働き等で）運動・スポーツが実施可能な場所（会場）に子どもを連れて行くことが難し

い家庭が多いため、その会場に行くための移動支援策等がさいたま市にあれば、大会等に

参加する可能性がある。 
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（３）Ｌ特別支援学級 

①特別支援学校・特別支援学級における運動・スポーツの実施内容 

・体育の授業以外では、休み時間に子どもを外に遊びに行かせ、通常学級と交流させる活動

を行っている。その他には運動会やさいたま市内でのハートフルサッカーへの参加等があ

る。 

 

②運動・スポーツに取り組む児童・生徒数を増やすために必要なこと 

・最初に活動のルールを守ることを指導してから授業に参加させること、できたことを分か

りやすく目で見て確認できるようにすること、小さなことでもその場で瞬間的に褒め、肯

定感を高めることが重要である。 

・小学校での学校外の運動・スポーツの情報は手紙の配布程度しかなく、保護者も全ての手

紙を見ているわけではない。子ども本人が自分で運動をしたいと思うより、保護者がチラ

シ等を見て子どもに体験させてみようと思わせた方が効果的である。例えば、駅から近い

参加しやすい場所、知っている場所等で運動・スポーツのイベントを開催し、大人の目に

入りやすく気にかけられるような情報発信を行うことが望ましい。 

・保護者に対して、運動することの有用性を手紙やコラム等で伝え、家でも運動してみたい

と思わせることが重要である。 

 

③特別支援学校・特別支援学級で運動・スポーツに取り組んでいる児童・生徒が、卒業後も運

動・スポーツを続ける習慣を維持するために必要なこと 

・小さな自信の積み重ねが運動する意欲に直結する。習慣の維持は目で確認できるものが必

要である。例えば小学校でスタンプカードを配り、運動したら保護者がスタンプを押すと

いう流れを作ると、こどもは自分の成果を目で見て分かるようになり、親も小さな積み重

ねを褒めやすくなるため、運動・スポーツに取り組みやすい。 

 

④今後の障害者のスポーツ推進のために必要な情報 

・さいたま市から教育委員会に対し、「地域のスポーツ施設の周知」をカリキュラムに組み込

むように働きかけることで、学校は子どもたちに情報を教える・伝える機会を確保でき

る。子どもたちが学校で情報を得ることは、結果として保護者に情報を伝えることにも繋

がる。 
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第７章 障害福祉施設等向けアンケート・ヒアリング調査 
 
１ 障害福祉施設等向けアンケート調査の概要 

（１）目的 

今後のさいたま市における障害児・者の運動・スポーツ環境の充実化に資するものとするた

め、障害福祉施設等での運動・スポーツ実施の現状や退所後のスポーツ習慣継続のための取組

等について把握することを目的として実施した。 

 

（２）調査対象・サンプル数 

■調査対象 

大分類 中分類 小分類 配布数 

障害者総合支援法に

基づく市内の施設 

福祉サービス事業所・

障害者支援施設 

日中活動系 290 

グループホーム日中活動支援型 14 

地域生活支援事業 
日中一時支援事業 13 

地域活動支援センターⅠ型・Ⅲ型 25 

障害児のための施設 
障害児入所施設 ２ 

放課後等デイサービス 231 

その他 

精神デイケア 16 

身体障害者福祉センター １ 

心身障害者地域デイケア施設 １ 

計 593 

 

■調査方法：PC・スマホ等による WEB回答方式 

■サンプル数：83（回答率：14.0%） 

 

（３）調査期間 

令和７年７月 28日（月）から令和７年８月 22日（金）を調査期間とした。 

 

（４）その他留意事項 

・選択肢にあるにも関わらず、その他自由回答に記載している場合など、適宜ローデータの

修正を行っている。 

・集計結果は有効回答数を母数として百分率で示している。また、その値は小数第一位を四

捨五入しているため、合計が 100%にならない場合がある。 

・この報告書の図表見出し及び文章中での回答選択肢は、本来の意味を損なわない程度に省

略して掲載している場合がある。 

・nは、回答者数とする。 

・【SA】は単一回答、【MA】は複数回答可、【FA】は自由回答の設問を示す。 
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２ アンケート集計結果 

（１）回答者の属性 

①施設・事業所種別【MA】 

「障害福祉サービス事業所（日中活動系サービス）」の割合が最も高く 50.6%である。次い

で、「放課後等デイサービス（38.6%）」である。 

 

図表 ７－２－１ 施設・事業所種別 

 

 

その他 

 児童発達支援（４） 

 共同生活援助（日中サービス支援型） 等 

 

  

50.6%

0.0%

1.2%

6.0%

1.2%

38.6%

1.2%

1.2%

9.6%

0% 20% 40% 60%

障害福祉サービス事業所（日中活動系サービス）
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地域活動支援センター

障害児入所施設

放課後等デイサービス

身体障害者福祉センター

心身障害者地域デイケア施設

その他

(n=83)
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②利用者数【SA】 

「11～49人」の割合が最も高く 69.9%である。次いで、「10人以下（21.7%）」となってい

る。 

 

図表 ７－２－２ 利用者数 

 

 

③サービス内容【MA】 

「レクリエーション」の割合が最も高く 73.5%である。次いで、「創作活動（63.9%）」、「日

常生活訓練（53.0%）」の割合が高い。 

 

図表 ７－２－３ サービス内容 

 

 

その他 

 相談（２） 

 外出活動 等  

10人以下

21.7%

11～49人

69.9%

50～79人

4.8%

80～99人

2.4%

100人以上

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=83)

30.1%

34.9%

12.0%

53.0%

49.4%

63.9%

73.5%

36.1%

9.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就労訓練

生産活動

リハビリテーション

日常生活訓練

コミュニケーション訓練

創作活動

レクリエーション

スポーツ

その他

(n=83)
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（２）利用者の運動・スポーツ実施状況等 

①訓練プログラムにおける運動・スポーツ実施の有無【SA】 

「実施している」の割合が 62.7%である。 

 

図表 ７－２－４ 訓練プログラムにおける運動・スポーツ実施の有無 

 

 

※（２）①で「実施している」と回答した方のみ 

②訓練プログラムにおける運動・スポーツ機会の内容【MA】 

「ストレッチ」の割合が最も高く 61.5%である。次いで、「ウォーキング・ランニング

（53.8%）」、「レクリエーションスポーツ（障害者スポーツ）（53.8%）」の割合が高い。 

 

図表 ７－２－５ 訓練プログラムにおける運動・スポーツ機会の内容 

 

 

その他 

 ダンス（５） 

 ヨガ（３） 等  

実施している

62.7%

実施していない

37.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=83)
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23.1%

23.1%
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車いす操作
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ロード・坂道訓練

レクリエーションスポーツ（障害者スポーツ）

立位トレーニング

格闘技・武道

バランスとコーディネーション訓練

その他

(n=52)
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※（２）①で「実施していない」と回答した方のみ 

③訓練プログラムで運動・スポーツを実施していない理由【MA】 

「運動・スポーツを実施するための設備や施設が不足している」の割合が最も高く 41.9%

である。次いで、「運動・スポーツに関する専門知識を持った指導者がいない（32.3%）」、「他

の訓練プログラム（職業訓練、生活訓練等）に重点を置いている（32.3%）」の割合が高い。 

 

図表 ７－２－６ 訓練プログラムで運動・スポーツを実施していない理由 

 

 

その他 

 スポーツ関心層は限定的かつ少数派で、施設側の体制も不十分であるため。 

 

  

32.3%

41.9%

29.0%

16.1%

25.8%

22.6%

32.3%

3.2%

12.9%

3.2%

3.2%

0% 20% 40% 60%

運動・スポーツに関する専門知識を持った指導者がいな

い

運動・スポーツを実施するための設備や施設が不足して

いる

特別な配慮が必要な利用者に対して、安全にスポーツを

行うための環境整備が難しい

利用者の健康状態や障害の特性により、運動・スポーツ

実施が難しい

運動・スポーツに対する利用者の興味や意欲が低い

訓練プログラムの時間やスケジュールがタイトで運動・ス

ポーツを含める余裕がない

他の訓練プログラム（職業訓練、生活訓練等）に重点を置

いている

プログラム内に運動・スポーツを盛り込むための予算が

不足している

利用者のニーズに合ったスポーツプログラムがない

運動・スポーツの効果や必要性を感じていない

その他

(n=31)
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④運動・スポーツ実施にあたって、活用している支援の有無【SA】 

「ない」の割合が 96.4%である。 

 

図表 ７－２－７ 運動・スポーツ実施にあたって、活用している支援の有無 

 

 

※（２）④で「ある」と回答した方のみ 

⑤活用している支援の内容【FA】 

 レクリエーション講師の招聘 

 さいたま市 体を動かすレクリエーションの活用 

 

  

ある

3.6%

ない

96.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=83)
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※（２）①で「実施している」と回答した方のみ 

⑥訓練プログラムで運動・スポーツに取り組む目的【MA】 

「利用者の気分転換・ストレス解消のため」の割合が最も高く 88.5%である。次いで、「利

用者の健康の維持・増進のため（86.5%）」、「施設内の友人との交流を深めるため（46.2%）」

の割合が高い。 

 

図表 ７－２－８ 訓練プログラムで運動・スポーツに取り組む目的 

 

 

その他 

 体幹の強化や集中力の向上 

 施設内の他利用者とのコミュニケーション訓練の一環として 

 

  

86.5%

88.5%

46.2%

11.5%

28.8%

23.1%

0.0%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用者の健康の維持・増進のため

利用者の気分転換・ストレス解消のため

施設内の友人との交流を深めるため

他施設や地域との交流を深めるため

利用者のリハビリテーションの一環として

利用者の目標や記録への挑戦のため

特にない・なんとなく

その他

(n=52)
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※（２）①で「実施している」と回答した方のみ 

⑦訓練プログラムで運動・スポーツに取り組むことで期待している効果【MA】 

「利用者の体力・身体的機能が向上すること」の割合が最も高く 92.3%である。次いで、

「利用者のストレスが解消されること（86.5%）」、「利用者が自信をつけること（63.5%）」の

割合が高い。 

 

図表 ７－２－９ 訓練プログラムで運動・スポーツに取り組むことで期待している効果 
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(n=52)
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※（２）①で「実施している」と回答した方のみ 
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（３）利用者の退所、利用終了後の運動・スポーツ習慣継続のための取組 

①利用者の退所、利用終了後の運動・スポーツ習慣継続のための取組の有無【SA】 

「実施していない」の割合が 97.6%である。 

 

図表 ７－２－１０ 利用者の退所、利用終了後の運動・スポーツ習慣継続のための取組の有無 
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②（参考4）利用者の退所、利用終了後の運動・スポーツ習慣継続のための取組内容【MA】 

「一部のスポーツプログラムに参加することを認めている」、「引き続きスポーツを続けら

れるように障害者スポーツ団体やスポーツができる場所などの情報提供を行っている」施
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4 サンプル数が極端に小さいことに留意する必要がある。 

実施している

2.4%

実施していない

97.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=83)

100.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

退所、利用終了した方も一部のスポーツプログラムに参加す

ることを認めている

退所、利用終了した方を対象としたスポーツ大会や交流イベ

ントを定期的に開催している

利用時から地域のスポーツ団体や施設と連携し、退所、利用

終了した方が利用しやすい環境を整えている

退所、利用終了する方が引き続きスポーツを続けられるよう

に障害者スポーツ団体やスポーツができる場所などの情報

提供を行っている

その他

(n=2)



188 
 

※（３）①で「実施していない」と回答した方のみ 

③利用者の退所、利用終了後の運動・スポーツ習慣継続のための取組を実施していない理由

【MA】 

「施設・事業所の役割が退所後の支援まで含まれておらず、支援が難しい」の割合が突出

して高く 61.7%である。次いで、「施設側の予算の制約や人員不足により、十分にサポートで

きない（30.9%）」の割合が高い。 
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（４）スポーツに関する情報入手方法 

①スポーツに関する情報入手方法・入手先【MA】 

「市報さいたま」の割合が最も高く 39.8%である。次いで、「市のホームページ（32.5%）」

の割合が高い。一方で、「特に入手していない・入手方法がわからない」は 34.9%である。 

 

図表 ７－２－１３ スポーツに関する情報入手方法・入手先 

 

 

その他 

 埼玉県障害者交流センターの広報誌（２） 

 市や区からのメール（２） 

 SNS（Youtubeや Instagramなど）（２） 等 
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特に入手していない・入手方法がわからない

その他

(n=83)
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（５）今後について 

①今後のスポーツ活動の方針【FA】 

項項目目  件件数数  主主なな意意見見  

訓訓練練ププロロググララムムのの充充実実  ４４  定期的に運動プログラムを提供していく 

交交流流・・連連携携（（所所内内・・所所外外・・地地

域域））  

７７  集団活動を通じて、気持ちの切り替えや、周りのお友

達とのコミュニケーション能力を向上させたい 

他事業所と連携し、交流を図りながら様々な活動に取

り組みたい 

地域との交流が図れるような催しがあれば積極的に

参加し、地域交流の機会や、スポーツ活動に興味を 

持ってもらう 

余余暇暇活活動動・・生生活活のの充充実実  ２２  日常生活でちょっとした時間にできるストレッチや

ボール遊びを友達や家族と一緒にできるようにきっ

かけを与える 

健健康康・・体体力力のの維維持持・・増増進進  1144  ストレッチや基礎的な運動を継続して行い、体力の維

持向上に努める 

室内でできる簡単な基礎体力維持の運動のレパート

リーを増やす 

レレククリリエエーーシショョンン重重視視  ６６  パークゴルフなど利用者が容易に理解、参加して楽し

めることに重点を置いたスポーツをレクリエーショ

ンとして実施していきたい 

ヨガ等無理せずに行えるスポーツを実施していきた

い 

レクリエーション活動の一環として利用者の楽しみ、

生活の豊かさを充実させる 

個個別別最最適適化化・・特特性性へへのの配配慮慮  ３３  利用者のニーズを踏まえて気楽に始められるものか

ら取り入れていきたい 

子どもの発達の特性に合わせた運動療育を提供する 

情情報報収収集集・・提提供供、、外外部部連連携携  ４４  市や区からの情報のほか、有用な情報があれば、積極

的に活用したい 

ダンス・ヨガにおいて、業界の第一線で活躍する専門

家による質の高いレッスンを行う 

障障害害者者ススポポーーツツ・・  

パパララススポポーーツツのの推推進進  

３３  障がい者スポーツのことを学び、日々の活動に取り入

れられそうなら積極的に取り入れていきたい 

ボッチャの大会に参加することを目標に取り組む 

そそのの他他  ４４  eスポーツの実施 
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３ 障害福祉施設等向けヒアリング調査の概要 

（１）目的 

アンケート調査により判明した事実等を踏まえ、障害福祉施設等における障害者のスポーツ

を取り巻く環境や解決すべき課題、障害者のスポーツの更なる普及に必要な要素などについて

定性的に把握し、今後のさいたま市における障害者のスポーツ施策の方向性の検討等に際して

の参考情報とすることを目的として実施した。 

 

（２）調査対象・調査期間 

アンケート調査時に「ヒアリング調査への協力可」と回答があった障害福祉施設等の中か

ら、ヒアリングを行うことによって何らかの示唆が得られる可能性が高いと思われる就労継続

支援Ａ型事業所と生活介護事業所を各１施設、調査対象とした。 

オンラインで１時間程度の聞き取りを実施した。 

 

図表７－３－１ ヒアリング対象先一覧 

施設種別 実施日 実施方法 

Ｍ就労継続支援Ａ型事業所 令和７年 12月４日（木）13:00～14:00 オンライン 

Ｎ生活介護事業所 令和７年 12月４日（木）9:00～10:00 オンライン 
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４ ヒアリング調査結果 

（１）Ｍ就労継続支援Ａ型事業所 

①障害福祉施設等における運動・スポーツの実施内容 

・事業所内の取組としては、運動・スポーツに割く時間がなく、運動等は行っていないが、

利用者の中には、スポーツジムに通う方、自宅で筋力トレーニング等を行っている方が１

割から２割程度いる。 

・利用者にはスポーツイベントの案内等の情報提供を行っている。 

 

②障害福祉施設等で運動・スポーツを実施することによる効果・メリット 

・運動・スポーツを実施することで、体力づくり、ストレス解消、コミュニケーションの向

上等に繋がる。 

・利用者は体力がない方が多く、必要に応じて運動する必要があることを、個別支援計画に

記載している。 

 

③障害福祉施設等における運動・スポーツの取組を拡大するために必要なこと 

・運動・スポーツではないが、利用者はお祭りや市民の集い、マルシェなどのイベントには

行く傾向がある。コミュニケーション能力や関わりに不安を感じている方が多いが、 

スポーツイベントは一緒に参加する知り合いが少ないため、参加しない傾向にある。 

・例えば、地域の施設利用者が集まれるような場所で１時間から２時間程度のスポーツイベ

ント等を企画すると、利用者は参加しやすい。１回運動・スポーツに取り組めば、２回目

にも繋がりやすいため、当事業所としては、その最初の一歩を踏み出させるためのサポー

トに力をいれたい。 

 

④さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、さいたま市が果たすべき役割、実

施すべき支援 

・障害者が運動・スポーツを実施できる公共施設の情報発信をして欲しい。 

・障害者手帳を保有していれば、施設利用料の一部が減免されるが、一部ではなく全額の利

用料の減免化が望ましい。 

 

⑤今後の障害者のスポーツ推進のために必要な情報 

・公共施設の情報が不足している。公共施設の事業や障害者手帳保有に伴う減免等に関する

ポスター等をいただければ、他の事業所とも共有し、情報を広げることができる。 
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（２）Ｎ生活介護事業所 

①障害福祉施設等における運動・スポーツの実施内容 

・行動障害のある方のメンタル面を落ち着かせるための散歩や体をほぐすためのストレッ

チ、重度の医療的ケアが必要な方への運動・スポーツとしての散歩、重度の障害のある方

の気分転換を目的としたボッチャや風船バレーに取り組んでいる。 

・なるべく外に出て運動することを意識しているが、利用者の中でも身体を動かしたい人と

動かしたくない人がいる、職員数が足りないなどの理由により、実施することが難しい。 

 

②障害福祉施設等で運動・スポーツに取り組んでいる方が、退所後も運動・スポーツを続ける 

習慣を維持するために必要なこと 

・重度の障害のある方が多いため、本人だけで運動・スポーツを継続することは難しく、ヘ

ルパーの確保が必要である。また、運動・スポーツを継続するためには、本人の意思や家

族の支えが重要である。 

 

③さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、さいたま市が果たすべき役割、実

施すべき支援 

・障害種別・程度に合わせた運動・スポーツを提案していただけると、当事業所として取り

組みやすい。また、運動・スポーツを指導できるボランティアの方を紹介して欲しい。 

 

④さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、障害福祉施設等が単独で取り組む

べきこと、関係機関が連携して取り組むべきこと 

・スポーツという言葉から、身体をたくさん動かす活動をイメージしがちであるため、重度
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第８章 障害者スポーツ指導者向けヒアリング調査結果 
 
１ 障害者スポーツ指導者向けヒアリング調査の概要 

（１）目的 
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り巻く環境、解決すべき課題、さらなる障害者のスポーツの普及に必要な要素などについて定

性的に把握し、今後のさいたま市における障害者のスポーツ施策の方向性の検討等に際しての

参考情報とすることを目的として実施した。 

 

（２）調査対象・実施期間 

障害者スポーツ指導者として埼玉県内で活動している会員を有し、障害者スポーツ指導者の

活動状況等を把握している団体を調査対象とした。 

対面で１時間程度の聞き取り調査を実施した。 

 

図表８－１－１ ヒアリング対象先一覧 

団体種別 実施日 実施方法 

Ｏ障害者スポーツ指導者団体 令和７年 12月３日（水）12:30～13:30 対面 
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２ ヒアリング調査結果 

（１）障害者スポーツ指導者の活動実態 

・現在、埼玉県内で指導者登録されている人数は 950人程度であるが、日頃から活動してい

る指導者は２割程度と推測される。 

・学生が授業を通じて障害者スポーツ指導者（初級・中級）の資格取得ができる資格取得認

定制度を設けている大学等は、埼玉県内では 11校程度あるが、学生の間に指導者資格を取

得しても、卒業後に資格を更新せず退会することが多い。 

・埼玉県内で指導者登録されている学生は 300人程度であるが、卒業直後の社会人は多忙で

あり、活動することが難しい。例えば、早めの大学２年から３年時に指導者資格を取得す

れば、在学中のボランティア活動等で活動する機会を作れる可能性がある。 

・従前までは、イベント情報等のお知らせを、年３回指導者に郵送していたが、近年の郵送

料の値上がりの影響で対応が難しくなったため、原則ホームページへの掲載やメール等に

よる情報発信に切り替えているが、正しいメールアドレスの登録がされていない方が一定

数いることから、情報伝達について課題がある。 

・今年は、埼玉県内の 30件程度のイベントに、延べ 200人程度の指導者を派遣した。関連団

体、自治体、社会福祉協議会等からの依頼に基づき派遣した。依頼のない団体には 

アプローチする必要があるが、市町村によって管轄する部署や団体が異なり、アプローチ

先を把握しきれていない。（指導者の活動は、他団体からの依頼によるものだけではなく、

地域のクラブ、サークル、職場等での指導・運営等の自主的活動も含まれる。） 

 

（２）初級指導者が中級以上にステップアップしていくために必要なことなど 

・指導者資格を取得した２年以内に活動に参加し、本人のモチベーションを高めることが重

要である。（JPSAより資格取得後２年間活動がないと登録継続がされないという情報があ

る） 

・従前には資格取得をして２年以内の方を対象とした研修を実施していたが、参加者が少な

い等の問題が発生し、今では実施していない状況である。 

・東京都では、指導者資格を取得後に活動に参加したことがない方、以前の活動から期間が

経過した方を対象に、活動開始に向けた不安を解消するための「リ・スタート研修会」を

実施している。当団体でも同様の取り組みは必要である。 

 

（３）指導者不足を解消するために必要な連携等について 

・スポーツ基本法改正により、地域で障害者のスポーツに取り組むこととされ、スポーツ推

進委員がパラスポーツ指導者初級の資格を取得するケースが増加しており、研修会実施の

要望を受けて、開催した地域もある。 
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・スポーツ推進委員が中心となって障害者のスポーツに取り組む地域もあるが、推進委員は

本来業務の定例のイベントが多く、障害者のスポーツのイベントを新たに実施することが

難しい地域もある。 

・ユニバーサルスポーツという取り組み方であれば、スポーツ推進委員と連携し、活動でき

る可能性がある。 

 

（４）さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、さいたま市が果たすべき役割、

実施すべき支援 

・さいたま市が、指導者が活動できるイベント、指導者養成講座を主催して欲しい。 

・さいたま市が、指導者を必要とする団体と指導者をマッチングする場を創出して欲しい。 

 
（５）さいたま市における障害者のスポーツの推進等に向けて、スポーツ指導者団体が単独で取

り組むべきこと、関係機関と連携して取り組むべきこと 

・指導者資格は、学校の教員や施設・団体の職員等の様々な方が保有している。それぞれの

立場で単独で活動するのではなく、連携して活動できるとよい。 

 

 



 
 

 
 



 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第９章 各種調査結果から判明したこと 
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第９章 各種調査結果から判明したこと 
 
１ 各種アンケート調査結果を踏まえた考察および示唆 

（１）とりまとめの視点 

障害者手帳所持者、スポーツ施設、スポーツ団体、特別支援学校・特別支援学級、障害者福

祉施設等向けのアンケート集計結果をもとに、それぞれの運動・スポーツの現状（実施状況、

受け入れ状況）、課題及び意向・ニーズを整理する。 

 

図表 ９－１－１ 障害者のスポーツ推進に向けた各主体の現状/課題/意向・ニーズの整理 
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（２）とりまとめ結果 

（１）とりまとめの視点及び項目に基づくと、障害者手帳所持者、スポーツ施設、スポーツ 

団体、特別支援学校・学級、障害者福祉施設等の運動・スポーツの現状（実施状況、受け入

れ状況）、課題及び意向・ニーズは、それぞれ以下のように整理することができる。 

 

図表 ９－１－２ 各主体の運動・スポーツの現状/課題/意向・ニーズ一覧（障害者手帳所持者） 

  障障害害者者手手帳帳所所持持者者  

現現
状状  

（現在の運動・スポーツの実施状況） 

 ｢運動・スポーツをしたいと思うができない・できていない｣と回答した割合が約約 4400%%を占

める。一方で、｢関心はない｣を除いた割合は約約 8800%%、運運動動・・ススポポーーツツにに対対すするる意意識識がが高高いい。

【p48】 

 療育は｢運動･スポーツをしているが、もっと行いたい｣の割合が相対的に高く、障障壁壁がが他他

のの障障害害とと異異ななるる可可能能性性も考えられる。【p48】 

（障害児･者の運動･スポーツの実施率[週に１日以上]） 

 さいたま市の障害者の 20 歳以上の運動・スポーツの実施率（週に 1 日以上）は約約 3311..33%%

で、令和４年度から令和８年度を計画期間とする第第３３期期ススポポーーツツ基基本本計計画画のの目目標標値値（（4400%%））

にに達達ししてていいなないい。【p54】 

 ６～19 歳と 20 歳以上を比較すると、週に 1 日以上実施している層（「週に１～２日」と

「週に３日以上」）の合計において、大大ききなな差差がが見見らられれるる（（約約 3300%%））。また、2200 歳歳以以上上でではは

定定期期的的にに運運動動・・ススポポーーツツをを行行うう人人とと行行わわなないい人人のの二二極極化化がが生生じじてていいるる。【p54】 

（運動・スポーツの実施場所） 

 療育は「特別支援学校（36.2%）」、精神障害は「自宅（入所施設を含む）（31.5%）｣で最も

高く、障害種別によって実施場所に違いがある。【p59】 

 ６～19歳は、「「特特別別支支援援学学校校」」やや「「小小・・中中・・高高等等学学校校」」でで運運動動・・ススポポーーツツをを実実施施すするる割割合合

がが突突出出ししてて高高いいが、卒卒業業にに伴伴いい、、ススポポーーツツをを継継続続すするる機機会会がが失失わわれれてていいるることが推察さ

れる。【p60】 

（運動・スポーツを一緒に実施している人） 

 療育は「学校の仲間や教職員（42.8%）」、精神障害は「一人で（67.6%）」が突出して高く、

障害種別によって違いがある。【p64】 

 精神障害は「自宅（入所施設を含む）」かつ「一人で」運動･スポーツを実施している人が

多いことが想定される。意意向向・・ニニーーズズにに応応じじてて、、適適切切にに運運動動・・ススポポーーツツをを実実施施ででききるる環環境境

をを整整備備、、提提供供していくことが求められる。【p59、p64】 

（障害のない人との運動・スポーツの実施状況） 

 運動・スポーツを実施している人のうち、障害のない人と一緒に運動・スポーツを行った

ことがある人は約約 5555%%。【p91】 

 一緒に運動・スポーツを行った障害のない人は「家家族族」、「友友人人」、「学学校校関関係係者者」が多い。

【p92】 

（過去１年間に実施したスポーツ） 

 障害種別、年齢区分によらず、「ウォーキング、散歩」、「体操」、「水泳・水中運動」と 

いった比較的低強度、かつ競い合いの少ない種目が上位を占める。【p66、p67】 

（eスポーツ・マインドスポーツの経験） 

 ６～19歳の eスポーツ実施経験は 20歳以上と比べて、約 10ポイント高く、約約 2200%%。【p89】 

 精神障害のマインドスポーツ実施経験は他の障害と比べて、10ポイント以上高く、約約 3300%%。

【p90】 
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 ６～19歳の eスポーツ実施経験は 20歳以上と比べて、約 10ポイント高く、約約 2200%%。【p89】 

 精神障害のマインドスポーツ実施経験は他の障害と比べて、10ポイント以上高く、約約 3300%%。

【p90】 
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  障障害害者者手手帳帳所所持持者者  

課課
題題  

（運動・スポーツをすることが嫌いな理由） 

 「面倒くさいから（50.0%）」、「身体的な負担が大きいと感じるから（43.6%）」が上位を占

める。運動･スポーツを好きになってもらうためには、身身体体的的負負担担のの軽軽減減にに資資すするる取取組組が

求められる。【p42】 

（運動・スポーツの実施において障壁となっているもの） 

 療育は、「家家族族のの負負担担がが大大ききいい（（3366..33%%））」が最も高く、家家族族のの支支ええがが前前提提となっていると

考えられる。一方、精神障害は「体力がない（37.6%）｣と｢体調に不安がある（28.7%）｣

の割合が高い。【p51、p52】 

 20歳以上は、「体体力力ががなないい（（2299..33%%））」、「体体調調にに不不安安ががああるる（（2222..00%%））」の割合が上位かつ、

６～19歳と比べて 10ポイント以上の差があり、卒卒業業等等をを経経てて、、運運動動・・ススポポーーツツをを実実施施すす

るる機機会会がが失失わわれれてていいるる可可能能性性が示唆される。【p53】 

 その他、「どどんんなな運運動動・・ススポポーーツツををででききるるののかか情情報報がが得得らられれなないい」、「運運動動・・ススポポーーツツががどど

ここででででききるるののかか情情報報がが得得らられれなないい」がそれぞれ約 20%で、情情報報提提供供のの工工夫夫が求められる。

【p50】 

 また、｢運動･スポーツをできる場所がない（16.1%）｣が相対的に高いことから、県障害者

交流センターなど運動･スポーツ実施が可能な場所の周知や、障障害害者者がが優優先先的的にに利利用用可可能能

なな場場所所やや時時間間のの設設定定など、ソフト施策の拡充が必要。【p50】 

（運動・スポーツを実施していない理由） 

 「疲れるから（25.7%）」、「自分にはできないから（23.6%）」の割合が高く、運運動動･･ススポポーー

ツツににはは体体力力がが必必要要ななもものの、、ハハーードドルルがが高高いいももののとと捉捉ええてていいるる可可能能性性があり、そのような

ママイインンドドをを払払拭拭すするることが求められる。【p77】 

 一方、「障害が発生してから、運動・スポーツをやってみる機会がなかったから｣の割合も

20%以上であり、気気軽軽にに始始めめらられれるる運運動動・・ススポポーーツツのの実実施施機機会会をを提提供供することで、参画促

進が期待できる。【p77】 

（運動・スポーツ非実施者が日頃行っている余暇活動） 

 映画・ドラマ・音楽鑑賞やゲームが多い（それぞれ 30%以上）。各各々々のの余余暇暇活活動動ををフフッックク

ととししてて、、““無無意意識識にに””““気気軽軽にに””ススポポーーツツにに参参画画すするる仕仕掛掛けけが必要である。また、「特に何

もしていない人も一定数いる（14.6%）ことから、運動・スポーツの実施率向上に向けて、

メリット訴求や始始めめるるききっっかかけけづづくくりりが求められる。【p78】 

（さいたま市の障害者のスポーツに関すること） 

 約約 8800％％の人がさいたま市の障害者スポーツ教室・イベントに参参加加ししたたここととががなないいと回答

している。【p96】 

 また、約約 4400％％の人がさいたま市のスポーツ情報を特特にに入入手手ししてていいなないいと回答している。

市としては、今後、障障害害者者ススポポーーツツ教教室室・・イイベベンントトへへのの参参加加促促進進とと情情報報周周知知をを一一体体的的にに

推推進進していくことが求められる。【p97】 

意意
向向
・・
ニニ
□□
ズズ  

（今後やってみたい、または今後も続けたい運動･スポーツ） 

 現在の実施状況同様、「ウォーキング、散歩」、「体操」、「水泳･水中運動」といった比較的

低強度、かつ競い合いの少ない種目が上位を占めるが、「ボボッッチチャャ」や「ボボウウリリンンググ」の

順位が上がっており、ゲゲーームム性性ががああるる競競技技がが選選好好されている。【p79、p80】 

（今後さいたま市が、インクルーシブスポーツを推進するために必要なこと） 

 ６～19 歳は「障害者と健常者が共に参加できるスポーツイベントの開催」の割合が最も

高いが、20歳以上は「わからない」の割合が最も高い。【p95】 

（今後、参加してみたいスポーツ教室･イベント） 

 障害種別、年齢によらず、「健康づくり（体力づくり）が中心の教室」の割合が高く、療

育や６～19 歳は「親子・家族で楽しめるスポーツ教室・イベント」の割合が最も高いこ

とから、｢気気軽軽にに｣｢身身近近なな人人とと｣｢楽楽ししくく｣参加できるスポーツ教室・イベントの開催が求

められる。【p100、p101、p102】 
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図表 ９－１－３ 各主体の運動・スポーツの現状/課題/意向・ニーズ一覧（スポーツ施設／スポーツ団体） 

  ススポポーーツツ施施設設  ススポポーーツツ団団体体  

現現
状状  

（障害者の受け入れ状況） 

 施設全体の約約 6600%%が、障害のある方を受

け入れている。【p114】 

 直近 3年間で施設利用があった内容は、

｢｢一一般般のの個個人人のの利利用用｣｣、、｢｢一一般般のの団団体体のの利利

用用｣｣が約 40%で多い。【p114】 

（障害者の受け入れ状況） 

 ｢障障害害のの有有無無ににかかかかわわららずず誰誰ででもも参参加加可可

能能｣である団体が最も多い（約約 5500%%）。

【p138】 

課課
題題  

（障害者を受け入れていない理由） 

 施施設設･･設設備備ののババリリアアフフリリーーがが不不十十分分ででああ

るることが、最も主な理由。その他、障障害害

おおよよびび障障害害者者ススポポーーツツにに関関すするる人人材材やや

知知識識不不足足に起因するものが多い。【p116】 

（障害及び合理的配慮についての理解度） 

 障害及び合理的配慮についての理解度

ともに、「まったく、あるいは、ほとんど

知らない」と回答した割合が約 40%で、

理解促進が求められる。【p118】 

（現在実施している合理的配慮） 

 ハード面での合理的配慮において、施設

自体が一定程度以上バリアフリー化さ

れていることがわかった。一方で、｢｢現現

状状、、取取りり組組んんででいいるるここととははなないい｣｣とと回回答答

ししたた割割合合がが約約 3300%%となっており、障障害害者者

がが利利用用すするる際際のの障障壁壁ににななっってていいるると考

えられる。【p119】 

（優先利用の取り決め･ルールについて） 

 ｢障害者のスポーツ利用を優先する取り

決め･ルールは特特にになないい｣と回答した割

合が約約 7700%%となっており、2200 歳歳以以上上のの 

ススポポーーツツ実実施施率率（（週週にに１１日日以以上上））がが低低いい

要要因因ののひひととつつににななっってていいるると考えられ

る。【p122】 

（障害者を受け入れていない理由） 

 施設で受け入れていない理由と同様に、

障障害害おおよよびび障障害害者者ススポポーーツツにに関関すするる人人

材材やや知知識識不不足足に起因するものが多い。

【p140】 

（障害及び合理的配慮についての理解度） 

 障害及び合理的配慮についての理解度

ともに、「まったく、あるいは、ほとんど

知らない」と回答した割合が半数以上

で、理解促進が求められる。【p143】 

（現在実施している合理的配慮） 

 団体スタッフ・メンバーが実施している

合理的配慮について、｢｢現現状状、、取取りり組組んんでで

いいるるここととははなないい｣｣とと回回答答ししたた割割合合がが約約

6600%%となっており、障障害害者者がが参参加加すするる際際

のの障障壁壁ににななっってていいるると考えられる。

【p144】 

 

意意
向向･･

ニニ
□□
ズズ  

（今後の障害のある方の受け入れの考え） 

 施設全体の約約 8800%%が、障害のある方の受

け入れ意向を持っている。【p117】 

 受け入れに向けて、｢｢ソソフフトト面面（（ススタタッッフフ

のの対対応応、、接接遇遇））ののババリリアアフフリリーー｣｣に取り組

みたい施設が最も多いことから、障障害害政政

策策課課ととししてて支支援援すするる余余地地がが多多分分ににああるる。

【p123】 

（市に期待する事業・取組） 

 ｢ハード面のバリアフリー化の支援｣の

ニーズが最も高い。その他、「「ススタタッッフフ・・

指指導導者者・・ボボラランンテティィアアのの派派遣遣支支援援」」等を

期待している。【p124】 

（今後の障害のある方の受け入れの考え） 

 団体全体の 7700%%以以上上が、障害のある方の

受け入れ意向を持っている。【p142】 

 

 

 

 

 

（市に期待する事業・取組） 

 受け入れ状況や障害及び障害のある方

への理解、配慮の項目の結果に現れてい

るように、障障害害おおよよびび障障害害者者ススポポーーツツにに

関関すするる知知識識やや人人材材のの不不足足をを補補ううよよううなな

内内容容への期待が大きい。【p146】 
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図表 ９－１－３ 各主体の運動・スポーツの現状/課題/意向・ニーズ一覧（スポーツ施設／スポーツ団体） 

  ススポポーーツツ施施設設  ススポポーーツツ団団体体  

現現
状状  

（障害者の受け入れ状況） 

 施設全体の約約 6600%%が、障害のある方を受

け入れている。【p114】 

 直近 3年間で施設利用があった内容は、

｢｢一一般般のの個個人人のの利利用用｣｣、、｢｢一一般般のの団団体体のの利利

用用｣｣が約 40%で多い。【p114】 

（障害者の受け入れ状況） 

 ｢障障害害のの有有無無ににかかかかわわららずず誰誰ででもも参参加加可可

能能｣である団体が最も多い（約約 5500%%）。

【p138】 

課課
題題  

（障害者を受け入れていない理由） 

 施施設設･･設設備備ののババリリアアフフリリーーがが不不十十分分ででああ

るることが、最も主な理由。その他、障障害害

おおよよびび障障害害者者ススポポーーツツにに関関すするる人人材材やや

知知識識不不足足に起因するものが多い。【p116】 

（障害及び合理的配慮についての理解度） 

 障害及び合理的配慮についての理解度

ともに、「まったく、あるいは、ほとんど

知らない」と回答した割合が約 40%で、

理解促進が求められる。【p118】 

（現在実施している合理的配慮） 

 ハード面での合理的配慮において、施設

自体が一定程度以上バリアフリー化さ

れていることがわかった。一方で、｢｢現現

状状、、取取りり組組んんででいいるるここととははなないい｣｣とと回回答答

ししたた割割合合がが約約 3300%%となっており、障障害害者者

がが利利用用すするる際際のの障障壁壁ににななっってていいるると考

えられる。【p119】 

（優先利用の取り決め･ルールについて） 

 ｢障害者のスポーツ利用を優先する取り

決め･ルールは特特にになないい｣と回答した割

合が約約 7700%%となっており、2200歳歳以以上上のの 

ススポポーーツツ実実施施率率（（週週にに１１日日以以上上））がが低低いい

要要因因ののひひととつつににななっってていいるると考えられ

る。【p122】 

（障害者を受け入れていない理由） 

 施設で受け入れていない理由と同様に、

障障害害おおよよびび障障害害者者ススポポーーツツにに関関すするる人人

材材やや知知識識不不足足に起因するものが多い。

【p140】 

（障害及び合理的配慮についての理解度） 

 障害及び合理的配慮についての理解度

ともに、「まったく、あるいは、ほとんど

知らない」と回答した割合が半数以上

で、理解促進が求められる。【p143】 

（現在実施している合理的配慮） 

 団体スタッフ・メンバーが実施している

合理的配慮について、｢｢現現状状、、取取りり組組んんでで

いいるるここととははなないい｣｣とと回回答答ししたた割割合合がが約約

6600%%となっており、障障害害者者がが参参加加すするる際際

のの障障壁壁ににななっってていいるると考えられる。

【p144】 

 

意意
向向･･

ニニ
□□
ズズ  

（今後の障害のある方の受け入れの考え） 

 施設全体の約約 8800%%が、障害のある方の受

け入れ意向を持っている。【p117】 

 受け入れに向けて、｢｢ソソフフトト面面（（ススタタッッフフ

のの対対応応、、接接遇遇））ののババリリアアフフリリーー｣｣に取り組

みたい施設が最も多いことから、障障害害政政

策策課課ととししてて支支援援すするる余余地地がが多多分分ににああるる。

【p123】 

（市に期待する事業・取組） 

 ｢ハード面のバリアフリー化の支援｣の

ニーズが最も高い。その他、「「ススタタッッフフ・・

指指導導者者・・ボボラランンテティィアアのの派派遣遣支支援援」」等を

期待している。【p124】 

（今後の障害のある方の受け入れの考え） 

 団体全体の 7700%%以以上上が、障害のある方の

受け入れ意向を持っている。【p142】 

 

 

 

 

 

（市に期待する事業・取組） 

 受け入れ状況や障害及び障害のある方

への理解、配慮の項目の結果に現れてい

るように、障障害害おおよよびび障障害害者者ススポポーーツツにに

関関すするる知知識識やや人人材材のの不不足足をを補補ううよよううなな

内内容容への期待が大きい。【p146】 
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図表 ９－１－４ 各主体の運動・スポーツの現状/課題/意向・ニーズ一覧 

（特別支援学校・学級／障害者福祉施設等） 

  特特別別支支援援学学校校・・学学級級  障障害害者者福福祉祉施施設設等等  

現現
状状  

（運動・スポーツの実施状況） 

 全体の約約 6666..77%%が、体育の授業以外に運

動･スポーツを実施している。【p159】 

 校内での一般的な取組を実施している

学校･学級が多いが、中には、校外や地域

で活動を実施している学校･学級も見ら

れる。【p160】 

（運動・スポーツの実施状況） 

 全体の約 6622..77%%が、訓練プログラムにお

いて運動･スポーツを実施している。

【p182】 

 具体的には、｢ストレッチ｣｢ウォーキン

グ・ランニング｣｢レクリエーション 

スポーツ｣の割合が高く、｢｢気気軽軽にに｣｣｢｢安安全全

にに｣｣｢｢楽楽ししくく｣｣行行ええるるももののをを取取りり入入れれてていい

るる傾向にある。【p182】 

課課
題題  

（運動・スポーツを実施していない理由） 

 ススポポーーツツ活活動動にに充充ててるる時時間間がが確確保保でできき

なないいことが、最も主な理由。その他、設設

備備やや施施設設、、指指導導者者とといいっったたリリソソーースス不不足足

が多い。【p161】 

（卒業後の運動･スポーツ習慣継続のための取

組） 

 ほほぼぼ全全ててのの学学校校・・学学級級がが実実施施ししてていいなないい

ことから、2200 歳歳以以上上ののススポポーーツツ実実施施率率

（（週週にに１１日日以以上上））がが低低いい要要因因ののひひととつつにに

ななっってていいるると考えられる。【p167】  

 実施していない理由としては、学校・学

級の役割に関する課題が指摘されてい

る。そのため、在在学学中中かかららススポポーーツツ施施設設

やや団団体体とと連連携携しし、、卒卒業業後後ももススポポーーツツをを継継

続続ででききるる可可能能性性をを広広げげるることが肝要で

ある。【p169】  

（スポーツに関する情報入手方法・入手先） 

 ｢特に入手していない・入手方法がわか

らない｣と回答した割合が約 20%である。

情報が行き届いていない学校・学級に対

して、ププッッシシュュ型型のの情情報報発発信信やや情情報報のの集集

約約・・一一元元化化ななどど、、情情報報提提供供方方法法のの工工夫夫が

求められる。【p170】 

 

（運動・スポーツを実施していない理由） 

 設設備備やや施施設設、、指指導導者者とといいっったたリリソソーースス不不

足足が多い。【p183】 

 

 

（退所後の運動･スポーツ習慣継続のための取

組） 

 ほほぼぼ全全ててのの施施設設･･事事業業所所がが実実施施ししてていいなな

いいことから、2200 歳歳以以上上ののススポポーーツツ実実施施率率

（（週週にに１１日日以以上上））がが低低いい要要因因ののひひととつつにに
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【p189】 

意意
向向･･

ニニ
□□
ズズ  

（今後のスポーツ活動の方針） 
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【p171】 

（今後のスポーツ活動の方針） 
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スポーツ活動をはじめ、他他事事業業所所やや地地域域
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集集・・活活用用など、幅広い観点からあり方が
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２ 各種ヒアリング調査結果を踏まえた考察および示唆 

スポーツ施設、スポーツ団体、特別支援学校・特別支援学級、障害福祉施設等、障害者スポー

ツ指導者向けのヒアリング調査結果で得られた主な意見及び示唆は、以下のとおり整理すること

ができる。 

 
図表 ９－２－１ ヒアリング調査結果で得られた主な意見及び示唆 

障害者を受け入れるにあたって、不安に感じている点、悩んでいる点 

 スポーツ施設からは、障障害害者者のの安安全全面面へへのの懸懸念念や、障障害害者者のの安安全全をを確確保保すするるたためめのの要要員員配配置置

（（例例：：障障害害者者にに１１対対１１でで付付きき添添ううこことと））がが難難ししいいこと、施施設設ののババリリアアフフリリーー化化がが不不十十分分である

ことなどの意見が聞かれた。 

 特に民間施設においては、障害者を受け入れたい意向はあるものの、収収益益確確保保やや採採算算性性のの観観点点

かからら、、障障害害ののああるる人人のの受受けけ入入れれ環環境境のの整整備備やや体体制制構構築築等等ががししににくくいい実情がある。「障害者」と

「合理的配慮を必要としない利用者」に対するサポート等の比重の置き方に悩んでいる様子

も見られた。 

 スポーツ団体からは、ススタタッッフフのの障障害害にに関関すするる知知識識不不足足や、知知識識不不足足ののたためめ、、体体調調不不良良等等のの有有

事事のの際際のの対対応応がが困困難難であるなどの意見が聞かれた。 

 障害者の受入れに際しては、施施設設ののババリリアアフフリリーー化化がが進進んんででいいなないいここととがが物物理理的的障障壁壁、 

ススタタッッフフのの障障害害にに対対すするる知知識識がが不不十十分分ででああるる（（又又はは自自信信ががなないい））ここととがが心心理理的的障障壁壁となって

いることが明らかとなった。 

 障障害害者者がが施施設設をを利利用用すするるここととにに対対すするる理理解解、、家家族族やや保保護護者者のの同同席席などがあると、障害者を受

け入れやすいとの意見も聞かれた。 

 

障害者のスポーツの推進等に向けて、さいたま市が果たすべき役割、実施すべき支援 

さいたま市が果たすべき役割、実施すべき支援として、大別すると、以下の事項が挙げられた。 

１．障害者のスポーツに関する諸諸情情報報のの集集約約・・一一元元化化とと発発信信（（例例：：障障害害者者ののススポポーーツツ関関連連ポポーータタ

ルルササイイトトのの開開設設））  

２．指導者を必要とする施設・団体等と指導者など関関係係者者間間ののママッッチチンンググや、スポーツに関する 

障障害害者者本本人人向向けけ相相談談窓窓口口のの設設置置、障障害害のの種種別別・・程程度度にに合合わわせせたた障障害害者者向向けけススポポーーツツ教教室室・・イイ

ベベンントトのの開開催催等による、障障害害者者ののススポポーーツツ活活動動全全般般のの活活性性化化 

３．施設・団体等に向けた、障害や合理的配慮に関する研修会の開催、障害の知識を有した人材 

派遣支援など、障障害害にに特特有有のの「「多多様様性性」」やや「「難難解解ささ」」にに起起因因すするる心心理理的的ハハーードドルルをを引引きき下下

げげ、、障障害害にに対対すするる理理解解やや合合理理的的配配慮慮をを促促進進すするる役役割割 

４．活動場所の確保、障害者の移動手段に関する支援、活動資金の補助、指導者の養成支援など、 

継継続続的的ななススポポーーツツ活活動動をを支支ええるるたためめのの側側面面支支援援 

 

障害者のスポーツの推進等に向けて、必要なこと、取り組みたいこと、取り組むべきこと 

障害者のスポーツの推進等に向けて、必要なこと、取り組みたいこと、取り組むべきこととして、 

大別すると、以下の事項が挙げられた。 

１．施設・団体等が有する障害者向けの設備やコンテンツ、運動・スポーツの楽しさ等に関する 

情情報報発発信信体体制制のの強強化化  

２．障害者が運動・スポーツに取り組む「きっかけづくり」としての 

障障害害のの種種別別やや程程度度にに応応じじてて気気軽軽にに参参加加ででききるるススポポーーツツ教教室室・・イイベベンントト等等のの開開催催  

３．障害者が運動・スポーツに取り組む「環境づくり」としての 

施施設設・・団団体体等等がが有有すするるリリソソーースス（（施施設設・・設設備備・・人人材材・・ココンンテテンンツツ等等））のの有有効効活活用用  

４．障害者が運動・スポーツに取り組む「ネットワークづくり」としての 

関関係係機機関関・・関関係係者者間間のの連連携携体体制制のの強強化化 
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今後の障害者のスポーツの推進のために必要な情報 

 多多岐岐ににわわたたるる障障害害者者ののススポポーーツツ関関連連情情報報（（地地域域のの障障害害者者やや障障害害者者関関連連団団体体、、ススポポーーツツががでできき

るる場場所所、、障障害害者者向向けけののススポポーーツツ教教室室・・イイベベンントト、、施施設設・・団団体体ススタタッッフフ向向けけのの研研修修会会、、地地域域のの指指

導導者者、、各各種種補補助助金金にに関関すするる情情報報等等））をを集集約約・・一一元元化化ししてて、、広広くく発発信信すするるたためめのの仕仕組組みみ（（例例：：障障

害害者者ののススポポーーツツ関関連連ポポーータタルルササイイトトのの開開設設））を求める声が多く聞かれ、今後対応が望まれる

点である。 

 限られたスペースでも可能な運動方法を YYoouuTTuubbee 等等でで動動画画配配信信したり、パパッッケケーージジ化化さされれたた

運運動動ププロロググララムムのの情情報報をを提提供供したりすることで、障害者が運動・スポーツに取り組むハード

ルを引き下げることができる。 

 地域にあるスポーツ施設等、ススポポーーツツ関関連連情情報報のの周周知知をを教教育育カカリリキキュュララムムにに組組みみ込込むむことで、

学校から、子どもたちを経由して、保護者へ運動・スポーツ関連情報を届けることができる。 

 

卒業後（又は退所後）も、運動・スポーツを続ける習慣を維持するために必要なこと 

 障害児は、運運動動・・ススポポーーツツのの継継続続的的実実施施をを通通じじてて自自信信をを持持たたせせるるここととがが、、そそのの後後のの運運動動・・ススポポ

ーーツツ継継続続のの意意欲欲ににつつななががるる。。そのためには保保護護者者へへののアアププロローーチチがが重重要要である。 

 障害者は、家家族族・・ヘヘルルパパーー等等にによよるる支支ええ（（移移動動手手段段のの支支援援含含むむ））や、一一緒緒ににススポポーーツツにに取取りり組組

むむ仲仲間間のの存存在在等が運動・スポーツ継続のカギとなる。 

 

障害者スポーツ初級指導者が中級以上にステップアップするために必要なこと、必要な連携 

 障害者スポーツ指導者の初級資格を取得しても、資格取得後 2年以内に活動しなければ、資格

を更新せず退会することが多いため、資資格格取取得得後後のの早早期期にに活活動動にに参参加加すするる機機会会ををつつくくりり、、指指

導導者者本本人人ののモモチチベベーーシショョンンをを高高めめてていいくくここととがが重重要要である。 

 東京都では、資格取得後に活動に参加したことがない方、前回の活動から期間が経過した方

を対象に、活活動動のの開開始始・・再再開開にに向向けけたた不不安安をを解解消消すするるたためめのの「「リリ・・ススタターートト研研修修会会」」を実施し

ている。そのような取組ができることが望ましい。 

 指導者不足という課題の解決のため、「「ユユニニババーーササルルススポポーーツツ」」をを切切りり口口ととししてて、、「「障障害害者者スス

ポポーーツツ指指導導者者」」とと「「ススポポーーツツ推推進進委委員員」」がが連連携携ししてて活活動動すするるここととなどが考えられる。 
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第 10章 今後の方向性の整理 
本章では、次期さいたま市障害者総合支援計画の策定を見据え、さいたま市における障害者の

スポーツ推進の今後の方向性について整理する。 

 
（１）上位計画における障害者のスポーツに関する施策及び取組の整理 

さいたま市における障害者のスポーツ推進の方向性を検討するにあたっては、埼玉県及びさ

いたま市の上位計画における「障害者のスポーツ」に関する施策や取組を確認し、それらを方

向性に反映させていく必要がある。 

確認の結果、第２期さいたま市スポーツ振興まちづくり計画及びさいたま市障害者総合支援

計画 2024～2026には、埼玉県スポーツ推進計画で掲げられている「障害に応じたスポーツの

機会の創出」という要素が十分に盛り込まれていないことが明らかとなった。 

 
図表１０－１ さいたま市障害者総合支援計画 2024～2026と上位計画における 

障害者のスポーツに関する施策及び取組の比較 

 埼玉県スポーツ推進計画 
第 2期さいたま市スポー

ツ振興まちづくり計画 

さいたま市障害者総合支

援計画 2024～2026 

計画期間 令和 5～令和 9年度 令和 3～令和 12年度 令和 6～令和 8年度 

施策名 パラスポーツの機会の充実 障害者スポーツ等の振興 
文化・スポーツ活動の促

進 

取組① 

障害に応じたスポーツの機

会の創出 
（具体的な事業） 

・市町村への先進事例の情報提

供 

・障害者が地域でスポーツに親

しむ環境の整備 

・障害者のスポーツ施設利用や

観戦のしやすさの向上促進 

・障害者に対するスポーツ関連

情報の提供 

－（記載なし） －（記載なし） 

取組② 

パラスポーツの推進 
（具体的な事業） 

・障害のある方もない方も参加

できるパラスポーツの普及・

啓発 

・パラスポーツを支える人材の

養成・活用 

・パラスポーツの推進体制の整

備 

・ノーマライゼーション

カップの開催 

・ふれあいスポーツ大会

の開催 

・全国障害者スポーツ大

会の意識啓発及び参加 

・障害者スポーツ教室の

開催 

・全国障害者スポーツ大

会への参加 

・スポーツ教室の充実 

出所：埼玉県「埼玉県スポーツ推進計画（令和５年度～令和９年度）」、さいたま市「第２期 さいたま市スポーツ

振興まちづくり計画」、「さいたま市障害者総合支援計画 2024～2026（令和６～８年度）」より作成 
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（２）さいたま市における障害者のスポーツ推進の方向性 

埼玉県及びさいたま市の上位計画の動向を踏まえつつ、第９章で整理した各種アンケート調

査結果やヒアリング調査結果、さらに調査研究委員会における有識者の意見等をもとに、さい

たま市における障害者のスポーツ推進の方向性を検討した。 

その結果、障害者のスポーツの推進にあたっては、「障害特性・ニーズ、年代に応じたスポー

ツ機会・場の創出」と「障害者のスポーツ実施に向けた基盤整備」の２つの視点が重要である

と考えられる。 

 

図表 １０－２ さいたま市における障害者のスポーツ推進の方向性 
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① 障害特性・ニーズ、年代に応じたスポーツ機会・場の創出 

障害者の特性やニーズ、年代に応じた課題解決に取組、障害者がスポーツを「する」こと

を中心に、機会と場の創出を図ることが求められる。 

 
ア スポーツ教室・イベントの多様化、充実 

さいたま市においては、障害者スポーツ教室やイベントに参加したことがある障害者は

約 20％にとどまっている。教室やイベントをきっかけにして、スポーツに取り組む障害者

を増やすためには、既存の教室等の開催数や会場数の拡充が出発点になると考えられる。 

加えて、障害の種類や程度、個々のニーズに応じた多様なプログラムの提供が求められ

る。その際には、身体を動かすこと自体を目的としたものから、競技志向の強いものま

で、幅広いプログラムを用意することが重要である。さらに、障害者自身が自ら希望する

種目を選択できることや、新たな種目に取り組めるような仕組みを導入することも、障害

者のスポーツ実施を促進および定着させていく上で有効である。例えば、東京都杉並区で

は、地域の体育施設において月１回「ユニバーサルタイム」というプログラムを実施して

いる。ボッチャや体操、ボール種目など複数の種目の中から、参加者がその日の体調や気

分に合わせて自分のやりたいことや、できそうなことを自由に選択でき、「気軽に」「楽し

く」スポーツができる環境を地域内に創出している。 

また、スポーツ施設内での実施にとどまらず、地域行事の際にレクリエーション団体等

と連携し、スポーツの体験ブースを設けるなど、障害者が「リフレッシュ」や「余暇」、

「楽しみ」といったスポーツ本来の魅力を、より身近な場所で体験できる機会を創出する

ことも重要である。 

 

図表 １０－３ 東京都杉並区 ユニバーサルタイムの概要 

主主体体  杉並区障害者スポーツネットワーク（関係部署：杉並区スポーツ振興課） 

事事業業概概要要  障害の種類・程度や本人希望に応じて、サウンドテーブルテニスやボッチャ、体

操などの複数種目から参加者が自由に選択したプログラムを行う事業。 

 

■開催場所：区内３ヶ所（荻窪体育館、永福体育館、TAC杉並区上井草スポー

ツセンター） 

■開催頻度：月に１回、２時間程度 

■参加費 ：無料 

■その他 ：事前申し込み不要、入退場自由、見学のみの参加も可 
配配置置人人員員  ・医療関係者（理学療法士および看護師）［常駐］ 

・実技サポーター（参加者とともに運動を実施） 

・誘導サポーター（最寄り駅等と体育施設との間の道案内や同行を実施） 

そそのの他他  ・ユニバーサルタイムサポーター養成講座を実施 

・大学生、高校生向けにちょこっとボランティアを募集 
出所：東京都杉並区ホームページより作成 
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イ 障害者のスポーツ施設等の利用促進 

運動・スポーツの実施において障壁となっている要因として、「運動・スポーツをできる

場所がない」と回答した割合が相対的に高かったことから、埼玉県障害者交流センターに

加え、市立の運動場や体育館、プール、公民館等においても各種運動・スポーツが実施可

能であることを周知することが求められる。一方で、スポーツが実施可能な会場までの移

動が困難な家庭も多い現状がある。したがって、会場への移動支援を充実させることで、

施設利用のきっかけを創出できる可能性がある。 

将来的には、障害者のスポーツの専用利用や優先利用の制度を導入することで、スポー

ツ施設等の利用促進につながり、ひいては運動・スポーツ実施率（週 1日以上）の向上に

寄与するものと考えられる。例えば、神戸市立市民福祉スポーツセンターは、埼玉県障害

者交流センターと同様に「障がい5者優先施設」であり、常時障害者料金で施設利用が可能

である。さらに、障害者専用利用日を週に 1日（土曜日）設け、当日は利用料金を無料と

している。市において「障がい者専用・優先施設」の新設あるいは既存施設の優先施設化

が難しい場合であっても、市の施設において障害者専用利用日を週あるいは月に一度でも

設けることは利用促進につながると考えられる。また、東京都江戸川区や江東区、練馬区

のプールでは、日時によって障がいのある方専用のレーンを設定している。このように、

専用利用や優先利用の仕組みを導入し、障害者がスポーツに取り組める場所や時間を柔軟

に確保している施設も増えている。 

 
ウ 特別支援学校・学級等のスポーツ活動強化及び卒業後のネットワーク形成 

６～19歳と 20歳以上を比較すると、後者の運動・スポーツ実施率（週１日以上）は前

者よりも約 30％低くなっており、両者に大きな差が見られる。幼少期にいかに運動・スポ

ーツに触れたかは、成人後の運動習慣に大きな影響を及ぼすことから、特別支援学校・学

級等におけるスポーツ活動の強化や、ニーズに応じた運動部・クラブ活動の再編が求めら

れる。 

また、6～19歳においては、「特別支援学校」や「小・中・高等学校」で運動・スポーツ

を実施している児童・生徒が突出して多いことから、卒業後にはスポーツを継続する機会

や場が失われ、運動・スポーツ実施率（週 1日以上）が低下していると考えられる。例え

ば、出身校において卒業生向けのスポーツイベントを定期的に開催することで、卒業生や

その保護者が安心して参加できる環境を整えることが可能である。一方で、特別支援学

校・学級等の立場からは、学校や学級が卒業後の支援まで担うことは難しいという意見も

聞かれる。そのため、卒業後も運動・スポーツを継続できるよう、在学中からスポーツ施

 
5 公益財団法人日本パラスポーツ協会の表記に準じ、「障がい」と表記した。 
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5 公益財団法人日本パラスポーツ協会の表記に準じ、「障がい」と表記した。 
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設や団体とのネットワークを構築し、児童・生徒が将来にわたって運動・スポーツを実施

できる可能性を広げていくことが重要である。 

 

エ スポーツ関連情報の提供（集約・一元化、発信／相談対応） 

各種アンケートやヒアリングを通じて、さいたま市における障害者のスポーツに関する

情報が一元化されていないため、必要な情報が入手しにくいことが明らかとなった。こう

した状況を踏まえ、障害者のスポーツに関する情報を一元的に集約し、受け手（障害者本

人、施設、団体、特別支援学校等）ごとに適切な情報を発信することが求められる。 

例えば、静岡県では、障がい者文化芸術の魅力を発信するポータルサイト「Findart 

（ふぁいんだー）」を作成しており、集約された情報が「やりたいことで探す」「イベント

を探す（イベント一覧）」「事業から探す」といったカテゴリごとに整理され、利用者が必

要な情報に辿り着きやすい構成となっている。 

 

図表 １０－４ Findart（ふぁいんだー）の構成 

 

出所：静岡県「障がい者文化芸術の魅力を発信するポータルサイト Findart（ふぁいんだー）」 

 

また、一方的な情報発信にとどまらず、障害者本人やスポーツ施設、団体等が気軽に市

へ相談でき、必要な情報や支援を受けられる窓口や拠点を設置することも重要である。 

例えば、東京都足立区では、スポーツ振興課が主体となり、「あだちスポーツコンシェル

ジュ」という障害者の運動・スポーツに関する相談窓口を設け、さまざまな相談に対応し

ている。 

 

図表 １０－５ あだちスポーツコンシェルジュにおける相談例 

相相談談者者  相相談談内内容容  

障がいのある方ご本人

（ご家族） 

・自分に合う運動・スポーツがわからない。 

・体験会に参加したい。 

・一緒にスポーツする仲間を見つけたい。 

・地域の体育館やプールの利用方法を教えてほしい。 

団体 ・指導者やボランティアを紹介してほしい。 

・施設の利用者が楽しめる運動・スポーツを紹介してほしい。 
出所：東京都足立区ホームページより作成  
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② 障害者のスポーツ実施に向けた基盤整備 

障害者にスポーツの機会や場を提供するにあたっては、前提として、障害者が安心してス

ポーツに参加できる環境を整備することが重要である。そのためには、関係部局や施設・団

体等と連携し、ハード・ソフトの両面から障害者を受け入れるための基盤整備に取り組むこ

とが求められる。 

 

＜ハード面＞ 

ア 施設のバリアフリー化、ユニバーサルデザイン化 

スポーツ施設が市に期待する事業・取組として、最も多く挙げられたのは「ハード面の

バリアフリー化の支援」であることが明らかとなった。 

施設の新設あるいは大小さまざまな改修を行う際には、施設ごとに必要なバリアフリ

ー・ユニバーサルデザイン化の方策を選択し、適切に組み合わせて実施していくことが重

要である。新設や大規模改修が難しい場合は、スポーツを「する」場（体育館、プール

等）に限らず、誰もが利用する供用部や諸室（更衣室、シャワー室、廊下等）、館内表示

等、着手できるところからバリアフリー・ユニバーサルデザイン化の工夫を取り入れるこ

とが効果的である。 

また、施設内に加えて、駐車場や施設出入口までの歩道等のバリアフリー・ユニバーサ

ルデザイン化も求められる。 

例えば、出入口に至近で幅の広い駐車区画の設定や、その駐車区画から出入口まで雨に

濡れない動線の確保等が挙げられる。市における駐車スペース確保に関する既存の取組と

しては、埼玉県版パーキング・パーミット制度6「埼玉県思いやり駐車場制度」が令和 5年

11月 1日より開始されており、さらなる導入施設の増加が期待される。 

障害者を受け入れる施設側の視点だけでなく、日頃から（イベント開催時なども含め

て）施設利用者（当事者）のニーズや要望を丁寧に聞き取り、施設の改修や新設等の際に

参照できるよう、あらかじめ準備しておくことが求められる。 

なお、スポーツ庁の「スポーツ施設のユニバーサルデザイン化ガイドブック」では、施

設の「構想・計画」段階から「設計・建設」、「管理・運営」、「改修等」の各フェーズにお

ける留意点や工夫例が示されていることから、各部署で参照しながらバリアフリー・ユニ

バーサルデザイン化を庁内全体で推進していくことが望ましい。 

 
  

 
6 障害のある方や要介護高齢者、妊産婦の方など歩行が困難な方や移動の際に配慮が必要な方のための駐車区画につ

いて、対象者に利用証を交付することで、区画の適正利用を推進する制度。 
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6 障害のある方や要介護高齢者、妊産婦の方など歩行が困難な方や移動の際に配慮が必要な方のための駐車区画につ

いて、対象者に利用証を交付することで、区画の適正利用を推進する制度。 
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＜ソフト面＞ 

ア 障害者のスポーツを支える人材の養成・活用 

スポーツ施設や団体において障害者の受け入れが進まない理由や、特別支援学校等で体

育の授業以外で運動・スポーツの実施が十分に行われていない理由として、「障害者のスポ

ーツに関する知見を有した指導者等の不足」が課題であることが明らかとなった。 

さいたま市内では各所でスポーツ推進委員が活躍しているが、障害者のスポーツや合理

的配慮に関する研修の機会は不十分との意見もあるため、研修の充実を図るとともに、埼

玉県パラスポーツ指導者協議会等との連携を強化し、さいたま市における障害者のスポー

ツの指導体制の充実を図ることが求められる。 

一方、障害者スポーツの資格を有していても、資格取得からブランクがある等、実際の

活動に関わることに不安を感じている方に対しては、障害者のスポーツの基本や現場での

サポート方法などをアドバイスし、安心して活動できる環境を整えることが重要である。 

例えば、東京都ではパラスポーツ指導員の資格を取得した後、実際にパラスポーツ事業

に参加したことがなく活動に不安を感じている方や、以前活動してから年月が経っている

方などを対象に、活動に向けての不安を解消するための「リ・スタート研修会」を開催し

ている。 

 

図表 １０－６ リ・スタート研修会の概要 

研研修修内内容容  実技・講義・グループワークから学ぶ！ 
１．実技を通して、障害のある人へのサポート方法を考えよう 

２．講義で不安を解消しよう 

・障害別のコミュニケーションのポイント 

・すぐに始められるように活動情報を紹介 

３．先輩指導員からきっかけや活動内容を聞こう 

４．みんなで情報交換をして、つながりを作ろう 

参参加加対対象象  以下①②の要件を満たす方 
①活動登録地が「東京都」のパラスポーツ指導員又は TOKYO 障スポ＆サポー

ト登録者 
②パラスポーツに関わる活動に不安がある方や、以前活動してから年月が経って

いる方で、パラスポーツを支える人材として継続的に活動する意欲のある方 
出所：東京都障害者スポーツ協会ポータルサイトより作成 
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また、市内で障害者のスポーツを支える人材の中でも、実際に活動できる人材の把握と

活用が十分でない可能性があるため、オンライン人材ネットワークの整備などにより、人

材情報を集約し、効果的な人材活用を図ることが必要である。 

例えば、鳥取県では「スポーツ Funネット」という人材ネットワークを構築し、指導者

やボランティア等の人材を一元管理している。障害者を受け入れる側であるスポーツ施

設・団体等は、「スポーツ Funネット」を通じて、必要な時にボランティアの派遣依頼を行

うことが可能となっている。 

 

図表 １０－７ 障がい者スポーツのサポート支援サイト 「スポーツ Funネット」 

 

出所：鳥取県「障がい者スポーツのサポート支援サイト スポーツ Funネット」を一部加工 

 
  

施設・団体、学校等向け
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さらには、既存人材の活用に加え、指導者やボランティアの新規養成も求められる。 

単に養成することを目的とするのではなく、例えば、特別支援学校の運動部やクラブ活

動、障害者スポーツ教室のサポートを担う人材の養成など、最終的な目標を見据えた指導

者養成が必要となる。その際には、講習会の受講によって簡易な肩書きを付与するなど、

支援活動への参加意欲を高めるための工夫も重要である。 

例えば、神奈川県の障害者スポーツサポーター養成講習会では、障害者スポーツの体験

を含む２日間のカリキュラムで修了できる構成となっている。 

 
図表 １０－８ 神奈川県 令和７年度障害者スポーツサポーター養成講習会カリキュラム（予定） 

 
出所：神奈川県「令和７年度障害者スポーツサポーター養成講習会」 

 

加えて、市全体でスポーツ指導に対する考え方や理念を醸成していくことも重要であ

る。スポーツができたという実感を持てるような声かけが、多くの人がさまざまなスポー

ツに挑戦するきっかけになると考えられる。 

 

イ 合理的配慮に関する支援 

スポーツ施設や団体において、障害や合理的配慮に対する理解が十分でないことに加

え、施設の運営管理スタッフや団体スタッフ・メンバーによる合理的配慮の実施が限定的

であるため、障害者が利用・参加する際の障壁となっている可能性があることが明らかと

なった。 

このような状況を踏まえ、市内の施設や団体に対して、埼玉県が作成する「スポーツ施

設向け障害者スポーツ受入マニュアル」等の内容の周知、障害特性や合理的配慮に関する

情報提供などを行い、各所で合理的配慮が適切に行われるよう、支援していくことが求め

られる。 
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ウ 障害者のスポーツの推進体制の整備 

障害者のスポーツの推進を図るためには、行政のみならず、学校教育機関（特別支援学

校・学級、小・中学校、高等学校、大学）、スポーツ施設、スポーツ活動団体（地域スポー

ツクラブ、レクリエーション団体等）、スポーツ支援団体（指導者やスポーツコミッション

等）、民間企業（トップスポーツチーム、フィットネスクラブ等）など、多様な関係主体が

連携し、障害者がスポーツを実施しやすい環境を整備することが重要である。 

さいたま市の地域資源を効果的に活用しつつ、関係機関が一体となって取り組むことが

可能となるよう、今後、障害者のスポーツの推進体制の整備に向けた検討を進めていく必

要がある。 
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（３）障害者のスポーツ推進の成果を測るための指標について 

令和４年３月 25日に策定された第３期スポーツ基本計画7では、障害者のスポーツの実施環

境の整備や理解の啓発等を推進し、その効果を測る指標として「障害者（20歳以上）の週１回

以上のスポーツ実施率」が設定されている。計画では、障害者（20歳以上）の週１回以上の 

スポーツ実施率を 40％とすることを目標としている。 

しかしながら、さいたま市においては、これまで詳細な調査が実施されておらず、障害者の

スポーツ実施率に関する目標も未設定の状況である。今後、障害者のスポーツを推進していく

にあたっては、取組の成果を測る指標として「障害者（20歳以上）の週１回以上8のスポーツ

実施率」を設定し、適切に進捗管理を行うことが重要である。 

本調査研究で実施した障害者手帳所持者向けアンケートの結果、さいたま市における障害者

（20歳以上）の週１回以上のスポーツ実施率は 31.3％であり、第３期スポーツ基本計画の目標

値には達しておらず、8.7％の差があることが明らかとなった。このことから、さいたま市にお

いても障害者（20歳以上）の週１回以上のスポーツ実施率を 40％と設定することが妥当である

と考えられる。 

 

図表 １０－９ さいたま市における障害者（20歳以上）の週１回以上のスポーツ実施率 

 
出所：障害者手帳所持者向けアンケート調査、スポーツ庁「第３期スポーツ基本計画」より作成 

 
  

 
7 今後のスポーツの在り方を見据え、令和４年度（2022 年度）から令和８年度（2026 年度）までの５年間で国等が

取り組むべき、施策や目標等を定めた計画。 
8 スポーツ庁の取扱いと同様に、アンケート調査では「週１日以上」、数値目標（成果指標）では「週１回以上」

と表記しているが、いずれも同じ意味（週に１日以上運動・スポーツを行うこと）を指す。 
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障害者（20歳以上）の週１回以上のスポーツ実施率（全国）は、過去 10年間で大きく向上

している。さいたま市においても、今後施策や取組を推進することで、全国の過去の傾向と同

様の伸びを示すと仮定した場合、シナリオ①～③の推移から、2030年度に障害者（20歳以上）

の週１回以上のスポーツ実施率 40％という目標を達成するシナリオが妥当である。なお、2021

年度以降のトレンドを採用したシナリオ④を見ると、目標値である 40％の達成は容易でないこ

とがうかがえる。 

目標値の達成に向けては、「障害特性・ニーズ、年代に応じたスポーツ機会・場の創出」と

「障害者のスポーツ実施に向けた基盤整備」の２つの視点から、これらを一体的に推進してい

くことが求められる。 

 
図表 １０－１０ 障害者（20歳以上）の週１回以上のスポーツ実施率の推移（全国） 

 
出所：スポーツ庁「令和６年度 障害児・者のスポーツライフに関する調査研究の調査結果」より作成 

 

図表 １０－１１ さいたま市における障害者（20歳以上）の週１回以上のスポーツ実施率の将来予測 

 
出所：障害者手帳所持者向けアンケート調査、 

スポーツ庁「令和６年度 障害児・者のスポーツライフに関する調査研究の調査結果」より作成 
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参考１ 障害者手帳不所持者からの意見聴取結果 
 
１ 障害者手帳不所持者からの意見聴取の概要 

（１)目的 

今後のさいたま市における障害児・者の運動・スポーツ政策の方向性を検討する際の定性要

素とするため、障害者手帳は所持していないものの、心身の障害や支障により活動に制限のあ

る方から、スポーツの実施に関する意見を聴取することを目的として実施した。 

 

（２）調査対象・サンプル数 

調査対象 心身の障害や支障により活動に制限のある障害者手帳不所持者 

調査方法 ・PC・スマホ等による WEB回答方式 

（備考）2つの方法で調査を依頼した。 

①さいたま市ホームページ、学校周知用ホームページ、催事システ

ム、SNS等による周知。 

②障害者団体や福祉サービス事業所に対して個別に協力を依頼。   

・本人が回答を入力することが困難な場合は、家族や介助者等が回答入力 

を補助いただくよう依頼した。（42.1%は本人が回答し、57.9%は家族や

介助者等の補助により回答がなされた） 

サンプル数 19 

 

（３）調査期間 

令和７年７月 28日（月）から令和７年８月 22日（金）を調査期間とした。 

 

（４）その他留意事項 

・本調査は、必要なサンプル数を収集・分析することで全体の傾向を掴むことを目的とするア

ンケート調査ではなく、対象者（サンプル数 19）１人ひとりの意見を聴取・整理すること

を目的とした調査（調査方法はヒアリングではなく書面回答方式）である。 

・集計結果は有効回答数を母数として百分率で示している。また、その値は小数第一位を四捨

五入しているため、合計が 100%にならない場合がある。 

・nは、回答者数とする。 
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２ 意見聴取集計結果 

（１）回答者の属性 

①年齢【単一回答】 

回答者の年齢は、以下図表のとおりであった。 

 

図表 参－２－１ 年齢 

 
 
②性別【単一回答】 

回答者の性別は、「男性」（52.6％）、「女性」（42.1％）、「回答しない」（5.3％）という結果

であった。 

 

図表 参－２－２ 性別 
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（ｎ＝19） 

（ｎ＝19） 
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③居住区【単一回答】 

回答者の居住区は、以下図表のとおりであった。 

 

図表 参－２－３ 居住区 

 
 

④障害等の種別【複数回答】 

あてはまる障害等の種別をたずねたところ、「知的障害」（42.1％）が最多、次いで「身体

障害（軽・中等度難聴、ロービジョン、育成医療受給等を含む）」（31.6％）、「精神障害（精

神通院医療受給、精神科入院等を含む）」（15.8％）という結果であった。 

 

図表 参－２－４ 障害等の種別 
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発達障害

高次脳機能障害
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難病（指定難病、指定難病以外の難病も含む）

その他

（ｎ＝19） 

（ｎ＝19） 
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⑤障害等が発生した年齢【単一回答】 

障害等が発生した年齢をたずねたところ、「先天性」（36.8％）が最多、次いで「０～６

歳」（31.6％）、「７～12歳」「50～64歳」（10.5％）という結果であった。 

 

図表 参－２－５ 障害等が発生した年齢 

  

※⑤で「先天性」と回答した方以外のみ 

⑥障害等が発生する前における運動・スポーツを行った日数【単一回答】 

⑤で「先天性」と回答した方以外に、障害等が発生する前の運動・スポーツを行った日数

をたずねたところ、「運動はしていない」（41.7％）が最多、次いで「週に１～２日（年 51日

～150日）」という結果であった。 

 

図表 参－２－６ 障害等が発生する前に運動・スポーツを行った日数 
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（ｎ＝12）

（ｎ＝19） 
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⑤障害等が発生した年齢【単一回答】 
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（２）運動・スポーツの実施状況 

①現在の運動・スポーツの実施状況【単一回答】 

現在の運動・スポーツの実施状況をたずねたところ、「運動・スポーツをしたいと思うがで

きない・できていない」（63.2％）が最多、次いで「運動・スポーツをしているが、もっと行

いたい」（15.8％）という結果であった。 

 

図表 参－２－７ 現在の運動・スポーツの実施状況 

 
 

②運動・スポーツの実施において障壁となっているもの【複数回答】 

運動・スポーツの実施において障壁となっているものをたずねたところ、「運動・スポーツ

がどこでできるのか情報が得られない」「どんな運動・スポーツをできるのか情報が得られな

い」（26.3％）が最多、次いで「運動・スポーツをできる場所がない」「仲間がいない」「家族

の負担が大きい」「金銭的な余裕がない」（21.1％）という結果であった。 
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とに関心はない

（ｎ＝19） 
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図表 参－２－８ 運動・スポーツの実施において障壁となっているもの 
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（ｎ＝19） 
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図表 参－２－８ 運動・スポーツの実施において障壁となっているもの 
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③運動・スポーツを行った日数【単一回答】 

運動・スポーツを行った日数をたずねたところ、「運動はしていない」（36.8％）が最多、

次いで「週に 3日以上（年 151日以上）」「わからない」（21.1％）、「月に 1～3日（年 12日～

50日）」（10.5％）という結果であった。 

 

図表 参－２－９ 運動・スポーツを行った日数 
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※③で「週に 3日以上」、「週に 1～2日」、「月に 1～3日」、「3か月に 1～2日」、「年に 1～3日」

（以下、「定期的に実施している」）と回答した方のみ 

④運動・スポーツを一緒に実施している人【複数回答】 

③で「定期的に実施している」と回答した方に、運動・スポーツを一緒に実施している人

をたずねたところ、「家族」（62.5％）が最多、次いで「友人・知人」、「学校の仲間や教職

員」（37.5％）という結果であった。 

 

図表 参－２－１０ 運動・スポーツを一緒に実施している人 

 
 

「その他」の回答について 

その他の回答 件数 
整体院で体のメンテナンスを受けながら １ 
学校外のクラブチーム １ 

 
⑤過去１年間に実施した運動・スポーツの種類【複数回答】 

③で「定期的に実施している」と回答した方に、過去１年間に実施した運動・スポーツの

種類をたずねたところ、「ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩など）」「階段昇降」「体

操（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど）」

（37.5％）などが挙げられた。 
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（ｎ＝８） 
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※③で「週に 3日以上」、「週に 1～2日」、「月に 1～3日」、「3か月に 1～2日」、「年に 1～3日」
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図表 参－２－１１ 過去１年間に実施した運動・スポーツの種類 

 
  

37.5%

37.5%

37.5%

25.0%

25.0%

25.0%

25.0%

25.0%

12.5%

12.5%

12.5%

12.5%

12.5%

12.5%

12.5%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩など）

階段昇降

体操（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エアロビクス、

ヨガ、ピラティス、縄跳びなど）

室内運動器具（ウエイト器具、ランニングマシーン、

バランスボールなど）を用いる運動

バドミントン

バスケットボール

ボッチャ

自転車・サイクリング

陸上競技（ランニング、ジョギングなどの軽い運動も含む）

水泳・水中運動

卓球

車いすバスケットボール

サッカー・フットサル

車いすテニス

スキー・スノーボード等のウインタースポーツ

乗馬

サウンドテーブルテニス

フライングディスク

ボウリング

バレーボール

ゴールボール

野球（キャッチボールを含む）・ソフトボール

車いすサッカー

ブラインドサッカー

グランドソフトボール

フットソフトボール

テニス

武道（柔道・剣道等）

射的（弓道、アーチェリー等）

（ｎ＝８） 
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⑥障害等発生後に運動・スポーツを始めたきっかけ【複数回答】 

③で「定期的に実施している」と回答した方に、障害等発生後に運動・スポーツを始めた

きっかけをたずねたところ、「心身の健康増進やストレス解消等のため、自主的に始めた」

（50.0％）が最多、次いで「家族に奨められた」「学校の授業等で興味を持ち、自主的に始め

た」（25.0％）という結果であった。 

 

図表 参－２－１２ 障害等発生後に運動・スポーツを始めたきっかけ 
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0.0%
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心身の健康増進やストレス解消等のため、自主的に始めた

家族に奨められた

学校の授業等で興味を持ち、自主的に始めた

パラスポーツ指導者・障害者スポーツ指導者に奨められた

学校の先生に奨められた

テレビや新聞、インターネット等の影響

イベントや体験会等で興味を持ち、自主的に始めた

（障害のない）兄弟の影響

（障害のある）友人・知人・同僚に奨められた

（障害のない）友人・知人・同僚に奨められた

医師に奨められた

看護師・保健師・助産師に奨められた

医療関係者等（OT、PT、ST、CO）に奨められた

義肢装具士に奨められた

介護福祉士に奨められた

社会福祉士（ソーシャルワーカー）に奨められた

スポーツ指導者に奨められた

障害のある有名選手・パラリンピアンの影響

漫画、ドラマ、映画等の影響

現地やテレビ等でそのスポーツを観た

所属する団体（会社等）に奨められた

スポーツ団体等の関係者から誘われた

特にきっかけはない・なんとなく

（ｎ＝８） 
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⑥障害等発生後に運動・スポーツを始めたきっかけ【複数回答】 

③で「定期的に実施している」と回答した方に、障害等発生後に運動・スポーツを始めた

きっかけをたずねたところ、「心身の健康増進やストレス解消等のため、自主的に始めた」

（50.0％）が最多、次いで「家族に奨められた」「学校の授業等で興味を持ち、自主的に始め

た」（25.0％）という結果であった。 

 

図表 参－２－１２ 障害等発生後に運動・スポーツを始めたきっかけ 
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学校の授業等で興味を持ち、自主的に始めた

パラスポーツ指導者・障害者スポーツ指導者に奨められた

学校の先生に奨められた

テレビや新聞、インターネット等の影響

イベントや体験会等で興味を持ち、自主的に始めた

（障害のない）兄弟の影響

（障害のある）友人・知人・同僚に奨められた

（障害のない）友人・知人・同僚に奨められた

医師に奨められた

看護師・保健師・助産師に奨められた

医療関係者等（OT、PT、ST、CO）に奨められた

義肢装具士に奨められた

介護福祉士に奨められた

社会福祉士（ソーシャルワーカー）に奨められた

スポーツ指導者に奨められた

障害のある有名選手・パラリンピアンの影響

漫画、ドラマ、映画等の影響

現地やテレビ等でそのスポーツを観た

所属する団体（会社等）に奨められた

スポーツ団体等の関係者から誘われた

特にきっかけはない・なんとなく

（ｎ＝８） 
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⑦運動・スポーツを実施する目的【複数回答】 

③で「定期的に実施している」と回答した方に、運動・スポーツを実施する目的について

たずねたところ、「健康の維持・増進のため」（75.0％）が最多、次いで「楽しみのため」

（62.5％）、「気分転換・ストレス解消のため」「体型維持・改善のため」（25.0％）という結

果であった。 

 

図表 参－２－１３ 運動・スポーツを実施する目的 
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健康の維持・増進のため

楽しみのため

気分転換・ストレス解消のため

体型維持・改善のため

友人や家族との交流のため

目標や記録への挑戦のため

健常者との交流のため

リハビリテーションの一環として

特にない・なんとなく

その他

（ｎ＝８） 
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⑧運動・スポーツをやってよかったこと【複数回答】 

③で「定期的に実施している」と回答した方に、運動・スポーツをやってよかったことを

たずねたところ、「体を動かすこと自体が楽しい」（62.5％）が最多、次いで「友人が増え

た」「行動範囲が拡大した」「自信がついた」「体力・身体的機能が向上した」（50.0％）とい

う結果であった。 

 

図表 参－２－１４ 運動・スポーツをやってよかったこと 
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50.0%

50.0%

37.5%

37.5%

37.5%

12.5%

12.5%
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体を動かすこと自体が楽しい

友人が増えた

行動範囲が拡大した

自信がついた

体力・身体的機能が向上した

ストレスが解消される

勝利や記録が出たときに嬉しい

目標が達成できた、やりたいことに挑戦できた

外出が増えた

相手の気持ちが配慮できるようになった

仕事を続ける活力になっている

周囲の理解が向上した

性格が明るくなった

食事がおいしく感じ、食欲が増した

夜、熟睡できるようになった

特にない

その他

（ｎ＝８） 
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⑧運動・スポーツをやってよかったこと【複数回答】 

③で「定期的に実施している」と回答した方に、運動・スポーツをやってよかったことを

たずねたところ、「体を動かすこと自体が楽しい」（62.5％）が最多、次いで「友人が増え

た」「行動範囲が拡大した」「自信がついた」「体力・身体的機能が向上した」（50.0％）とい

う結果であった。 

 

図表 参－２－１４ 運動・スポーツをやってよかったこと 
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行動範囲が拡大した

自信がついた

体力・身体的機能が向上した

ストレスが解消される

勝利や記録が出たときに嬉しい

目標が達成できた、やりたいことに挑戦できた

外出が増えた

相手の気持ちが配慮できるようになった

仕事を続ける活力になっている

周囲の理解が向上した

性格が明るくなった

食事がおいしく感じ、食欲が増した

夜、熟睡できるようになった

特にない

その他

（ｎ＝８） 
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※③で「実施していない」と回答した方のみ 

⑨運動・スポーツを実施しない理由【複数回答】 

③で「実施していない」と回答した方に、運動・スポーツを実施しない理由をたずねたと

ころ、「障害が発生してから、運動・スポーツをやってみる機会がなかったから」「自宅周辺

に運動・スポーツができる場所がないから」（42.9％）が最多、次いで「家族や介助者等の負

担になると思ったから」「施設によって実施できる競技に制限があり、やりたい競技ができな

いから」（28.6％）という結果であった。 

 

図表 参－２－１５ 運動・スポーツを実施しない理由 
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0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

障害が発生してから、運動・スポーツをやってみる機会がなかったから

自宅周辺に運動・スポーツができる場所がないから

家族や介助者等の負担になると思ったから

施設によって実施できる競技に制限があり、やりたい競技ができないから

運動・スポーツが嫌いである

運動・スポーツに興味が無いから

疲れるから

やれる環境になかったから

実施する意味・価値を感じないから

スポーツ用具の購入やスポーツ施設の利用などにお金がかかるから

スポーツ施設の環境（設備など）が整っていないから

仕事、家事、育児で忙しく時間取れないから

障害が発生してから、運動・スポーツをする機会はあったが、あまり楽しく

なかったから

人前に出るのが好きではないから

自分にはできないから

体調がよくなかったから

医師から止められていたから

汗や土で体や衣服が汚れるから

学校の体育等で嫌いになった

格好悪いから

青少年期に所属した運動部活動・民間クラブで嫌な思いをした

特に理由はない

わからない

（ｎ＝７） 
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⑩日頃行っている余暇活動【複数回答】 

③で「実施していない」と回答した方に、日頃行っている余暇活動をたずねたところ、「音

楽鑑賞・演奏（カラオケ、楽器演奏など）」「映画・ドラマ鑑賞」「ゲーム（スマホゲーム、テ

レビゲーム、カードゲームなど）」「旅行」「ショッピング」などが挙げられた。 

 

図表 参－２－１６ 日頃行っている余暇活動 

 
 

⑪今後やってみたい、または今後も続けたい運動・スポーツ【複数回答】 

今後やってみたい、または今後も続けたい運動・スポーツをたずねたところ、「ウォーキン

グ、散歩（散策、ペットの散歩など）」「水泳・水中運動」（36.8％）が最多、次いで「体操

（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど）」

（26.3％）という結果であった。 
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音楽鑑賞・演奏（カラオケ、楽器演奏など）

映画・ドラマ鑑賞

ゲーム（スマホゲーム、テレビゲーム、カードゲームなど）

旅行

ショッピング

読書

特に何もしていない

絵画・書道・手芸などの創作活動

温泉・スパ

ガーデニング・園芸

その他

（ｎ＝７） 
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⑩日頃行っている余暇活動【複数回答】 

③で「実施していない」と回答した方に、日頃行っている余暇活動をたずねたところ、「音

楽鑑賞・演奏（カラオケ、楽器演奏など）」「映画・ドラマ鑑賞」「ゲーム（スマホゲーム、テ

レビゲーム、カードゲームなど）」「旅行」「ショッピング」などが挙げられた。 

 

図表 参－２－１６ 日頃行っている余暇活動 

 
 

⑪今後やってみたい、または今後も続けたい運動・スポーツ【複数回答】 

今後やってみたい、または今後も続けたい運動・スポーツをたずねたところ、「ウォーキン

グ、散歩（散策、ペットの散歩など）」「水泳・水中運動」（36.8％）が最多、次いで「体操

（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど）」

（26.3％）という結果であった。 
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旅行
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特に何もしていない

絵画・書道・手芸などの創作活動

温泉・スパ

ガーデニング・園芸

その他

（ｎ＝７） 
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図表 参－２－１７ 今後やってみたい、または今後も続けたい運動・スポーツ 
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ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩など）

水泳・水中運動

体操（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エアロビクス、ヨガ、ピ

ラティス、縄跳びなど）

陸上競技（ランニング、ジョギングなどの軽い運動も含む）

野球（キャッチボールを含む）・ソフトボール

サッカー・フットサル

ボッチャ

卓球

バドミントン

ボウリング

バスケットボール

テニス

自転車・サイクリング

スキー・スノーボード等のウインタースポーツ

階段昇降

室内運動器具（ウエイト器具、ランニングマシーン、バランスボー

ルなど）を用いる運動

サウンドテーブルテニス

フライングディスク

車いすバスケットボール

バレーボール

車いすサッカー

ブラインドサッカー

グランドソフトボール

武道（柔道・剣道等）

ゴールボール

フットソフトボール

車いすテニス

射的（弓道、アーチェリー等）

その他

（ｎ＝19） 
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（３）スポーツの観戦状況 

①過去１年間のスポーツ観戦経験【複数回答】 

過去１年間のスポーツ観戦経験についてたずねたところ、「テレビ・ラジオ・インターネッ

ト配信等で観戦した」（52.6％）が最多、次いで「観戦しなかった」（42.1％）という結果で

あった。 

図表 参－２－１８ 過去１年間の観戦経験 

 
  

（ｎ＝19） 
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21.1%

52.6%

42.1%

埼玉県内で直接（スタジアム・

体育館・沿道など）観戦した

埼玉県外で直接（スタジアム・

体育館・沿道など）観戦した

テレビ・ラジオ・インターネッ

ト配信等で観戦した

観戦しなかった

（ｎ＝19）
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（３）スポーツの観戦状況 

①過去１年間のスポーツ観戦経験【複数回答】 

過去１年間のスポーツ観戦経験についてたずねたところ、「テレビ・ラジオ・インターネッ

ト配信等で観戦した」（52.6％）が最多、次いで「観戦しなかった」（42.1％）という結果で

あった。 

図表 参－２－１８ 過去１年間の観戦経験 
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埼玉県内で直接（スタジアム・

体育館・沿道など）観戦した

埼玉県外で直接（スタジアム・

体育館・沿道など）観戦した

テレビ・ラジオ・インターネッ

ト配信等で観戦した

観戦しなかった

（ｎ＝19）
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※①で「埼玉県内で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した」、「埼玉県外で直接（ス

タジアム・体育館・沿道など）観戦した」、「テレビ・ラジオ・インターネット配信等で観戦し

た」（以下、「観戦した」）と回答した方のみ 

②スポーツを観戦した理由【複数回答】 

①で「観戦した」と回答した方に、スポーツを観戦した理由をたずねたところ、「その 

スポーツが好きだから」（90.9％）が最多、次いで「そのスポーツをしている（していた）

から」「応援しているチーム・選手がいるから」（36.4％）という結果であった。 

 

図表 参－２－１９ スポーツを観戦した理由 

 
 

  

90.9%

36.4%

36.4%

18.2%

9.1%

9.1%

9.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

そのスポーツが好きだから

そのスポーツをしている（していた）から

応援しているチーム・選手がいるから

家族や友人に誘われたから

暇つぶしのため

ストレス発散のため

学校や施設のイベントだったから

家族・友人が出場していたから

実施場所が近所だったから

特にない

その他

（ｎ＝11） 
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③スポーツを実際に（さらに）観戦してみようと思う取組・工夫【複数回答】 

スポーツを実際に（さらに）観戦してみようと思う取組・工夫についてたずねたところ、

「大会が自宅などから行きやすい場所で開催されれば」（47.4％）が最多、次いで「落ち着い

て観戦できる区画された席があれば」（36.8％）、「大会に関する詳しい情報があれば」

（31.6％）という結果であった。 

 

図表 参－２－２０ スポーツを実際に（さらに）観戦してみようと思う取組・工夫 
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大会が自宅などから行きやすい場所で開催されれば

落ち着いて観戦できる区画された席があれば

大会に関する詳しい情報があれば

入場料・観戦料が無料又は廉価であれば

スポーツの体験会が同時開催されれば

スポーツ以外のイベント・祭りなどが同時開催されれば

家族や友人・知人に誘われれば

会場内・周辺の混雑・渋滞等が解消されれば

観戦するつもりはない

会場までのアクセスがバリアフリーであれば

わからない

ルールや解説が実況で聞ければ

ルールや解説の実況について、聴覚障害者への情報保障

があれば（手話通訳、大型ビジョンに字幕がある等）

ルールや解説の実況について、視覚障害者にわかるような

詳しい解説があれば

安心できる感染対策がなされていれば

（ｎ＝19） 
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③スポーツを実際に（さらに）観戦してみようと思う取組・工夫【複数回答】 

スポーツを実際に（さらに）観戦してみようと思う取組・工夫についてたずねたところ、

「大会が自宅などから行きやすい場所で開催されれば」（47.4％）が最多、次いで「落ち着い

て観戦できる区画された席があれば」（36.8％）、「大会に関する詳しい情報があれば」

（31.6％）という結果であった。 

 

図表 参－２－２０ スポーツを実際に（さらに）観戦してみようと思う取組・工夫 
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入場料・観戦料が無料又は廉価であれば
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スポーツ以外のイベント・祭りなどが同時開催されれば

家族や友人・知人に誘われれば

会場内・周辺の混雑・渋滞等が解消されれば

観戦するつもりはない

会場までのアクセスがバリアフリーであれば

わからない

ルールや解説が実況で聞ければ

ルールや解説の実況について、聴覚障害者への情報保障

があれば（手話通訳、大型ビジョンに字幕がある等）

ルールや解説の実況について、視覚障害者にわかるような

詳しい解説があれば

安心できる感染対策がなされていれば

（ｎ＝19） 
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（４）eスポーツやマインドスポーツの実施・観戦状況 

① eスポーツの経験【複数回答】 

eスポーツの経験をたずねたところ、「どちらもない」（したことも観戦したこともない）

（78.9％）が最多であった。 

 

図表 参－２－２１ eスポーツの経験 

 
 

②マインドスポーツの経験【複数回答】 

マインドスポーツの経験をたずねたところ、「どちらもない」（したことも観戦したことも

ない）（84.2％）が最多であった。 

 

図表 参－２－２２ マインドスポーツの経験 
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（ｎ＝19） 

（ｎ＝19） 
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（５）さいたま市の障害者スポーツ教室・イベント 

①さいたま市の障害者スポーツ教室・イベントの参加状況【複数回答】 

さいたま市の障害者スポーツ教室・イベントの参加状況をたずねたところ、「市民のつどい

障害者スポーツ体験ブース」（10.5％）をはじめとして、「障害者サッカー教室」、「障害者卓

球バレー教室」などの教室への参加経験が挙げられた。 

 

図表 参－２－２３ さいたま市の障害者スポーツ教室・イベントの参加状況 
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eスポーツ体験（障害者福祉施設みのり園）

手話応援

（ｎ＝19） 
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（５）さいたま市の障害者スポーツ教室・イベント 

①さいたま市の障害者スポーツ教室・イベントの参加状況【複数回答】 

さいたま市の障害者スポーツ教室・イベントの参加状況をたずねたところ、「市民のつどい

障害者スポーツ体験ブース」（10.5％）をはじめとして、「障害者サッカー教室」、「障害者卓

球バレー教室」などの教室への参加経験が挙げられた。 

 

図表 参－２－２３ さいたま市の障害者スポーツ教室・イベントの参加状況 
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（ｎ＝19） 
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②参加してみたいスポーツ教室・イベント【複数回答】 

参加してみたいスポーツ教室・イベントをたずねたところ、「健康づくり（体力づくり）が

中心の教室」「親子・家族で楽しめるスポーツ教室・イベント」「世代を超えて楽しめるスポ

ーツ教室・イベント」「障害のない人と一緒に楽しめるスポーツ教室・イベント」などが挙げ

られた。 

 

図表 参－２－２４ 参加してみたいスポーツ教室・イベント 
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その他

（ｎ＝19） 
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（６）障害者のスポーツの普及・推進等に関する意見等【自由意見】 

障害等のある方がスポーツに取り組みやすい環境を整えるために必要なことなど、自由

に意見等を求めたところ、以下のようなものが挙げられた。 

 

図表 参－２－２５ 障害者のスポーツの普及・推進等に関する意見等 

対象が小学 3年生以上のものが多いため、小学 1年生以上にしてハードルを低くして欲しい。 

子どもは小学生だが、対象学年ではないため、お隣の草加市まで行って、車いすバスケを実施し

ている。埼玉県とさいたま市でバラバラに公開されているので、情報を得るのが大変である。 

知的障害があるので、ルールや結果がわかりやすい競技だと取り組みやすいです。また、チーム

スポーツだと助け合いながらできるところが取り組みやすく感じます。 

広報をしっかりやるべき。 

交通手段があること、あまりお金が掛からないこと。 

難聴の子どもが取り組みやすいスポーツの種類に関する情報を知りたい。障害の無い子どもたち

と一緒にプレイする際に補聴器の装用を認めて欲しい。スポーツに適した補聴器の情報を知りた

い。補聴器を外してプレイしなければならない場合、どのようなことに気をつければよいか知り

たい。どこに相談すれば良いかがわからない。 

障害や病があっても、安心して 1人で通える環境があれば良いと思う。 

近隣の小中学校の体育館やグラウンド（現地及びそこまでのアクセスのしやすさといった問題も

ありますが）で障害者も健常者も共に参加できるイベントが多く開催されるとよいと思います。 

まずは楽しむことから。 

あまり世話を焼き過ぎない。自由にやらせて貰える 
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（６）障害者のスポーツの普及・推進等に関する意見等【自由意見】 

障害等のある方がスポーツに取り組みやすい環境を整えるために必要なことなど、自由

に意見等を求めたところ、以下のようなものが挙げられた。 

 

図表 参－２－２５ 障害者のスポーツの普及・推進等に関する意見等 

対象が小学 3年生以上のものが多いため、小学 1年生以上にしてハードルを低くして欲しい。 

子どもは小学生だが、対象学年ではないため、お隣の草加市まで行って、車いすバスケを実施し

ている。埼玉県とさいたま市でバラバラに公開されているので、情報を得るのが大変である。 

知的障害があるので、ルールや結果がわかりやすい競技だと取り組みやすいです。また、チーム

スポーツだと助け合いながらできるところが取り組みやすく感じます。 

広報をしっかりやるべき。 

交通手段があること、あまりお金が掛からないこと。 

難聴の子どもが取り組みやすいスポーツの種類に関する情報を知りたい。障害の無い子どもたち

と一緒にプレイする際に補聴器の装用を認めて欲しい。スポーツに適した補聴器の情報を知りた

い。補聴器を外してプレイしなければならない場合、どのようなことに気をつければよいか知り

たい。どこに相談すれば良いかがわからない。 

障害や病があっても、安心して 1人で通える環境があれば良いと思う。 

近隣の小中学校の体育館やグラウンド（現地及びそこまでのアクセスのしやすさといった問題も

ありますが）で障害者も健常者も共に参加できるイベントが多く開催されるとよいと思います。 

まずは楽しむことから。 

あまり世話を焼き過ぎない。自由にやらせて貰える 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
参考２ アンケート調査票 
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参考２ アンケート調査票 
 
１ 障害者手帳所持者向けアンケート調査票 

 

問１ あなたの年齢をお答えください。【NA】 

〇歳 

問２ あなたの性別をお答えください。【SA】 

１ 男性 

２ 女性 

３ 回答しない 

問３ あなたの居住地域をお答えください。【SA】 

１ 西区 

２ 北区 

３ 大宮区 

４ 見沼区 

５ 中央区 

６ 桜区 

７ 浦和区 

８ 南区 

９ 緑区 

10 岩槻区 

問４ あなたは、障害者手帳はお持ちですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 身体障害者手帳 1 級 

２ 身体障害者手帳 2 級 

３ 身体障害者手帳 3 級 

４ 身体障害者手帳 4 級 

５ 身体障害者手帳 5 級 

６ 身体障害者手帳 6 級 

７ 療育手帳 A・A（最重度・重度） 

８ 療育手帳 B・C（中度・軽度） 

９ 精神障害者保健福祉手帳 1 級 

10 精神障害者保健福祉手帳 2 級 

11 精神障害者保健福祉手帳 3 級 

問５ あなたの障害の種類をお答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 肢体不自由（日常生活で車椅子を必要とする） 

２ 肢体不自由（日常生活で車椅子を必要としない） 

３ 聴覚障害 

４ 視覚障害 

５ 音声・言語・そしゃく機能障害 

６ 内部障害 

７ 知的障害 
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８ 発達障害 

９ 精神障害 

問６ あなたは何歳から障害がありますか。複数の障害がある方は、最初に障害が発生した年齢をお答えくださ

い。【SA】 

１ 先天性 

２ 0～6 歳 

３ 7～12 歳 

４ 13～19 歳 

５ 20～29 歳 

６ 30～39 歳 

７ 40～49 歳 

８ 50～64 歳 

９ 65～74 歳 

10 75 歳以上 

問７ 【問 6で、先天性と回答した人以外】障害が発生する前にあなたが運動・スポーツを行った日数を全部合

わせると、1年間に何日くらいになりますか。【SA】 

１ 週に 3 日以上（年 151 日以上） 

２ 週に 1～2 日（年 51 日～150 日） 

３ 月に 1～3 日（年 12 日～50 日） 

４ 3 か月に 1～2 日（年 4 日～11 日） 

５ 年に 1～3 日 

６ わからない 

７ 運動はしていない 

問８ あなたは運動・スポーツをする・みる・ささえることは好きですか【SAマトリックス】 

※する・みる・ささえるのそれぞれについて、1 つに○ 

※スポーツをささえることの具体例 指導者やスポーツボランティア、審判、スポーツの付添・送迎等 

１ 好き 

２ どちらともいえない 

３ 嫌い 

問９－１ 【問 8で、運動・スポーツをすることが「好き」と回答した人のみ】あなたが、運動・スポーツをす 

ることが好きな理由は何ですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 体力が向上し、健康を維持できるから 

２ ストレスが軽減され、精神的なリフレッシュができるから 

３ 新しい友人を作り、社会的なつながりを深めることができるから 

４ 達成感を得られるから 

５ 運動やスポーツそのものが楽しいから 

６ 自己成長を感じることができるから 

７ 向上心を持つことができるから 

８ 協力することの重要性を学び、チームワークを強化できるから 

９ その他（     ） 

問９－２ 【問 8で、運動・スポーツをすることが「嫌い」と回答した人のみ】 

あなたが、運動・スポーツをすることが嫌いな理由は何ですか。【MA】 

※あてはまるもの全てに○ 



256 
 

８ 発達障害 

９ 精神障害 

問６ あなたは何歳から障害がありますか。複数の障害がある方は、最初に障害が発生した年齢をお答えくださ

い。【SA】 

１ 先天性 

２ 0～6 歳 

３ 7～12 歳 

４ 13～19 歳 

５ 20～29 歳 

６ 30～39 歳 

７ 40～49 歳 

８ 50～64 歳 

９ 65～74 歳 

10 75 歳以上 

問７ 【問 6で、先天性と回答した人以外】障害が発生する前にあなたが運動・スポーツを行った日数を全部合

わせると、1年間に何日くらいになりますか。【SA】 

１ 週に 3 日以上（年 151 日以上） 

２ 週に 1～2 日（年 51 日～150 日） 

３ 月に 1～3 日（年 12 日～50 日） 

４ 3 か月に 1～2 日（年 4 日～11 日） 

５ 年に 1～3 日 

６ わからない 

７ 運動はしていない 

問８ あなたは運動・スポーツをする・みる・ささえることは好きですか【SAマトリックス】 

※する・みる・ささえるのそれぞれについて、1 つに○ 

※スポーツをささえることの具体例 指導者やスポーツボランティア、審判、スポーツの付添・送迎等 

１ 好き 

２ どちらともいえない 

３ 嫌い 

問９－１ 【問 8で、運動・スポーツをすることが「好き」と回答した人のみ】あなたが、運動・スポーツをす 

ることが好きな理由は何ですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 体力が向上し、健康を維持できるから 

２ ストレスが軽減され、精神的なリフレッシュができるから 

３ 新しい友人を作り、社会的なつながりを深めることができるから 

４ 達成感を得られるから 

５ 運動やスポーツそのものが楽しいから 

６ 自己成長を感じることができるから 

７ 向上心を持つことができるから 

８ 協力することの重要性を学び、チームワークを強化できるから 

９ その他（     ） 

問９－２ 【問 8で、運動・スポーツをすることが「嫌い」と回答した人のみ】 

あなたが、運動・スポーツをすることが嫌いな理由は何ですか。【MA】 

※あてはまるもの全てに○ 

257 
 

１ 面倒くさいから 

２ 必要性を感じないから 

３ 身体的な負担が大きいと感じるから 

４ 運動・スポーツに参加するための時間が取れず、他の活動に影響が出るから 

５ 競争や勝敗に対するプレッシャーがストレスになるから 

６ 運動・スポーツに必要な道具や施設の利用料が高く、経済的な負担が大きいから 

７ 新しい技術やルールを覚えるのが難しく、挫折感を感じるから 

８ 障害者がスポーツをすることに対する社会的な偏見や差別が存在するから 

９ 障害の影響で体力や身体の動きが限られており、思うようにプレーできないから 

10 その他（     ） 

問９－３ 【問 8で、スポーツをみることが「好き」と回答した人のみ】 

あなたが、スポーツをみることが好きな理由は何ですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 試合や競技の展開がスリリングで、エンターテインメントとして楽しめるから 

２ 選手の活躍に感動し、興奮することができるから 

３ 好きなチームや選手を応援することで、一体感や連帯感を感じることができるから 

４ スポーツの技術や戦術を学び、理解を深めることができるから 

５ 試合観戦を通じて、友人や家族と交流できるから 

６ スポーツ観戦によって、リラックスやリフレッシュができるから 

７ その他（     ） 

問９－４ 【問 8で、スポーツをみることが「嫌い」と回答した人のみ】 

あなたが、スポーツをみることが嫌いな理由は何ですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ スポーツそのものに興味がなく、観戦しても楽しめないから 

２ スポーツ観戦に時間を費やすのが無駄だと感じるから 

３ スポーツのルールや戦術が難しくて理解できず、楽しめないから 

４ スタジアムやテレビ観戦の際の騒がしい環境が苦手だから 

５ チケット代や関連グッズの購入など、観戦に費用がかかるから 

６ 一部の過激なファンの行動や応援が不快で、観戦を楽しめないから 

７ スタジアムなどでバリアフリー対応されていないため、観戦が大変だから 

８ その他（     ） 

問９－５ 【問 8で、運動・スポーツをささえることが「好き」と回答した人のみ】 

あなたが、運動・スポーツをささえることが好きな理由は何ですか。【MA】 

※あてはまるもの全てに○ 

１ チームや選手と喜びや達成感を共有できるから。 

２ ボランティアに参加することや、人に教えることが好きだから。 

３ 地域やコミュニティのスポーツ活動を支援することで、社会貢献を実感できるから 

４ サポートを通じて、自分自身も成長し、新しいスキルや知識を身につけることができるから 

５ その他（     ） 

問９－６ 【問 8で、運動・スポーツをささえることが「嫌い」と回答した人のみ】 

あなたが、運動・スポーツをささえることが嫌いな理由は何ですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 運動・スポーツをささえることに興味・関心がないから 

２ 運動・スポーツをささえることで自分自身にメリットがあると思えないから 
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３ 運動・スポーツをささえることの中に、自分にできることが見つからないから 

４ サポート活動が体力的に厳しく、疲労やストレスが溜まるから 

５ サポート活動に多くの時間を費やす必要があり、他の活動に影響が出るから 

６ サポート活動にかかる費用（交通費、宿泊費、道具費など）が経済的な負担になるから 

７ 選手（する側）からのプレッシャーが大きく、精神的に負担になるから 

８ その他（     ） 

問 10 あなたご自身の、現在の運動・スポーツの実施状況について、最も近いものを選んでください。【SA】 

１ 運動・スポーツをしており、満足している 

２ 運動・スポーツをしているが、もっと行いたい 

３ 運動・スポーツをしたいと思うができない・できていない 

４ 特に運動・スポーツをすることに関心はない 

問 11 あなたご自身の、運動・スポーツの実施において障壁となっているものは何ですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 障壁はなく、十分に活動できている 

２ 交通手段・移動手段がない 

３ 交通の便が良いところに施設がない 

４ 運動・スポーツをできる場所がない 

５ 施設がバリアフリーでない 

６ 施設に利用を断られる 

７ 運動・スポーツがどこでできるのか情報が得られない 

８ どんな運動・スポーツをできるのか情報が得られない 

９ 指導者がいない 

10 介助者がいない 

11 仲間がいない 

12 家族の負担が大きい 

13 金銭的な余裕がない 

14 時間がない 

15 体力がない 

16 体調に不安がある 

17 医者に止められている 

18 障害に適した運動・スポーツがない 

19 やりたいと思う運動・スポーツがない 

20 運動・スポーツが苦手である 

21 運動・スポーツでケガをするのではないかと心配である 

22 人の目が気になる 

23 一緒に運動・スポーツをする人に迷惑をかけるのではないかと心配である 

24 運動・スポーツを行うための用具がない 

25 補装具が運動・スポーツに対応しておらず破損が心配である 

26 感染症に対する不安 

27 わからない 

28 その他（     ） 

問 12 あなたが運動・スポーツを行った日数を全部合わせると、1年間に何日くらいになりますか。【SA】 

１ 週に 3 日以上（年 151 日以上） 

２ 週に 1～2 日（年 51 日～150 日） 



258 
 

３ 運動・スポーツをささえることの中に、自分にできることが見つからないから 

４ サポート活動が体力的に厳しく、疲労やストレスが溜まるから 

５ サポート活動に多くの時間を費やす必要があり、他の活動に影響が出るから 

６ サポート活動にかかる費用（交通費、宿泊費、道具費など）が経済的な負担になるから 

７ 選手（する側）からのプレッシャーが大きく、精神的に負担になるから 

８ その他（     ） 

問 10 あなたご自身の、現在の運動・スポーツの実施状況について、最も近いものを選んでください。【SA】 

１ 運動・スポーツをしており、満足している 

２ 運動・スポーツをしているが、もっと行いたい 

３ 運動・スポーツをしたいと思うができない・できていない 

４ 特に運動・スポーツをすることに関心はない 

問 11 あなたご自身の、運動・スポーツの実施において障壁となっているものは何ですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 障壁はなく、十分に活動できている 

２ 交通手段・移動手段がない 

３ 交通の便が良いところに施設がない 

４ 運動・スポーツをできる場所がない 

５ 施設がバリアフリーでない 

６ 施設に利用を断られる 

７ 運動・スポーツがどこでできるのか情報が得られない 

８ どんな運動・スポーツをできるのか情報が得られない 

９ 指導者がいない 

10 介助者がいない 

11 仲間がいない 

12 家族の負担が大きい 

13 金銭的な余裕がない 

14 時間がない 

15 体力がない 

16 体調に不安がある 

17 医者に止められている 

18 障害に適した運動・スポーツがない 

19 やりたいと思う運動・スポーツがない 

20 運動・スポーツが苦手である 

21 運動・スポーツでケガをするのではないかと心配である 

22 人の目が気になる 

23 一緒に運動・スポーツをする人に迷惑をかけるのではないかと心配である 

24 運動・スポーツを行うための用具がない 

25 補装具が運動・スポーツに対応しておらず破損が心配である 

26 感染症に対する不安 

27 わからない 

28 その他（     ） 

問 12 あなたが運動・スポーツを行った日数を全部合わせると、1年間に何日くらいになりますか。【SA】 

１ 週に 3 日以上（年 151 日以上） 

２ 週に 1～2 日（年 51 日～150 日） 
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３ 月に 1～3 日（年 12 日～50 日） 

４ 3 か月に 1～2 日（年 4 日～11 日） 

５ 年に 1～3 日 

６ わからない 

７ 運動はしていない 

問 13 【問 12で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～ 

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ】 

あなたは、どの時間帯で運動・スポーツをしていますか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 平日の午前 

２ 平日の午後（18 時まで） 

３ 平日の夜間（18 時～） 

４ 土・日・祝日の午前 

５ 土・日・祝日の午後（18時まで） 

６ 土・日・祝日の夜間（18時～） 

問 14 【問 12で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～ 

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ】 

あなたは、運動・スポーツをどこで行っていますか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 障害者スポーツ専用・優先施設 

２ 福祉施設・高齢者施設 

３ 病院・リハビリテーション施設 

４ 特別支援学校 

５ 小・中・高等学校 

６ 公共スポーツ施設（障害者スポーツ専用・優先施設に該当するものを除く） 

７ 民間スポーツ施設 

８ 自宅（入所施設を含む）※現在居住している場所 

９ 公園 

10 道路 

11 山岳・森林・海・湖・川 等の自然環境 

12 その他（     ） 

問 15 【問 14で「障害者スポーツ専用・優先施設」、「公共スポーツ施設（障害者スポーツ専用・優先施設に該当

するものを除く）」と回答した人のみ】具体的な実施場所をお答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 埼玉県障害者交流センター 

２ 埼玉県総合リハビリテーションセンター（健康増進施設） 

３ 市立運動場（     ） 

４ 市立体育館（     ） 

５ 市立プール（     ） 

６ 県立運動場（     ） 

７ 県立体育館（     ） 

８ 県立プール（     ） 

９ その他（     ） 
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問 16 【問 12で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ】 

あなたは、問 13で選んだスポーツ施設（運動・スポーツ実施場所）まで、どのように移動しましたか。

【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ （自力で）公共の交通手段で移動した 

２ （自力で）徒歩・自転車・自家用車で移動した 

３ 家族・友人等に送迎してもらった 

４ 移動に関する支援サービスを利用した 

５ その他（     ） 

問 17 【問 12で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ」】 

あなたは、誰と運動・スポーツをしていますか。（MA） 

※あてはまるものすべて 

１ 一人で 

２ 家族 

３ 友人・知人 

４ 福祉・医療施設の仲間や職員 

５ 学校の仲間や教職員 

６ 市内の障害者スポーツサークル・団体の仲間 

７ 市外の障害者スポーツサークル・団体の仲間 

８ その他（     ） 

問 18 【問 12で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ」】あなたは、過去１年の間に

どのような運動・スポーツを行いましたか。【MA】 

※学校の部活動や休み時間の活動は含めますが、学校の授業や学校行事のキャンプやマラソン大会などは含

めません。 

※あてはまるものすべて 

１ ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩など） 

２ 階段昇降 

３ 陸上競技（ランニング、ジョギングなどの軽い運動も含む）  

４ 体操（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど） 

５ 室内運動器具（ウエイト器具、ランニングマシーン、バランスボールなど）を用いる運動 

６ 水泳・水中運動 

７ 卓球 

８ サウンドテーブルテニス 

９ バドミントン 

10 フライングディスク 

11 ボウリング 

12 バスケットボール 

13 車いすバスケットボール 

14 バレーボール 

15 ゴールボール 

16 野球（キャッチボールを含む）・ソフトボール 
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問 16 【問 12で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ】 

あなたは、問 13で選んだスポーツ施設（運動・スポーツ実施場所）まで、どのように移動しましたか。

【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ （自力で）公共の交通手段で移動した 

２ （自力で）徒歩・自転車・自家用車で移動した 

３ 家族・友人等に送迎してもらった 

４ 移動に関する支援サービスを利用した 

５ その他（     ） 

問 17 【問 12で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ」】 

あなたは、誰と運動・スポーツをしていますか。（MA） 

※あてはまるものすべて 

１ 一人で 

２ 家族 

３ 友人・知人 

４ 福祉・医療施設の仲間や職員 

５ 学校の仲間や教職員 

６ 市内の障害者スポーツサークル・団体の仲間 

７ 市外の障害者スポーツサークル・団体の仲間 

８ その他（     ） 

問 18 【問 12で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ」】あなたは、過去１年の間に

どのような運動・スポーツを行いましたか。【MA】 

※学校の部活動や休み時間の活動は含めますが、学校の授業や学校行事のキャンプやマラソン大会などは含

めません。 

※あてはまるものすべて 

１ ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩など） 

２ 階段昇降 

３ 陸上競技（ランニング、ジョギングなどの軽い運動も含む）  

４ 体操（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど） 

５ 室内運動器具（ウエイト器具、ランニングマシーン、バランスボールなど）を用いる運動 

６ 水泳・水中運動 

７ 卓球 

８ サウンドテーブルテニス 

９ バドミントン 

10 フライングディスク 

11 ボウリング 

12 バスケットボール 

13 車いすバスケットボール 

14 バレーボール 

15 ゴールボール 

16 野球（キャッチボールを含む）・ソフトボール 
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17 サッカー・フットサル 

18 車いすサッカー 

19 ブラインドサッカー 

20 グランドソフトボール 

21 フットソフトボール 

22 テニス 

23 車いすテニス 

24 ボッチャ 

25 武道（柔道・剣道等） 

26 射的（弓道、アーチェリー等） 

27 自転車・サイクリング 

28 スキー・スノーボード等のウインタースポーツ 

29 その他（     ） 

問 19 【問 12で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ」】 

あなたが障害発生後に運動・スポーツを始めたきっかけはどのようなものですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 心身の健康増進やストレス解消等のため、自主的に始めた 

２ 家族に奨められた 

３ （障害のある）友人・知人・同僚に奨められた 

４ （障害のない）友人・知人・同僚に奨められた 

５ 医師に奨められた 

６ 看護師・保健師・助産師に奨められた 

７ 医療関係者等（OT、PT、ST、CO）に奨められた 

８ 義肢装具士に奨められた 

９ 介護福祉士に奨められた 

10 社会福祉士（ソーシャルワーカー）に奨められた 

11 スポーツ指導者に奨められた 

12 パラスポーツ指導者・障害者スポーツ指導者に奨められた 

13 学校の先生に奨められた 

14 学校の授業等で興味を持ち、自主的に始めた 

15 障害のある有名選手・パラリンピアンの影響 

16 テレビや新聞、インターネット等の影響 

17 漫画、ドラマ、映画等の影響 

18 現地やテレビ等でそのスポーツを観た 

19 所属する団体（会社等）に奨められた 

20 スポーツ団体等の関係者から誘われた 

21 イベントや体験会等で興味を持ち、自主的に始めた 

22 特にきっかけはない・なんとなく 

23 その他（     ） 

問 20 【問 12で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～ 

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ」】 

あなたが運動・スポーツを実施する目的はどのようなものですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 
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１ 健康の維持・増進のため 

２ 気分転換・ストレス解消のため 

３ 楽しみのため 

４ 友人や家族との交流のため 

５ 健常者との交流のため 

６ 体型維持・改善のため 

７ リハビリテーションの一環として 

８ 目標や記録への挑戦のため 

９ 特にない・なんとなく 

10 その他（     ） 

問 21 【問 12で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ」】 

あなたが運動・スポーツをやってよかったことはどのようなものですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 友人が増えた 

２ 行動範囲が拡大した 

３ 周囲の理解が向上した 

４ 外出が増えた 

５ 相手の気持ちが配慮できるようになった 

６ ストレスが解消される 

７ 自信がついた 

８ 性格が明るくなった 

９ 仕事を続ける活力になっている 

10 体を動かすこと自体が楽しい 

11 食事がおいしく感じ、食欲が増した 

12 夜、熟睡できるようになった 

13 体力・身体的機能が向上した 

14 勝利や記録が出たときに嬉しい 

15 目標が達成できた、やりたいことに挑戦できた 

16 特にない 

17 その他（     ） 

問 22 【問 12で「運動はしていない」と回答した人のみ】 

あなたが運動・スポーツを実施しない理由についてお答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 運動・スポーツが嫌いである 

２ 運動・スポーツに興味が無いから 

３ 障害が発生してから、運動・スポーツをやってみる機会がなかったから 

４ 障害が発生してから、運動・スポーツをする機会はあったが、あまり楽しくなかったから 

５ 人前に出るのが好きではないから 

６ 自分にはできないから 

７ 疲れるから 

８ 体調がよくなかったから 

９ 医師から止められていたから 

10 やれる環境になかったから 



262 
 

１ 健康の維持・増進のため 
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９ 特にない・なんとなく 

10 その他（     ） 

問 21 【問 12で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ」】 

あなたが運動・スポーツをやってよかったことはどのようなものですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 友人が増えた 

２ 行動範囲が拡大した 

３ 周囲の理解が向上した 

４ 外出が増えた 

５ 相手の気持ちが配慮できるようになった 

６ ストレスが解消される 

７ 自信がついた 

８ 性格が明るくなった 

９ 仕事を続ける活力になっている 

10 体を動かすこと自体が楽しい 

11 食事がおいしく感じ、食欲が増した 

12 夜、熟睡できるようになった 

13 体力・身体的機能が向上した 

14 勝利や記録が出たときに嬉しい 

15 目標が達成できた、やりたいことに挑戦できた 

16 特にない 

17 その他（     ） 

問 22 【問 12で「運動はしていない」と回答した人のみ】 
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10 やれる環境になかったから 
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11 家族や介助者等の負担になると思ったから 

12 汗や土で体や衣服が汚れるから 

13 実施する意味・価値を感じないから 

14 学校の体育等で嫌いになった 

15 格好悪いから 

16 青少年期に所属した運動部活動・民間クラブで嫌な思いをした 

17 スポーツ用具の購入やスポーツ施設の利用などにお金がかかるから 

18 自宅周辺に運動・スポーツができる場所がないから 

19 スポーツ施設の環境（設備など）が整っていないから 

20 施設によって実施できる競技に制限があり、やりたい競技ができないから 

21 特に理由はない 

22 わからない 

23 その他（     ） 

問 23 【問 12で「運動はしていない」と回答した人のみ】 

あなたが運動・スポーツを実施しない理由についてお答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 音楽鑑賞・演奏（カラオケ、楽器演奏など） 

２ 映画・ドラマ鑑賞 

３ 読書 

４ 絵画・書道・手芸などの創作活動 

５ ゲーム（スマホゲーム、テレビゲーム、カードゲームなど） 

６ ガーデニング・園芸 

７ 旅行 

８ ショッピング 

９ 温泉・スパ 

10 特に何もしていない 

11 その他（     ） 

問 24 あなたが、今後やってみたい、または今後も続けたい運動・スポーツは何ですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩など） 

２ 階段昇降 

３ 陸上競技（ランニング、ジョギングなどの軽い運動も含む）  

４ 体操（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど） 

５ 室内運動器具（ウエイト器具、ランニングマシーン、バランスボールなど）を用いる運動 

６ 水泳・水中運動 

７ 卓球 

８ サウンドテーブルテニス 

９ バドミントン 

10 フライングディスク 

11 ボウリング 

12 バスケットボール 

13 車いすバスケットボール 

14 バレーボール 

15 ゴールボール 
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16 野球（キャッチボールを含む）・ソフトボール 

17 サッカー・フットサル 

18 車いすサッカー 

19 ブラインドサッカー 

20 グランドソフトボール 

21 フットソフトボール 

22 テニス 

23 車いすテニス 

24 ボッチャ 

25 武道（柔道・剣道等） 

26 射的（弓道、アーチェリー等） 

27 自転車・サイクリング 

28 スキー・スノーボード等のウインタースポーツ 

29 特にない 

30 その他（     ） 

問 25 あなたは、過去１年間にスポーツを観戦したことがありますか。※アマチュアスポーツを含む 【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 埼玉県内で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した 

２ 埼玉県外で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した 

３ テレビ・ラジオ・インターネット配信等で観戦した 

４ 観戦しなかった 

問 26 【問 25で「埼玉県内で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した」「埼玉県外で直接（スタジア

ム・体育館・沿道など）観戦した」「テレビ・ラジオ・インターネット配信等で観戦した」と回答した人の

み】あなたがスポーツを観戦したのはどのような理由からですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ そのスポーツが好きだから 

２ そのスポーツをしている（していた）から 

３ 応援しているチーム・選手がいるから 

４ 暇つぶしのため 

５ ストレス発散のため 

６ 家族や友人に誘われたから 

７ 家族・友人が出場していたから 

８ 実施場所が近所だったから 

９ 学校や施設のイベントだったから 

10 特にない 

11 その他（     ） 

問 27 どのような取組・工夫があれば、あなたはスポーツを実際に（さらに）観戦してみようと思いますか。

【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 大会に関する詳しい情報があれば 

２ ルールや解説が実況で聞ければ 

３ ルールや解説の実況について、聴覚障害者への情報保障があれば（手話通訳、大型ビジョンに字幕があ

る等） 

４ ルールや解説の実況について、視覚障害者にわかるような詳しい解説があれば 
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16 野球（キャッチボールを含む）・ソフトボール 
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22 テニス 

23 車いすテニス 

24 ボッチャ 

25 武道（柔道・剣道等） 

26 射的（弓道、アーチェリー等） 

27 自転車・サイクリング 

28 スキー・スノーボード等のウインタースポーツ 

29 特にない 

30 その他（     ） 

問 25 あなたは、過去１年間にスポーツを観戦したことがありますか。※アマチュアスポーツを含む 【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 埼玉県内で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した 

２ 埼玉県外で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した 

３ テレビ・ラジオ・インターネット配信等で観戦した 

４ 観戦しなかった 

問 26 【問 25で「埼玉県内で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した」「埼玉県外で直接（スタジア

ム・体育館・沿道など）観戦した」「テレビ・ラジオ・インターネット配信等で観戦した」と回答した人の

み】あなたがスポーツを観戦したのはどのような理由からですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ そのスポーツが好きだから 

２ そのスポーツをしている（していた）から 

３ 応援しているチーム・選手がいるから 

４ 暇つぶしのため 

５ ストレス発散のため 

６ 家族や友人に誘われたから 

７ 家族・友人が出場していたから 

８ 実施場所が近所だったから 

９ 学校や施設のイベントだったから 

10 特にない 

11 その他（     ） 

問 27 どのような取組・工夫があれば、あなたはスポーツを実際に（さらに）観戦してみようと思いますか。

【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 大会に関する詳しい情報があれば 

２ ルールや解説が実況で聞ければ 

３ ルールや解説の実況について、聴覚障害者への情報保障があれば（手話通訳、大型ビジョンに字幕があ

る等） 

４ ルールや解説の実況について、視覚障害者にわかるような詳しい解説があれば 
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５ 大会が自宅などから行きやすい場所で開催されれば 

６ 落ち着いて観戦できる区画された席があれば 

７ 入場料・観戦料が無料又は廉価であれば 

８ スポーツの体験会が同時開催されれば 

９ スポーツ以外のイベント・祭りなどが同時開催されれば 

10 家族や友人・知人に誘われれば 

11 会場内・周辺の混雑・渋滞等が解消されれば 

12 会場までのアクセスがバリアフリーであれば 

13 わからない 

14 観戦するつもりはない 

15 その他（     ） 

問 28 あなたは eスポーツをしたことがありますか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

※e スポーツとは球技や格闘技などの対戦型コンピューターゲームで勝敗を競うスポーツのことをいいま

す。 

１ e スポーツをしたことがある 

２ e スポーツを観戦したことがある 

３ どちらもない 

問 29 あなたはマインドスポーツをしたことがありますか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

※囲碁や将棋、チェスなどが該当します。 

１ マインドスポーツをしたことがある 

２ マインドスポーツを観戦したことがある 

３ どちらもない 

問 30 【問 12で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ」】 

あなたは、過去 1年間で障害のない方と一緒に運動・スポーツを実施したことはありますか。【SA】 

１ 実施したことがある 

２ 実施したことがない 

問 31 【問 30で「実施したことがある」と回答した人のみ】 

あなたが、過去 1年間で、一緒に運動・スポーツをした障害のない方についてお答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 家族 

２ 友人 

３ クラブ・サークル等の仲間 

４ クラブ・サークル等の指導者 

５ イベント等での面識のない他の参加者 

６ イベントや大会ボランティアスタッフ 

７ 学校関係者 

８ 公共スポーツ施設の職員 

９ 放課後等デイサービスや福祉施設の職員 

10 医療関係者 

11 （上記以外の）介助者 

12 その他（     ） 



266 
 

問 32 東京 2020大会によって、障害の有無に関係なく、誰もが一緒に運動・スポーツ（インクルーシブスポー

ツ）を楽しむ機運が醸成されました。今後さいたま市が、インクルーシブスポーツを推進するためには何が

必要だと思いますか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 一般社会に対する障害者スポーツの普及・啓発 

２ 障害者が一般スポーツに参画しやすい工夫（新たなルールの導入等） 

３ 一般スポーツと障害者スポーツの双方を指導できる人材の育成 

４ デジタル技術の活用など、現地参加が難しい人への対応・配慮 

５ 障害者と健常者が共に参加できるスポーツイベントの開催 

６ 様々なインクルーシブスポーツに取り組む団体・サークル等の増加 

７ わからない 

８ その他（     ） 

問 33 さいたま市内では、さまざまな障害者スポーツ教室・イベントを開催しています。参加したことがあるも

のを教えてください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 障害者陸上教室 

２ 障害者野球教室 

３ 障害者サッカー教室 

４ 障害者バスケットボール教室 

５ 障害者車いすバスケットボール教室 

６ 障害者バレーボール教室 

７ 障害者水泳教室 

８ 障害者卓球バレー教室 

９ 障害者ボウリング教室 

10 アーチェリー教室 

11 トランポリン教室 

12 サウンドテーブルテニス教室 

13 ダンス教室 

14 ボッチャ体験（障害者福祉施設みのり園） 

15 e スポーツ体験（障害者福祉施設みのり園） 

16 障害者向け余暇活動ストレッチ講座 

17 手話応援 

18 ノーマライゼーションカップ（ブラインドサッカー大会）及び大会での障害者スポーツ体験会 

19 市民のつどい 障害者スポーツ体験ブース 

20 さいたまマラソン（車いすの部） 

21 参加したことがない 

22 その他（     ） 

問 34 あなたは、さいたま市のスポーツ情報をどこで入手していますか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 家族 

２ 友人 

３ 学校や職場、施設の人 

４ クラブやサークルの人（仲間、指導者） 

５ ホームヘルパー、ガイドヘルパーなどの支援者 
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19 市民のつどい 障害者スポーツ体験ブース 

20 さいたまマラソン（車いすの部） 

21 参加したことがない 

22 その他（     ） 

問 34 あなたは、さいたま市のスポーツ情報をどこで入手していますか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 家族 

２ 友人 

３ 学校や職場、施設の人 

４ クラブやサークルの人（仲間、指導者） 

５ ホームヘルパー、ガイドヘルパーなどの支援者 

267 
 

６ 医師や看護師、理学療法士、作業療法士などの医療関係者 

７ 市報さいたま 

８ 市のホームページ 

９ 回覧板や掲示板 

10 市の公式 LINE 

11 障害者団体の会合や機関誌 

12 特に入手していない 

13 その他（     ） 

問 35 あなたは、どのような内容のスポーツ教室・イベントであれば参加してみたいと思いますか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 健康づくり（体力づくり）が中心の教室 

２ スポーツ技術の向上を目的とした教室 

３ ルール等の知識や考え方を学ぶことができる教室 

４ 親子・家族で楽しめるスポーツ教室・イベント 

５ 世代を超えて楽しめるスポーツ教室・イベント 

６ 障害のない人と一緒に楽しめるスポーツ教室・イベント 

７ 特にない 

８ その他（     ） 

問 36 障害者がスポーツに取り組みやすい環境を整えるために必要なことなど、何でも結構ですので、ご意見を

お聞かせください。【FA】 

（                                       ） 
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２ スポーツ施設向けアンケート調査票 

 

問１ 施設名をお答えください。 

（             ） 

問２ 施設種別をお答えください。【SA】 

１ 公共施設（スポーツ施設） 

２ 公共施設（コミュニティセンター） 

３ 公共施設（公民館） 

４ 民間施設 

問３ 施設の所在地（住所）を教えてください。 

（             ） 

問４ 施設の運営形態をお答えください。【SA】 

１ 直営 

２ 包括業務委託 

３ 指定管理者制度（利用料金制度） 

４ 指定管理者制度（利用料金制度以外） 

５ PFI 

６ 民間施設であり上記のいずれにも該当しない 

７ その他（         ） 

問５ 【問４で「直営」、「包括業務委託」、「指定管理者制度（利用料金制度）」、「指定管理者制度（利用料金制度

以外）」、「PFI」、「民間施設であり上記のいずれにも該当しない」、「その他（ ）」と回答した人のみ」】施設

運営者名をお答えください。 

（             ） 

問６ （各資格、ありの場合は人数を記入）運営人員のうち、障害者スポーツ指導に関する資格保有者数をお答

えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 日本パラスポーツ協会公認初級パラスポーツ指導員（ ）人 

２ 日本パラスポーツ協会公認中級パラスポーツ指導員（ ）人 

３ 日本パラスポーツ協会公認上級パラスポーツ指導員（ ）人 

４ 日本パラスポーツ協会公認スポーツコーチ（ ）人 

５ 日本パラスポーツ協会公認スポーツトレーナー（ ）人 

６ 日本レクリエーション協会公認福祉レクワーカー（ ）人 

７ 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者（ ）人 

問７ 駐車場台数をお答えください。 

一般駐車場（  ）台 

障害者等専用駐車場（  ）台 

問８ バリアフリートイレの個数をお答えください。 

（  ）個 

問９ 施設での障害のある方の受け入れの有無についてお答えください。【SA】 

１ 受け入れている 

２ 受け入れていない。 

問９－１ 【問９で「受け入れている」と回答した方のみ】直近３年間で、障害者スポーツに関する施設利用が

あった内容についてお答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 
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２ スポーツ施設向けアンケート調査票 

 

問１ 施設名をお答えください。 

（             ） 

問２ 施設種別をお答えください。【SA】 

１ 公共施設（スポーツ施設） 

２ 公共施設（コミュニティセンター） 

３ 公共施設（公民館） 

４ 民間施設 

問３ 施設の所在地（住所）を教えてください。 

（             ） 

問４ 施設の運営形態をお答えください。【SA】 

１ 直営 

２ 包括業務委託 

３ 指定管理者制度（利用料金制度） 

４ 指定管理者制度（利用料金制度以外） 

５ PFI 

６ 民間施設であり上記のいずれにも該当しない 

７ その他（         ） 

問５ 【問４で「直営」、「包括業務委託」、「指定管理者制度（利用料金制度）」、「指定管理者制度（利用料金制度

以外）」、「PFI」、「民間施設であり上記のいずれにも該当しない」、「その他（ ）」と回答した人のみ」】施設

運営者名をお答えください。 

（             ） 

問６ （各資格、ありの場合は人数を記入）運営人員のうち、障害者スポーツ指導に関する資格保有者数をお答

えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 日本パラスポーツ協会公認初級パラスポーツ指導員（ ）人 

２ 日本パラスポーツ協会公認中級パラスポーツ指導員（ ）人 

３ 日本パラスポーツ協会公認上級パラスポーツ指導員（ ）人 

４ 日本パラスポーツ協会公認スポーツコーチ（ ）人 

５ 日本パラスポーツ協会公認スポーツトレーナー（ ）人 

６ 日本レクリエーション協会公認福祉レクワーカー（ ）人 

７ 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者（ ）人 

問７ 駐車場台数をお答えください。 

一般駐車場（  ）台 

障害者等専用駐車場（  ）台 

問８ バリアフリートイレの個数をお答えください。 

（  ）個 

問９ 施設での障害のある方の受け入れの有無についてお答えください。【SA】 

１ 受け入れている 

２ 受け入れていない。 

問９－１ 【問９で「受け入れている」と回答した方のみ】直近３年間で、障害者スポーツに関する施設利用が

あった内容についてお答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 
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※スポーツ種別は問いません。 

１ 競技大会の会場利用（全国・県） 

２ 競技大会の会場利用（市町・地域） 

３ アスリートの個人練習 

４ クラブチーム等の団体練習 

５ 一般の個人の利用 

６ 一般の団体の利用 

７ 障害者スポーツのイベント（教室・体験会等）会場利用 

８ 指導者講習・研修の会場利用 

９ ボランティア講習・研修の会場利用 

10 その他（         ） 

問９－２ 【問９で「受け入れている」と回答した方のみ】昨年度（2024年度）、利用があったの主な種目につい

てお答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 陸上競技 

２ 体操（ストレッチ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど） 

３ 室内運動器具（ウエイト器具、ランニングマシーン、バランスボールなど）を用いる運動 

４ 水泳・水中運動 

５ 卓球 

６ サウンドテーブルテニス 

７ バドミントン 

８ フライングディスク 

９ ボウリング 

10 バスケットボール 

11 車いすバスケットボール 

12 バレーボール 

13 ゴールボール 

14 野球・ソフトボール 

15 サッカー・フットサル 

16 車いすサッカー 

17 ブラインドサッカー 

18 グランドソフトボール 

19 フットソフトボール 

20 テニス 

21 車いすテニス 

22 ボッチャ 

23 武道（柔道・剣道等） 

24 射的（弓道、アーチェリー等） 

25 ダンス 

26 車いすダンス 

27 レクリエーション 

28 その他（         ） 

問９－３ 【問９で「受け入れていない」と回答した方のみ】施設で障害のある方を受け入れていない理由につ

いてお答えください。【MA】 
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※あてはまるものすべて 

１ 施設・設備のバリアフリーが不十分であるため 

２ 施設・設備のバリアフリーは一定程度あるが、障害のある方から利用の申し込みがないため 

３ 施設・設備のバリアフリーは一定程度あるが、障害のない人の団体・個人利用が多く、予約が出来ない

状態が続いているため 

４ スタッフの対応ノウハウや障害に関する知識が不足しているため 

５ 障害者スポーツに関する企画・運営ノウハウが不足しているため 

６ 障害者スポーツの専門的な指導者がいないため 

７ 障害者スポーツの用具が不足しているため 

８ 相談できる連携先（医療・福祉機関等）がないため 

９ その他（         ） 

問 10 施設利用者（障害のある方・関係者の方）から、施設に寄せられたことのある意見についてお答えくださ

い。（FA） 

（             ） 

問 11 今後の施設での障害のある方の受け入れの考えについて、お答えください。【SA】 

１ 障害者スポーツ大会の開催も含め、積極的に受け入れたい 

２ 障害者スポーツ大会は開催できないが、団体・個人利用等で積極的に受け入れたい 

３ 個々のニーズや状況に応じて、適切な配慮をもって受け入れを検討する 

４ 今後も受け入れる予定はない 

５ その他（         ） 

問 12 施設スタッフの障害についての理解度についてお答えください。【SA】 

１ 障害種別や名前は知っている 

２ 障害種別や名前に加え、障害特性についても知っている 

３ まったく、あるいは、ほとんど知らない 

問 13 施設スタッフの合理的配慮についての理解度についてお答えください。【SA】 

１ 「合理的配慮」という言葉を聞いたことがある 

２ 「合理的配慮」を施設内で既に行っている 

３ まったく、あるいは、ほとんど知らない 

問 14 【ハード面】現在施設で実施している、あるいは、すでに備えられている合理的配慮についてお答えくだ

さい。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 施設が障害者スポーツ利用を想定して設計されている（衝撃吸収する床・壁の採用、プール内スロープ 

等） 

２ 施設内のバリアフリー化をしている（スロープ、エレベーター、点字ブロック 等） 

３ 施設外のバリアフリー化をしている（障害者等専用駐車場の設置、雨に濡れない動線の確保 等） 

４ 館内表示・デザインの工夫をしている（フリガナや点字付きの案内表示、ピクトグラム等の活用 等） 

５ 利用者の特性やプライバシーに配慮した更衣室がある（広い空間や幅の確保、異性の介助者と利用が可

能 等） 

６ バリアフリートイレがある 

７ 障害者スポーツ用具がある（購入、行政や施設から借用等） 

８ 直接来館や電話以外の予約方法を確保している 

９ 現状、取り組んでいることはない 

10 その他（         ） 
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※あてはまるものすべて 

１ 施設・設備のバリアフリーが不十分であるため 

２ 施設・設備のバリアフリーは一定程度あるが、障害のある方から利用の申し込みがないため 

３ 施設・設備のバリアフリーは一定程度あるが、障害のない人の団体・個人利用が多く、予約が出来ない

状態が続いているため 

４ スタッフの対応ノウハウや障害に関する知識が不足しているため 

５ 障害者スポーツに関する企画・運営ノウハウが不足しているため 

６ 障害者スポーツの専門的な指導者がいないため 

７ 障害者スポーツの用具が不足しているため 

８ 相談できる連携先（医療・福祉機関等）がないため 

９ その他（         ） 

問 10 施設利用者（障害のある方・関係者の方）から、施設に寄せられたことのある意見についてお答えくださ

い。（FA） 

（             ） 

問 11 今後の施設での障害のある方の受け入れの考えについて、お答えください。【SA】 

１ 障害者スポーツ大会の開催も含め、積極的に受け入れたい 

２ 障害者スポーツ大会は開催できないが、団体・個人利用等で積極的に受け入れたい 

３ 個々のニーズや状況に応じて、適切な配慮をもって受け入れを検討する 

４ 今後も受け入れる予定はない 

５ その他（         ） 

問 12 施設スタッフの障害についての理解度についてお答えください。【SA】 

１ 障害種別や名前は知っている 

２ 障害種別や名前に加え、障害特性についても知っている 

３ まったく、あるいは、ほとんど知らない 

問 13 施設スタッフの合理的配慮についての理解度についてお答えください。【SA】 

１ 「合理的配慮」という言葉を聞いたことがある 

２ 「合理的配慮」を施設内で既に行っている 

３ まったく、あるいは、ほとんど知らない 

問 14 【ハード面】現在施設で実施している、あるいは、すでに備えられている合理的配慮についてお答えくだ

さい。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 施設が障害者スポーツ利用を想定して設計されている（衝撃吸収する床・壁の採用、プール内スロープ 

等） 

２ 施設内のバリアフリー化をしている（スロープ、エレベーター、点字ブロック 等） 

３ 施設外のバリアフリー化をしている（障害者等専用駐車場の設置、雨に濡れない動線の確保 等） 

４ 館内表示・デザインの工夫をしている（フリガナや点字付きの案内表示、ピクトグラム等の活用 等） 

５ 利用者の特性やプライバシーに配慮した更衣室がある（広い空間や幅の確保、異性の介助者と利用が可

能 等） 

６ バリアフリートイレがある 

７ 障害者スポーツ用具がある（購入、行政や施設から借用等） 

８ 直接来館や電話以外の予約方法を確保している 

９ 現状、取り組んでいることはない 

10 その他（         ） 
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問 15 【ソフト面】施設の運営管理に携わるスタッフがすでに対応していること、あるいは、現在実施している

合理的配慮についてお答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 利用予約等の手続きのサポートをしている 

２ 館内利用・移動時のサポートをしている（手話・筆記対応、昇降サポート等） 

３ スポーツ実施時のサポートをしている（備品の出し入れを手伝う、練習相手になる等） 

４ サポートツールを用意している（筆談ボード、イヤーマフ等） 

５ 施設内の安全性を確保している（支障物の排除、こまめな床掃除 等） 

６ 緊急・非常時への対応を想定している（利用者家族の連絡先把握、避難時の個別対応想定 等） 

７ 施設利用やスポーツ実施において、わかりやすく伝える工夫をしている 

８ 障害のある方に向けた分かりやすい情報発信をしている（広報誌、インターネット、SNS 等） 

９ 現状、取り組んでいることはない 

10 その他（         ） 

問 16 障害のある方の受け入れや対応等に関するマニュアルを知っていますか。【SA】 

１ 埼玉県「障害者スポーツ受入マニュアル」等を知っており、活用したことがある 

２ 埼玉県「障害者スポーツ受入マニュアル」等を知っているが、活用したことはない 

３ 県以外が作成したマニュアルやガイドブック等を知っており、活用したことがある 

４ 県以外が作成したマニュアルやガイドブック等を知っているが、活用したことはない 

５ まったく、あるいは、ほとんど知らない 

６ その他（        ） 

問 17 施設の障害者スポーツの優先利用の状況や取り決め・ルールについてお答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 障害者スポーツ利用に用途を限定した予約枠（曜日・時間帯）を設定している 

２ 障害者スポーツ利用の場合、通常よりも早い時期から予約できるようにしている 

３ 予約が重複した場合に、障害者スポーツ利用を優先している 

４ 障害者スポーツ利用の場合、施設使用料の減免を設けている（減額） 

５ 障害者スポーツ利用の場合、施設使用料の減免を設けている（全額免除） 

６ 施設使用料の減免を設けている（減額） 

７ 障害者スポーツ利用を優先する取り決め・ルールは特にない 

８ その他（         ） 

問 18 施設として、今後、障害者スポーツに関して特に取り組みたい内容についてお答えください。【MA】 

※あてはまるもの最大３つまで 

１ ハード面のバリアフリー 

２ ソフト面（予約・利用上の制度、ルール、運用・制度面）のバリアフリー 

３ ソフト面（スタッフの対応、接遇）のバリアフリー 

４ 障害者スポーツ用具の充実 

５ イベント教室の充実 

６ 人材育成・確保 

７ 施設へのアクセスの改善（移動支援等） 

８ 施設および施設利用、イベント等の情報提供 

９ 連携先探し、既存連携先との関係強化 

10 埼玉県「障害者スポーツ受入マニュアル」にもとづく管理・運営・接遇 

11 その他（         ） 
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問 19 さいたま市内の障害者スポーツの実施場所・環境に関して、市に期待する事業・取組をお答えください。

【MA】 

※あてはまるもの最大３つまで 

１ 施設における合理的配慮に関する相談 

２ 情報保障（手話通訳・要約筆記等）に関する人材派遣支援 

３ 障害者スポーツ支援・指導ができるスタッフ・指導者・ボランティアの派遣支援 

４ 障害の種類・程度、目的に応じたスポーツ事業・プログラムの実施 

５ 障害の種類・程度、目的に応じたスポーツ事業・プログラムに関する情報提供 

６ 施設スタッフの資質向上のための人材育成（研修の提供等） 

７ 障害者スポーツ用具の常設・貸出 

８ ハード面のバリアフリー化の支援 

９ 施設予約および利用をしてもらいやすくする支援（予約調整方法の変更、施設の稼働率が低い曜日・時

間帯等を市が障害者スポーツ利用枠として借り上げる形で障害者等に提供 等） 

10 施設へのアクセスの改善（移動支援等） 

11 障害者スポーツに関する情報発信、普及啓発・理解の醸成 

12 障害者スポーツ推進のための地域ネットワーク（医療・福祉機関、企業、スポーツチーム、学校等）構

築の先導的役割 

13 その他（         ） 

問 20 障害者の受け入れ実態等を、より深く詳細に把握するために、いくつかの団体に対して、個別にヒアリン

グを実施することを予定しております。もし、貴施設がヒアリング対象に選ばれた場合、ご協力いただけま

すでしょうか。【SA】 

１ はい 

２ いいえ 

【問２０で「はい」と回答した方のみ】ご担当者様のお名前とお電話番号を教えてください。 

お名前（   ） 

お電話番号（   ） 
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問 19 さいたま市内の障害者スポーツの実施場所・環境に関して、市に期待する事業・取組をお答えください。

【MA】 

※あてはまるもの最大３つまで 

１ 施設における合理的配慮に関する相談 

２ 情報保障（手話通訳・要約筆記等）に関する人材派遣支援 

３ 障害者スポーツ支援・指導ができるスタッフ・指導者・ボランティアの派遣支援 

４ 障害の種類・程度、目的に応じたスポーツ事業・プログラムの実施 

５ 障害の種類・程度、目的に応じたスポーツ事業・プログラムに関する情報提供 

６ 施設スタッフの資質向上のための人材育成（研修の提供等） 

７ 障害者スポーツ用具の常設・貸出 

８ ハード面のバリアフリー化の支援 

９ 施設予約および利用をしてもらいやすくする支援（予約調整方法の変更、施設の稼働率が低い曜日・時

間帯等を市が障害者スポーツ利用枠として借り上げる形で障害者等に提供 等） 

10 施設へのアクセスの改善（移動支援等） 

11 障害者スポーツに関する情報発信、普及啓発・理解の醸成 

12 障害者スポーツ推進のための地域ネットワーク（医療・福祉機関、企業、スポーツチーム、学校等）構

築の先導的役割 

13 その他（         ） 

問 20 障害者の受け入れ実態等を、より深く詳細に把握するために、いくつかの団体に対して、個別にヒアリン

グを実施することを予定しております。もし、貴施設がヒアリング対象に選ばれた場合、ご協力いただけま

すでしょうか。【SA】 

１ はい 

２ いいえ 

【問２０で「はい」と回答した方のみ】ご担当者様のお名前とお電話番号を教えてください。 

お名前（   ） 

お電話番号（   ） 
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３ スポーツ団体向けアンケート調査票 

 
問１ 団体名をお答えください。 

（             ） 

問２ 団体種別をお答えください。【SA】 

１ 障害者スポーツ協会加盟団体 

２ 上記以外のスポーツ団体 

３ レクリエーション団体 

４ 総合型地域スポーツクラブ 

５ その他（       ） 

問３ 団体の所在地（住所）をお答えください。 

（             ） 

問４ 団体人員数をお答えください。 

（  ）人 

問５ （各資格、ありの場合は人数を記入）運営人員のうち、障害者スポーツ指導に関する資格保有者数をお答

えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 日本パラスポーツ協会公認初級パラスポーツ指導員（ ）人 

２ 日本パラスポーツ協会公認中級パラスポーツ指導員（ ）人 

３ 日本パラスポーツ協会公認上級パラスポーツ指導員（ ）人 

４ 日本パラスポーツ協会公認スポーツコーチ（ ）人 

５ 日本パラスポーツ協会公認スポーツトレーナー（ ）人 

６ 日本レクリエーション協会公認福祉レクワーカー（ ）人 

７ 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者（ ）人 

問６ 団体の主な活動場所・利用施設名をお答えください。 

（  ）人 

問７ 団体の主な活動内容お答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ イベント 

２ 練習 

３ 教室 

４ 大会 

５ その他（       ） 

問８ 団体で実施しているスポーツ・レクリエーション等の内容をお答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 陸上競技 

２ 水泳・水中運動 

３ 卓球・サウンドテーブルテニス 

４ バドミントン 

５ フライングディスク 

６ バスケットボール・車いすバスケットボール 

７ バレーボール 

８ ゴールボール 

９ サッカー・車いすサッカー・ブラインドサッカー・フットサル 
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10 野球・ソフトボール 

11 テニス・車いすテニス 

12 ボッチャ 

13 武道（柔道・剣道等） 

14 射的（弓道、アーチェリー等） 

15 体操・軽運動・筋力トレーニング等 

16 レクリエーション 

17 その他（        ） 

問９ 団体での障害のある方の受け入れの有無についてお答えください。【SA】 

１ 障害の有無にかかわらず誰でも参加可能 

２ 障害のある方のみ参加可能（障害の種類にかかわらず誰でも） 

３ 障害のある方のみ参加可能（特定の障害の方のみ） 

４ 受け入れていない 

５ その他（             ） 

問９－１ 【問９で「障害のある方のみ参加可能（特定の障害の方のみ）」と回答した方のみ】 

団体活動に参加している方の障害の種類、あるいは、受け入れが可能な障害の種類をお答えください。 

※あてはまるものすべて 

１ 肢体不自由（日常生活で車椅子を必要とする） 

２ 肢体不自由（日常生活で車椅子を必要としない） 

３ 聴覚障害 

４ 視覚障害 

５ 音声・言語・そしゃく機能障害 

６ 内部障害 

７ 知的障害 

８ 発達障害 

９ 精神障害 

10 その他（       ） 

問９－２ 【問９で「受け入れていない」と回答した方のみ】団体で、障害のある方の受け入れを行っていない

理由について、お答えください。 

１ 活動できる施設がないため 

２ 活動施設はあるが、該当施設のバリアフリーが不十分であるため 

３ 活動施設はあるが、障害のない人の団体・個人利用が多く、諸室の予約が出来ない状態が続いているた

め 

４ 団体運営者やメンバー等の対応ノウハウや障害に関する知識が不足しているため 

５ 障害者スポーツ・レクリエーションに関する企画・運営ノウハウが不足しているため 

６ 障害者スポーツ・レクリエーションの専門的な指導者がいないため 

７ 障害者スポーツ・レクリエーションの用具が不足しているため 

８ 相談できる連携先（医療・福祉機関等）がないため 

９ 団体として受け入れは可能だが、障害のある方からの参加申し込みがないため 

10 その他（       ） 

問 10 団体活動の参加対象者の年齢をお答えください。【SA】 

１ 大人・子ども（高校生以下） 

２ 大人のみ 

３ 子ども（高校生以下）のみ 
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10 野球・ソフトボール 

11 テニス・車いすテニス 

12 ボッチャ 

13 武道（柔道・剣道等） 

14 射的（弓道、アーチェリー等） 

15 体操・軽運動・筋力トレーニング等 

16 レクリエーション 

17 その他（        ） 

問９ 団体での障害のある方の受け入れの有無についてお答えください。【SA】 

１ 障害の有無にかかわらず誰でも参加可能 

２ 障害のある方のみ参加可能（障害の種類にかかわらず誰でも） 

３ 障害のある方のみ参加可能（特定の障害の方のみ） 

４ 受け入れていない 

５ その他（             ） 

問９－１ 【問９で「障害のある方のみ参加可能（特定の障害の方のみ）」と回答した方のみ】 

団体活動に参加している方の障害の種類、あるいは、受け入れが可能な障害の種類をお答えください。 

※あてはまるものすべて 

１ 肢体不自由（日常生活で車椅子を必要とする） 

２ 肢体不自由（日常生活で車椅子を必要としない） 

３ 聴覚障害 

４ 視覚障害 

５ 音声・言語・そしゃく機能障害 

６ 内部障害 

７ 知的障害 

８ 発達障害 

９ 精神障害 

10 その他（       ） 

問９－２ 【問９で「受け入れていない」と回答した方のみ】団体で、障害のある方の受け入れを行っていない

理由について、お答えください。 

１ 活動できる施設がないため 

２ 活動施設はあるが、該当施設のバリアフリーが不十分であるため 

３ 活動施設はあるが、障害のない人の団体・個人利用が多く、諸室の予約が出来ない状態が続いているた

め 

４ 団体運営者やメンバー等の対応ノウハウや障害に関する知識が不足しているため 

５ 障害者スポーツ・レクリエーションに関する企画・運営ノウハウが不足しているため 

６ 障害者スポーツ・レクリエーションの専門的な指導者がいないため 

７ 障害者スポーツ・レクリエーションの用具が不足しているため 

８ 相談できる連携先（医療・福祉機関等）がないため 

９ 団体として受け入れは可能だが、障害のある方からの参加申し込みがないため 

10 その他（       ） 

問 10 団体活動の参加対象者の年齢をお答えください。【SA】 

１ 大人・子ども（高校生以下） 

２ 大人のみ 

３ 子ども（高校生以下）のみ 
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４ その他（   ） 

問 11 障害のある方・関係者の方から、団体に寄せられたことのある意見についてお答えください。【FA】 

（             ） 

問 12 今後の団体での障害のある方の受け入れの考えについて、お答えください。 

１ 積極的に受け入れたい 

２ 個々のニーズや状況に応じて、適切な配慮をもって受け入れを検討する 

３ 今後も受け入れる予定はない 

４ その他（        ） 

問 13 団体スタッフ・メンバーの障害についての理解度についてお答えください。【SA】 

１ 障害種別や名前は知っている 

２ 障害種別や名前に加え、障害特性についても知っている 

３ まったく、あるいは、ほとんど知らない 

問 14 団体スタッフ・メンバーの合理的配慮についての理解度についてお答えください。【SA】 

１ 「合理的配慮」という言葉を聞いたことがある 

２ 「合理的配慮」を施設内で既に行っている 

３ まったく、あるいは、ほとんど知らない 

問 15 団体スタッフ・メンバーがすでに対応していること、あるいは、現在実施している合理的配慮についてお

答えください。 

※あてはまるものすべて 

１ 活動に必要な手続きのサポートをしている（保険、施設への申請 等） 

２ 施設利用・移動時のサポートをしている（必要に応じた更衣やトイレ、昇降時のサポート 等） 

３ 活動実施時のサポートをしている（備品の出し入れを手伝う、練習相手になる等） 

４ 施設内の安全性を確認している（支障物の排除 等） 

５ 緊急・非常時への対応を想定している（利用者家族の連絡先把握、避難時の対応想定 等） 

６ 活動実施時やコミュニケーションにおいて、わかりやすく説明・指導するようにしている 

７ 障害のある方に向けた団体活動の分かりやすい情報発信をしている（広報誌、インターネット、SNS 

等） 

８ 障害者スポーツ・レクリエーション用具がある（購入、行政や施設から借用等） 

９ 現状、取り組んでいることはない 

10 その他（       ） 

問 16 障害のある方の受け入れや対応等に関するガイドブックを知っていますか。【SA】 

１ 公益財団法人日本レクリエーション協会発行「地域スポーツクラブへの障がい者スポーツの導入 ガイ

ドブック」等を知っており、活用したことがある 

２ 公益財団法人日本レクリエーション協会発行「地域スポーツクラブへの障がい者スポーツの導入 ガイ

ドブック」等を知っているが、活用したことはない 

３ その他のマニュアルやガイドブック等を知っており、活用したことがある 

４ その他のマニュアルやガイドブック等を知っているが、活用したことはない 

５ まったく、あるいは、ほとんど知らない 

６ その他（        ） 

問 17 さいたま市内の障害者スポーツの実施場所・環境に関して、市に期待する事業・取組をお答えください。  

※あてはまるもの最大３つまで 

１ 合理的配慮に関する相談 

２ 情報保障（手話通訳・要約筆記等）に関する人材派遣支援 

３ 障害者スポーツ・レクリエーション支援・指導ができるスタッフ・指導者・ボランティアの派遣支援 
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４ 障害の種類・程度、目的に応じたスポーツ・レクリエーション事業、プログラムの実施 

５ 障害の種類・程度、目的に応じたスポーツ・レクリエーション事業、プログラムに関する情報提供 

６ 団体スタッフ・メンバーの資質向上のための人材育成の支援（研修の提供等） 

７ 障害者スポーツ・レクリエーション用具の貸出 

８ 障害者スポーツ・レクリエーション利用が可能な施設に関する情報提供 

９ 障害者スポーツ・レクリエーション利用が可能な公共および民間施設の予約および利用をしやすくなる

支援（予約調整方法の変更、施設の稼働率が低い曜日・時間帯等を市が障害者スポーツ利用枠として借り

上げる形で障害者等に提供 等） 

10 施設へのアクセスの改善（移動支援等） 

11 障害者スポーツ・レクリエーションに関する情報発信、普及啓発・理解の醸成 

12 障害者スポーツ・レクリエーション推進のための地域ネットワーク（医療・福祉機関、企業、スポーツ

チーム、学校等）構築の先導的役割 

13 その他（          ） 

問 18 障害者の受け入れ実態等を、より深く詳細に把握するために、いくつかの団体に対して、個別にヒアリン

グを実施することを予定しております。もし、貴団体がヒアリング対象に選ばれた場合、ご協力いただけますで

しょうか。【SA】 

１ はい 

２ いいえ 

問 19 【問 18で「はい」と回答した方のみ】ご担当者様のお名前とお電話番号を教えてください。 

お名前（   ） 

お電話番号（   ） 
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４ 障害の種類・程度、目的に応じたスポーツ・レクリエーション事業、プログラムの実施 

５ 障害の種類・程度、目的に応じたスポーツ・レクリエーション事業、プログラムに関する情報提供 

６ 団体スタッフ・メンバーの資質向上のための人材育成の支援（研修の提供等） 

７ 障害者スポーツ・レクリエーション用具の貸出 

８ 障害者スポーツ・レクリエーション利用が可能な施設に関する情報提供 

９ 障害者スポーツ・レクリエーション利用が可能な公共および民間施設の予約および利用をしやすくなる

支援（予約調整方法の変更、施設の稼働率が低い曜日・時間帯等を市が障害者スポーツ利用枠として借り

上げる形で障害者等に提供 等） 

10 施設へのアクセスの改善（移動支援等） 

11 障害者スポーツ・レクリエーションに関する情報発信、普及啓発・理解の醸成 

12 障害者スポーツ・レクリエーション推進のための地域ネットワーク（医療・福祉機関、企業、スポーツ

チーム、学校等）構築の先導的役割 

13 その他（          ） 

問 18 障害者の受け入れ実態等を、より深く詳細に把握するために、いくつかの団体に対して、個別にヒアリン

グを実施することを予定しております。もし、貴団体がヒアリング対象に選ばれた場合、ご協力いただけますで

しょうか。【SA】 

１ はい 

２ いいえ 

問 19 【問 18で「はい」と回答した方のみ】ご担当者様のお名前とお電話番号を教えてください。 

お名前（   ） 

お電話番号（   ） 
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４ 特別支援学校・特別支援学級向けアンケート調査票 

 

問１ 学校・学級名【SA】 

１ 特別支援学校（     ） 例：浦和特別支援学校 

２ 特別支援学級（     ） 例：さいたま市立○○小学校 

問２ 学校（学級）・障害種別【MA】 

１ 視覚障害 

２ 聴覚障害 

３ 知的障害 

４ 肢体不自由 

５ 病弱・身体虚弱 

６ その他（     ） 

問３ 【問１で「特別支援学校」と回答した方のみ】学部タイプ【SA】 

１ 幼稚部・小学部・中学部・高等部・高専 

２ 幼稚部・小学部・中学部・高等部 

３ 小学部・中学部・高等部 

４ 幼稚部・小学部・中学部 

５ 幼稚部・小学部 

６ 小学部・中学部 

７ 中学部・高等部 

８ 幼稚部のみ 

９ 小学部のみ 

10 中学部のみ 

11 高等部のみ 

12 その他（     ） 

問４ 【問１で「特別支援学校」と回答した方のみ】幼児・児童・生徒数【SA】 

幼稚部（ ） 

小学部（ ） 

中学部（ ） 

高等部（ ） 

高専別（ ） 

１ １０人以下 

２ １１～４９人 

３ ５０～９９人 

４ １００～１９９人 

５ ２００～２９９人 

６ ３００人以上 

問５ 【問１で「特別支援学級」と回答した方のみ】特別支援学級の人数【SA】 

１ ５人以下 

２ ６～１０人 

３ １１～１９人 

４ ２０～２９人 

５ ３０人以上 

問６ 体育の授業以外における運動・スポーツ実施の有無 
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１ 実施している 

２ 実施していない 

問７ 【問６で「実施している」と回答した方のみ】体育の授業以外における運動・スポーツ機会の内容【MA】 

＜校内＞ 

１ 運動部活動やクラブ活動 

２ 同じ敷地内の障害のない小中高生の運動部活動への参加 

３ 学校の運動会・体育祭やマラソン大会など 

４ 夏休み等のプール指導 

５ 彩の国ふれあいピックなどのスポーツの大会に向けた期間限定の練習会 

６ その他の校内での活動 

＜校外＞ 

７ 移動教室や遠足、修学旅行等でのスポーツ 

８ 公共のプールや障害者スポーツセンターなど、施設に出かけて行うスポーツ 

９ 彩の国ふれあいピックなどのスポーツの大会への参加 

10 その他の校外活動 

＜地域＞ 

11 近隣住民とのスポーツを通じた交流 

12 近隣や同じ敷地内の障害のない幼小中高生とのスポーツを通じた交流 

13 他の特別支援学校・学級とのスポーツを通じた交流 

14 地域のスポーツクラブ（プロ・アマチュア問わず）との交流 

15 その他の地域での活動等 

問８ 【問６で「実施している」と回答した方のみ】体育の授業以外で運動・スポーツに取り組む目的【MA】 

１ 幼児・児童・生徒の健康の維持・増進のため 

２ 幼児・児童・生徒の気分転換・ストレス解消のため 

３ 学校や学級の友人との交流を深めるため 

４ 障害のない方との交流を深めるため 

５ 他の特別支援学校・学級や地域との交流を深めるため 

６ 幼児・児童・生徒のリハビリテーションの一環として 

７ 幼児・児童・生徒の目標や記録への挑戦のため 

８ 特にない・なんとなく 

９ その他（     ） 

問９ 【問６で「実施している」と回答した方のみ】体育の授業以外で運動・スポーツに取り組むことで期待し

ている効果【MA】 

１ 幼児・児童・生徒の友人が増加すること 

２ 幼児・児童・生徒の行動範囲が拡大すること 

３ 幼児・児童・生徒に対する周囲の理解が向上すること 

４ 幼児・児童・生徒が相手の気持ちを配慮できるようになること 

５ 幼児・児童・生徒のストレスが解消されること 

６ 幼児・児童・生徒が自信をつけること 

７ 幼児・児童・生徒の性格が明るくなること 

８ 幼児・児童・生徒の体力・身体的機能が向上すること 

９ 幼児・児童・生徒が目標達成に向けて、挑戦すること 

10 特にない 

11 その他（     ） 
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１ 実施している 

２ 実施していない 

問７ 【問６で「実施している」と回答した方のみ】体育の授業以外における運動・スポーツ機会の内容【MA】 

＜校内＞ 

１ 運動部活動やクラブ活動 

２ 同じ敷地内の障害のない小中高生の運動部活動への参加 

３ 学校の運動会・体育祭やマラソン大会など 

４ 夏休み等のプール指導 

５ 彩の国ふれあいピックなどのスポーツの大会に向けた期間限定の練習会 

６ その他の校内での活動 

＜校外＞ 

７ 移動教室や遠足、修学旅行等でのスポーツ 

８ 公共のプールや障害者スポーツセンターなど、施設に出かけて行うスポーツ 

９ 彩の国ふれあいピックなどのスポーツの大会への参加 

10 その他の校外活動 

＜地域＞ 

11 近隣住民とのスポーツを通じた交流 

12 近隣や同じ敷地内の障害のない幼小中高生とのスポーツを通じた交流 

13 他の特別支援学校・学級とのスポーツを通じた交流 

14 地域のスポーツクラブ（プロ・アマチュア問わず）との交流 

15 その他の地域での活動等 

問８ 【問６で「実施している」と回答した方のみ】体育の授業以外で運動・スポーツに取り組む目的【MA】 

１ 幼児・児童・生徒の健康の維持・増進のため 

２ 幼児・児童・生徒の気分転換・ストレス解消のため 

３ 学校や学級の友人との交流を深めるため 

４ 障害のない方との交流を深めるため 

５ 他の特別支援学校・学級や地域との交流を深めるため 

６ 幼児・児童・生徒のリハビリテーションの一環として 

７ 幼児・児童・生徒の目標や記録への挑戦のため 

８ 特にない・なんとなく 

９ その他（     ） 

問９ 【問６で「実施している」と回答した方のみ】体育の授業以外で運動・スポーツに取り組むことで期待し

ている効果【MA】 

１ 幼児・児童・生徒の友人が増加すること 

２ 幼児・児童・生徒の行動範囲が拡大すること 

３ 幼児・児童・生徒に対する周囲の理解が向上すること 

４ 幼児・児童・生徒が相手の気持ちを配慮できるようになること 

５ 幼児・児童・生徒のストレスが解消されること 

６ 幼児・児童・生徒が自信をつけること 

７ 幼児・児童・生徒の性格が明るくなること 

８ 幼児・児童・生徒の体力・身体的機能が向上すること 

９ 幼児・児童・生徒が目標達成に向けて、挑戦すること 

10 特にない 

11 その他（     ） 
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問 10 【問６で「実施していない」と回答した方のみ】実施していない理由【MA】 

１ 授業の内容を超えた専門的な内容を教えることができる指導者がいない 

２ 体育以外のスポーツを行うための施設や用具が不足している 

３ 特別な配慮が必要な幼児・児童・生徒に対して、安全にスポーツを行うための環境整備が難しい。 

４ 幼児・児童・生徒の健康状態や障害の特性により、運動・スポーツ実施が難しい 

５ 幼児・児童・生徒の興味や関心がスポーツ以外の活動に向いている 

６ 他の教育活動や療育活動に時間が割かれており、スポーツ活動に充てる時間が確保できない 

７ 体育の授業以外に課外活動として、運動・スポーツを盛り込むための予算が不足している 

８ 幼児・児童・生徒のニーズに合ったスポーツプログラムがない 

９ スポーツ活動に対して、保護者の理解や協力が不足している 

10 その他（     ） 

問 11 【問１で「特別支援学校」と回答した方のみ】運動部・クラブの有無【SA】 

１ 運動部・クラブがある（部員総数 約  人） 

２ 運動部・クラブがない 

問 12 【問 11で「運動部・クラブがある」と回答した方のみ】実施種目【MA】 

１ 陸上競技 

２ サッカー（ブラインドサッカーを含む） 

３ ハンドサッカー 

４ 野球（ティボールを含む） 

５ フットベースボール 

６ ソフトボール 

７ グランドソフトボール 

８ バスケットボール 

９ バレーボール（ソフトバレーを含む） 

10 バドミントン 

11 卓球 

12 サウンドテーブルテニス 

13 水泳 

14 ボッチャ 

15 武道（柔道・剣道等） 

16 その他（     ） 

問 13 【問 11で「運動部・クラブがある」と回答した方のみ】指導者・サポートスタッフの状況【MA】 

１ 教職員 

２ 他校の教職員・退職教職員 

３ 児童・生徒（卒業生を含む）の保護者 

４ 卒業生 

５ ボランティアの方 

６ その他（     ） 

問 14 卒業生の運動・スポーツ習慣継続のための取組の有無【SA】 

１ 実施している 

２ 実施していない 

問 15 【問 14で「実施している」と回答した方のみ】実施内容【MA】 

１ 卒業生が運動部活動・クラブ活動に練習参加することを認めている 

２ 卒業生を対象としたスポーツ大会や交流イベントを定期的に開催している 
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３ 卒業生スポーツクラブやサークルを設立し、活動を支援している 

４ 地域のスポーツ施設と連携し、卒業生が利用しやすい環境を整えている 

５ 地域のスポーツ団体と協力し、卒業生が参加できるプログラムやイベントを提供している 

６ 在学中からスポーツ団体や施設の利用を促し、卒業後も引き続きスポーツを続けられる環境を整えてい 

 る 

７ 卒業生に向けて引き続きスポーツが続けられるように障害者スポーツ団体やスポーツができる場所など 

の情報提供を行っている 

８ その他（     ） 

問 16 【問 15で「実施していない」と回答した方のみ】実施していない理由【MA】 

１ 学校側の予算の制約や人員不足により、十分にサポートできない 

２ 卒業生が広範囲に分散している場合、地域ごとに適切な支援を提供することが難しい 

３ 卒業後の卒業生の状況やニーズを把握するための情報が不足しているため、適切な支援が提供できない 

４ 特別支援学校・学級の役割が卒業後の支援まで含まれておらず、支援が難しい 

５ 障害のある方が地域でスポーツできる場所の情報が不足していて、情報提供できない 

６ 卒業生にスポーツを続けることを支援する必要性がない 

７ 在学中からスポーツに関する支援は行っていない 

８ その他（     ） 

問 17 スポーツに関する情報入手方法・入手先【MA】 

１ 市報さいたま 

２ 市のホームページ 

３ 他の特別支援学校・学級からの情報提供 

４ 市の障害者団体の広報誌からの情報提供 

５ 市のスポーツ施設からの情報提供 

６ 特に入手していない・入手方法がわからない 

７ その他（     ） 

問 18 今後のスポーツ活動の方針【FA】 

（            ） 

問 19 特別支援学校・学級におけるスポーツ実施状況等を、より深く詳細に把握するために、いくつかの学校に

対して、個別にヒアリングを実施することを予定しております。もし、貴校がヒアリング対象に選ばれた場

合、ご協力いただけますでしょうか。【SA】 

１ はい 

２ いいえ 

問 20 【問 19で「はい」と回答した方のみ】ご担当者様のお名前とお電話番号を教えてください。 

お名前（   ） 

お電話番号（   ） 
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３ 卒業生スポーツクラブやサークルを設立し、活動を支援している 

４ 地域のスポーツ施設と連携し、卒業生が利用しやすい環境を整えている 

５ 地域のスポーツ団体と協力し、卒業生が参加できるプログラムやイベントを提供している 

６ 在学中からスポーツ団体や施設の利用を促し、卒業後も引き続きスポーツを続けられる環境を整えてい 

 る 

７ 卒業生に向けて引き続きスポーツが続けられるように障害者スポーツ団体やスポーツができる場所など 

の情報提供を行っている 

８ その他（     ） 

問 16 【問 15で「実施していない」と回答した方のみ】実施していない理由【MA】 

１ 学校側の予算の制約や人員不足により、十分にサポートできない 

２ 卒業生が広範囲に分散している場合、地域ごとに適切な支援を提供することが難しい 

３ 卒業後の卒業生の状況やニーズを把握するための情報が不足しているため、適切な支援が提供できない 

４ 特別支援学校・学級の役割が卒業後の支援まで含まれておらず、支援が難しい 

５ 障害のある方が地域でスポーツできる場所の情報が不足していて、情報提供できない 

６ 卒業生にスポーツを続けることを支援する必要性がない 

７ 在学中からスポーツに関する支援は行っていない 

８ その他（     ） 

問 17 スポーツに関する情報入手方法・入手先【MA】 

１ 市報さいたま 

２ 市のホームページ 

３ 他の特別支援学校・学級からの情報提供 

４ 市の障害者団体の広報誌からの情報提供 

５ 市のスポーツ施設からの情報提供 

６ 特に入手していない・入手方法がわからない 

７ その他（     ） 

問 18 今後のスポーツ活動の方針【FA】 

（            ） 

問 19 特別支援学校・学級におけるスポーツ実施状況等を、より深く詳細に把握するために、いくつかの学校に

対して、個別にヒアリングを実施することを予定しております。もし、貴校がヒアリング対象に選ばれた場

合、ご協力いただけますでしょうか。【SA】 

１ はい 

２ いいえ 

問 20 【問 19で「はい」と回答した方のみ】ご担当者様のお名前とお電話番号を教えてください。 

お名前（   ） 

お電話番号（   ） 
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５ 障害福祉施設等向けアンケート調査票 

 

問１ 施設・事業所名 

（          ） 

問２ 施設・事業所種別【MA】 

１ 障害福祉サービス事業所（日中活動系サービス）：就労移行支援・就労継続支援Ａ・就労継続支援Ｂ・

自立訓練（機能訓練）・自立訓練（生活訓練）・生活介護・療養介護 

２ 日中一時支援事業 

３ グループホーム日中活動支援型 14 カ所 

４ 地域活動支援センター 

５ 障害児入所施設 

６ 放課後等児童デイサービス 

７ 身体障害者福祉センター 

８ 心身障害者地域デイケア施設 

９ その他（     ） 

問３ 利用者数【SA】 

１ １０人以下 

２ １１～４９人 

３ ５０～７９人 

４ ８０～９９人 

５ １００人以上 

問４ サービス内容【MA】 

１ 就労訓練 

２ 生産活動 

３ リハビリテーション 

４ 日常生活訓練 

５ コミュニケーション訓練 

６ 創作活動 

７ レクリエーション 

８ スポーツ 

９ その他（     ） 

問５ 訓練プログラムにおける運動・スポーツ実施の有無 

１ 実施している 

２ 実施していない 

問６ 【問５で「実施している」と回答した方のみ】訓練プログラムにおける運動・スポーツ機会の内容【MA】 

１ ウォーキング・ランニング 

２ 車いす操作 

３ ストレッチ 

４ ロード・坂道訓練 

５ レクリエーションスポーツ(障害者スポーツ) 

例）卓球、ゴロ卓球、バドミントン、フライングディスク、ボッチャ等 

６ 立位トレーニング 

７ 格闘技・武道 

８ バランスとコーディネーション訓練 
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例）バランスボールを使用したトレーニング、ラダーエクササイズ等 

９ その他（     ） 

問７ 【問５で「実施している」と回答した方のみ】障害者スポーツ団体やパラスポーツ指導員等の協力、スポ

ーツ用具の貸与など、活用している支援の有無【SA】 

１ ある 

２ ない 

問８ 【問７で「ある」と回答した方のみ】活用している支援の内容【FA】 

（          ） 

問９ 【問７で「ある」と回答した方のみ】訓練プログラムで運動・スポーツに取り組む目的【MA】 

１ 利用者の健康の維持・増進のため 

２ 利用者の気分転換・ストレス解消のため 

３ 施設内の友人との交流を深めるため 

４ 他施設や地域との交流を深めるため 

５ 利用者のリハビリテーションの一環として 

６ 利用者の目標や記録への挑戦のため 

７ 特にない・なんとなく 

８ その他（     ） 

問 10 【問７で「ある」と回答した方のみ】訓練プログラムで運動・スポーツに取り組むことで期待している効

果【MA】 

１ 利用者の友人が増加すること 

２ 利用者の行動範囲が拡大すること 

３ 利用者が相手の気持ちを配慮できるようになること 

４ 利用者のストレスが解消されること 

５ 利用者が自信をつけること 

６ 利用者の性格が明るくなること 

７ 利用者の体力・身体的機能が向上すること 

８ 利用者が目標達成に向けて、挑戦すること 

９ 特にない 

10 その他（     ） 

問 11 【問７で「ない」と回答した方のみ】実施していない理由【MA】 

１ 運動・スポーツに関する専門知識を持った指導者がいない 

２ 運動・スポーツを実施するための設備や施設が不足している 

３ 特別な配慮が必要な利用者に対して、安全にスポーツを行うための環境整備が難しい。 

４ 利用者の健康状態や障害の特性により、運動・スポーツ実施が難しい 

５ 運動・スポーツに対する利用者の興味や意欲が低い 

６ 訓練プログラムの時間やスケジュールがタイトで運動・スポーツを含める余裕がない 

７ 他の訓練プログラム（職業訓練、生活訓練等）に重点を置いている 

８ プログラム内に運動・スポーツを盛り込むための予算が不足している 

９ 利用者のニーズに合ったスポーツプログラムがない 

10 運動・スポーツの効果や必要性を感じていない 

11 その他（     ） 

問 12 利用者の退所、利用終了後の運動・スポーツ習慣継続のための取組の有無 

１ 実施している 

２ 実施していない 
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例）バランスボールを使用したトレーニング、ラダーエクササイズ等 

９ その他（     ） 

問７ 【問５で「実施している」と回答した方のみ】障害者スポーツ団体やパラスポーツ指導員等の協力、スポ

ーツ用具の貸与など、活用している支援の有無【SA】 

１ ある 

２ ない 

問８ 【問７で「ある」と回答した方のみ】活用している支援の内容【FA】 

（          ） 

問９ 【問７で「ある」と回答した方のみ】訓練プログラムで運動・スポーツに取り組む目的【MA】 

１ 利用者の健康の維持・増進のため 

２ 利用者の気分転換・ストレス解消のため 

３ 施設内の友人との交流を深めるため 

４ 他施設や地域との交流を深めるため 

５ 利用者のリハビリテーションの一環として 

６ 利用者の目標や記録への挑戦のため 

７ 特にない・なんとなく 

８ その他（     ） 

問 10 【問７で「ある」と回答した方のみ】訓練プログラムで運動・スポーツに取り組むことで期待している効

果【MA】 

１ 利用者の友人が増加すること 

２ 利用者の行動範囲が拡大すること 

３ 利用者が相手の気持ちを配慮できるようになること 

４ 利用者のストレスが解消されること 

５ 利用者が自信をつけること 

６ 利用者の性格が明るくなること 

７ 利用者の体力・身体的機能が向上すること 

８ 利用者が目標達成に向けて、挑戦すること 

９ 特にない 

10 その他（     ） 

問 11 【問７で「ない」と回答した方のみ】実施していない理由【MA】 

１ 運動・スポーツに関する専門知識を持った指導者がいない 

２ 運動・スポーツを実施するための設備や施設が不足している 

３ 特別な配慮が必要な利用者に対して、安全にスポーツを行うための環境整備が難しい。 

４ 利用者の健康状態や障害の特性により、運動・スポーツ実施が難しい 

５ 運動・スポーツに対する利用者の興味や意欲が低い 

６ 訓練プログラムの時間やスケジュールがタイトで運動・スポーツを含める余裕がない 

７ 他の訓練プログラム（職業訓練、生活訓練等）に重点を置いている 

８ プログラム内に運動・スポーツを盛り込むための予算が不足している 

９ 利用者のニーズに合ったスポーツプログラムがない 

10 運動・スポーツの効果や必要性を感じていない 

11 その他（     ） 

問 12 利用者の退所、利用終了後の運動・スポーツ習慣継続のための取組の有無 

１ 実施している 

２ 実施していない 
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問 13 【問 12で「実施している」と回答した方のみ】実施内容【MA】 

１ 退所、利用終了した方も一部のスポーツプログラムに参加することを認めている 

２ 退所、利用終了した方を対象としたスポーツ大会や交流イベントを定期的に開催している 

３ 利用時から地域のスポーツ団体や施設と連携し、退所、利用終了した方が利用しやすい環境を整えてい 

 る 

４ 退所、利用終了する方が引き続きスポーツを続けられるように障害者スポーツ団体やスポーツができる

場所などの情報提供を行っている 

５ その他（     ） 

問 14 【問 12で「実施していない」と回答した方のみ】実施していない理由【MA】 

１ 施設側の予算の制約や人員不足により、十分にサポートできない 

２ 退所、利用終了した方が広範囲に分散している場合、地域ごとに適切な支援を提供することが難しい 

３ 退所、利用終了した方の状況やニーズを把握するための情報が不足しているため、適切な支援が提供で

きない 

４ 施設・事業所の役割が退所後の支援まで含まれておらず、支援が難しい 

５ 障害のある方が地域でスポーツできる場所の情報が不足していて、情報提供できない 

６ 退所、利用終了する方にスポーツを続けることを支援する必要性がない 

７ 利用時からスポーツに関する支援は行っていない 

８ その他（     ） 

問 15 スポーツに関する情報入手方法・入手先【MA】 

１ 市報さいたま 

２ 市のホームページ 

３ 他の障害福祉施設からの情報提供 

４ 市の障害者団体の広報誌からの情報提供 

５ 市のスポーツ施設からの情報提供 

６ 特に入手していない・入手方法がわからない 

７ その他（     ） 

問 16 貴所の今後のスポーツ活動の方針を教えてください。【FA】 

（記載例） 

・訓練プログラムを中心に多様なスポーツプログラムを検討していく。 

・利用者のニーズに応じて、訓練プログラムの範囲を超えたスポーツ活動に取り組んでいきたい。 

・県や市と連携して、多様なスポーツプログラムを提供していきたい。 

・スポーツを通じた地域との交流を増やし、それらを通じて、退所後の生活が豊かになることを目指した

い。 

・障害者スポーツ団体やパラスポーツ指導員などと連携し、スポーツプログラムを充実させたい。 

・障害者スポーツに関する情報提供を利用者に対して行いたい。等 

（               ） 

問 17 障害福祉施設におけるスポーツ実施状況等を、より深く詳細に把握するために、いくつかの施設に対し

て、個別にヒアリングを実施することを予定しております。もし、貴所がヒアリング対象に選ばれた場合、

ご協力いただけますでしょうか。 

１ はい 

２ いいえ 

問 18 【問 17で「はい」と回答した方のみ】ご担当者様のお名前とお電話番号 

お名前（   ） 

お電話番号（   ）  
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６ 障害者手帳不所持者からの意見聴取調査票 

 

問１ あなたの年齢をお答えください。【NA】 

〇歳 

問２ あなたの性別をお答えください。【SA】 

１ 男性 

２ 女性 

３ 回答しない 

問３ あなたの居住地域をお答えください。【SA】 

１ 西区 

２ 北区 

３ 大宮区 

４ 見沼区 

５ 中央区 

６ 桜区 

７ 浦和区 

８ 南区 

９ 緑区 

10 岩槻区 

問４ あなたの障害等の種類をお答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 身体障害（軽・中等度難聴、ロービジョン、育成医療受給等を含む） 

２ 知的障害 

３ 発達障害 

４ 高次脳機能障害 

５ 精神障害（精神通院医療受給、精神科入院等を含む） 

６ 難病（指定難病、指定難病以外の難病も含む） 

７ その他（    ） 

問５ あなたは何歳から障害等がありますか。複数の障害等がある方は、最初に障害等が発生した年齢をお答え

ください。【SA】 

１ 先天性 

２ 0～6 歳 

３ 7～12 歳 

４ 13～19 歳 

５ 20～29 歳 

６ 30～39 歳 

７ 40～49 歳 

８ 50～64 歳 

９ 65～74 歳 

10 75 歳以上 

問６ 【問５で、「先天性」と回答した人以外】障害等が発生する前にあなたが運動・スポーツを行った日数を全

部合わせると、1年間に何日くらいになりますか。【SA】 

１ 週に 3 日以上（年 151 日以上） 
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６ 障害者手帳不所持者からの意見聴取調査票 

 

問１ あなたの年齢をお答えください。【NA】 

〇歳 

問２ あなたの性別をお答えください。【SA】 

１ 男性 

２ 女性 

３ 回答しない 

問３ あなたの居住地域をお答えください。【SA】 

１ 西区 

２ 北区 

３ 大宮区 

４ 見沼区 

５ 中央区 

６ 桜区 

７ 浦和区 

８ 南区 

９ 緑区 

10 岩槻区 

問４ あなたの障害等の種類をお答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 身体障害（軽・中等度難聴、ロービジョン、育成医療受給等を含む） 

２ 知的障害 

３ 発達障害 

４ 高次脳機能障害 

５ 精神障害（精神通院医療受給、精神科入院等を含む） 

６ 難病（指定難病、指定難病以外の難病も含む） 

７ その他（    ） 

問５ あなたは何歳から障害等がありますか。複数の障害等がある方は、最初に障害等が発生した年齢をお答え

ください。【SA】 

１ 先天性 

２ 0～6 歳 

３ 7～12 歳 

４ 13～19 歳 

５ 20～29 歳 

６ 30～39 歳 

７ 40～49 歳 

８ 50～64 歳 

９ 65～74 歳 

10 75 歳以上 

問６ 【問５で、「先天性」と回答した人以外】障害等が発生する前にあなたが運動・スポーツを行った日数を全

部合わせると、1年間に何日くらいになりますか。【SA】 

１ 週に 3 日以上（年 151 日以上） 
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２ 週に 1～2 日（年 51 日～150 日） 

３ 月に 1～3 日（年 12 日～50 日） 

４ 3 か月に 1～2 日（年 4 日～11 日） 

５ 年に 1～3 日 

６ わからない 

７ 運動はしていない 

問７ あなたご自身の、現在の運動・スポーツの実施状況について、最も近いものを選んでください。【SA】 

１ 運動・スポーツをしており、満足している 

２ 運動・スポーツをしているが、もっと行いたい 

３ 運動・スポーツをしたいと思うができない・できていない 

４ 特に運動・スポーツをすることに関心はない 

問８ あなたご自身の、運動・スポーツの実施において障壁となっているものは何ですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 障壁はなく、十分に活動できている 

２ 交通手段・移動手段がない 

３ 交通の便が良いところに施設がない 

４ 運動・スポーツをできる場所がない 

５ 施設がバリアフリーでない 

６ 施設に利用を断られる 

７ 運動・スポーツがどこでできるのか情報が得られない 

８ どんな運動・スポーツをできるのか情報が得られない 

９ 指導者がいない 

10 介助者がいない 

11 仲間がいない 

12 家族の負担が大きい 

13 金銭的な余裕がない 

14 時間がない 

15 体力がない 

16 体調に不安がある 

17 医者に止められている 

18 障害に適した運動・スポーツがない 

19 やりたいと思う運動・スポーツがない 

20 運動・スポーツが苦手である 

21 運動・スポーツでケガをするのではないかと心配である 

22 人の目が気になる 

23 一緒に運動・スポーツをする人に迷惑をかけるのではないかと心配である 

24 運動・スポーツを行うための用具がない 

25 補装具が運動・スポーツに対応しておらず破損が心配である 

26 感染症に対する不安 

27 わからない 

28 その他（     ） 

問９ あなたが運動・スポーツを行った日数を全部合わせると、1年間に何日くらいになりますか。【SA】 

１ 週に 3 日以上（年 151 日以上） 

２ 週に 1～2 日（年 51 日～150 日） 
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３ 月に 1～3 日（年 12 日～50 日） 

４ 3 か月に 1～2 日（年 4 日～11 日） 

５ 年に 1～3 日 

６ わからない 

７ 運動はしていない 

問 10 【問９で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ】あなたは、誰と運動・スポ

ーツをしていますか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 一人で 

２ 家族 

３ 友人・知人 

４ 福祉・医療施設の仲間や職員 

５ 学校の仲間や教職員 

６ 市内の障害者スポーツサークル・団体の仲間 

７ 市外の障害者スポーツサークル・団体の仲間 

８ その他（     ） 

問 11 【問９で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ】あなたは、過去１年の間に

どのような運動・スポーツを行いましたか。【MA】 

※学校の部活動や休み時間の活動は含めますが、学校の授業や学校行事のキャンプやマラソン大会などは含

めません。 

※あてはまるものすべて 

１ ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩など） 

２ 階段昇降 

３ 陸上競技（ランニング、ジョギングなどの軽い運動も含む）  

４ 体操（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど） 

５ 室内運動器具（ウエイト器具、ランニングマシーン、バランスボールなど）を用いる運 

 動 

６ 水泳・水中運動 

７ 卓球 

８ サウンドテーブルテニス 

９ バドミントン 

10 フライングディスク 

11 ボウリング 

12 バスケットボール 

13 車いすバスケットボール 

14 バレーボール 

15 ゴールボール 

16 野球（キャッチボールを含む）・ソフトボール 

17 サッカー・フットサル 

18 車いすサッカー 

19 ブラインドサッカー 

20 グランドソフトボール 
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３ 月に 1～3 日（年 12 日～50 日） 

４ 3 か月に 1～2 日（年 4 日～11 日） 

５ 年に 1～3 日 

６ わからない 

７ 運動はしていない 

問 10 【問９で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ】あなたは、誰と運動・スポ

ーツをしていますか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 一人で 

２ 家族 

３ 友人・知人 

４ 福祉・医療施設の仲間や職員 

５ 学校の仲間や教職員 

６ 市内の障害者スポーツサークル・団体の仲間 

７ 市外の障害者スポーツサークル・団体の仲間 

８ その他（     ） 

問 11 【問９で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ】あなたは、過去１年の間に

どのような運動・スポーツを行いましたか。【MA】 

※学校の部活動や休み時間の活動は含めますが、学校の授業や学校行事のキャンプやマラソン大会などは含

めません。 

※あてはまるものすべて 

１ ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩など） 

２ 階段昇降 

３ 陸上競技（ランニング、ジョギングなどの軽い運動も含む）  

４ 体操（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど） 

５ 室内運動器具（ウエイト器具、ランニングマシーン、バランスボールなど）を用いる運 

 動 

６ 水泳・水中運動 

７ 卓球 

８ サウンドテーブルテニス 

９ バドミントン 

10 フライングディスク 

11 ボウリング 

12 バスケットボール 

13 車いすバスケットボール 

14 バレーボール 

15 ゴールボール 

16 野球（キャッチボールを含む）・ソフトボール 

17 サッカー・フットサル 

18 車いすサッカー 

19 ブラインドサッカー 

20 グランドソフトボール 
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21 フットソフトボール 

22 テニス 

23 車いすテニス 

24 ボッチャ 

25 武道（柔道・剣道等） 

26 射的（弓道、アーチェリー等） 

27 自転車・サイクリング 

28 スキー・スノーボード等のウインタースポーツ 

29 その他（     ） 

問 12 【問９で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ」】あなたが障害発生後に運

動・スポーツを始めたきっかけはどのようなものですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 心身の健康増進やストレス解消等のため、自主的に始めた 

２ 家族に奨められた 

３ （障害のある）友人・知人・同僚に奨められた 

４ （障害のない）友人・知人・同僚に奨められた 

５ 医師に奨められた 

６ 看護師・保健師・助産師に奨められた 

７ 医療関係者等（OT、PT、ST、CO）に奨められた 

８ 義肢装具士に奨められた 

９ 介護福祉士に奨められた 

10 社会福祉士（ソーシャルワーカー）に奨められた 

11 スポーツ指導者に奨められた 

12 パラスポーツ指導者・障害者スポーツ指導者に奨められた 

13 学校の先生に奨められた 

14 学校の授業等で興味を持ち、自主的に始めた 

15 障害のある有名選手・パラリンピアンの影響 

16 テレビや新聞、インターネット等の影響 

17 漫画、ドラマ、映画等の影響 

18 現地・所属する団体（会社等）に奨められた 

19 スポーツ団体等の関係者から誘われた 

20 イベントや体験会等で興味を持ち、自主的に始めた 

21 特にきっかけはない・なんとなく 

22 その他（     ）やテレビ等でそのスポーツを観た 

問 13 【問９で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ」】 

あなたが運動・スポーツを実施する目的はどのようなものですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 健康の維持・増進のため 

２ 気分転換・ストレス解消のため 

３ 楽しみのため 

４ 友人や家族との交流のため 

５ 健常者との交流のため 
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６ 体型維持・改善のため 

７ リハビリテーションの一環として 

８ 目標や記録への挑戦のため 

９ 特にない・なんとなく 

10 その他（     ） 

問 14 【問９で「週に 3日以上（年 151日以上）」「週に 1～2日（年 51日～150日）」「月に 1～3日（年 12日～

50日）」「3か月に 1～2日（年 4日～11日）」「年に 1～3日」と回答した人のみ」】あなたが運動・スポーツを

やってよかったことはどのようなものですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 友人が増えた 

２ 行動範囲が拡大した 

３ 周囲の理解が向上した 

４ 外出が増えた 

５ 相手の気持ちが配慮できるようになった 

６ ストレスが解消される 

７ 自信がついた 

８ 性格が明るくなった 

９ 仕事を続ける活力になっている 

10 体を動かすこと自体が楽しい 

11 食事がおいしく感じ、食欲が増した 

12 夜、熟睡できるようになった 

13 体力・身体的機能が向上した 

14 勝利や記録が出たときに嬉しい 

15 目標が達成できた、やりたいことに挑戦できた 

16 特にない 

17 その他（     ） 

問 15 【問９で「運動はしていない」と回答した人のみ】あなたが運動・スポーツを実施しない理由についてお

答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 運動・スポーツが嫌いである 

２ 運動・スポーツに興味が無いから 

３ 障害が発生してから、運動・スポーツをやってみる機会がなかったから 

４ 障害が発生してから、運動・スポーツをする機会はあったが、あまり楽しくなかったから 

５ 人前に出るのが好きではないから 

６ 自分にはできないから 

７ 疲れるから 

８ 体調がよくなかったから 

９ 医師から止められていたから 

10 やれる環境になかったから 

11 家族や介助者等の負担になると思ったから 

12 汗や土で体や衣服が汚れるから 

13 実施する意味・価値を感じないから 

14 学校の体育等で嫌いになった 

15 格好悪いから 
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16 青少年期に所属した運動部活動・民間クラブで嫌な思いをした 

17 スポーツ用具の購入やスポーツ施設の利用などにお金がかかるから 

18 自宅周辺に運動・スポーツができる場所がないから 

19 スポーツ施設の環境（設備など）が整っていないから 

20 施設によって実施できる競技に制限があり、やりたい競技ができないから 

21 特に理由はない 

22 わからない 

23 その他（     ） 

問 16 【問９で「運動はしていない」と回答した人のみ】あなたが運動・スポーツを実施しない理由についてお

答えください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 音楽鑑賞・演奏（カラオケ、楽器演奏など） 

２ 映画・ドラマ鑑賞 

３ 読書 

４ 絵画・書道・手芸などの創作活動 

５ ゲーム（スマホゲーム、テレビゲーム、カードゲームなど） 

６ ガーデニング・園芸 

７ 旅行 

８ ショッピング 

９ 温泉・スパ 

10 特に何もしていない 

11 その他（     ） 

問 17 あなたが、今後やってみたい、または今後も続けたい運動・スポーツは何ですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩など） 

２ 階段昇降 

３ 陸上競技（ランニング、ジョギングなどの軽い運動も含む）  

４ 体操（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど） 

５ 室内運動器具（ウエイト器具、ランニングマシーン、バランスボールなど）を用いる運動 

６ 水泳・水中運動 

７ 卓球 

８ サウンドテーブルテニス 

９ バドミントン 

10 フライングディスク 

11 ボウリング 

12 バスケットボール 

13 車いすバスケットボール 

14 バレーボール 

15 ゴールボール 

16 野球（キャッチボールを含む）・ソフトボール 

17 サッカー・フットサル 

18 車いすサッカー 

19 ブラインドサッカー 

20 グランドソフトボール 
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21 フットソフトボール 

22 テニス 

23 車いすテニス 

24 ボッチャ 

25 武道（柔道・剣道等） 

26 射的（弓道、アーチェリー等） 

27 自転車・サイクリング 

28 スキー・スノーボード等のウインタースポーツ 

29 その他（     ） 

問 18 あなたは、過去１年間にスポーツを観戦したことがありますか。※アマチュアスポーツを含む 【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 埼玉県内で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した 

２ 埼玉県外で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した 

３ テレビ・ラジオ・インターネット配信等で観戦した 

４ 観戦しなかった 

問 19 【問 18で「埼玉県内で直接（スタジアム・体育館・沿道など）観戦した」「埼玉県外で直接（スタジア

ム・体育館・沿道など）観戦した」「テレビ・ラジオ・インターネット配信等で観戦した」と回答した人のみ】あ

なたがスポーツを観戦したのはどのような理由からですか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ そのスポーツが好きだから 

２ そのスポーツをしている（していた）から 

３ 応援しているチーム・選手がいるから 

４ 暇つぶしのため 

５ ストレス発散のため 

６ 家族や友人に誘われたから 

７ 家族・友人が出場していたから 

８ 実施場所が近所だったから 

９ 学校や施設のイベントだったから 

10 特にない 

11 その他（     ） 

問 20 どのような取組・工夫があれば、あなたはスポーツを実際に（さらに）観戦してみようと思いますか。

【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 大会に関する詳しい情報があれば 

２ ルールや解説が実況で聞ければ 

３ ルールや解説の実況について、聴覚障害者への情報保障があれば（手話通訳、大型ビジョンに字幕があ

る等） 

４ ルールや解説の実況について、視覚障害者にわかるような詳しい解説があれば 

５ 大会が自宅などから行きやすい場所で開催されれば 

６ 落ち着いて観戦できる区画された席があれば 

７ 入場料・観戦料が無料又は廉価であれば 

８ スポーツの体験会が同時開催されれば 

９ スポーツ以外のイベント・祭りなどが同時開催されれば 

10 家族や友人・知人に誘われれば 
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４ ルールや解説の実況について、視覚障害者にわかるような詳しい解説があれば 

５ 大会が自宅などから行きやすい場所で開催されれば 
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11 会場内・周辺の混雑・渋滞等が解消されれば 

12 会場までのアクセスがバリアフリーであれば 

13 わからない 

14 観戦するつもりはない 

15 その他（     ） 

問 21 あなたは eスポーツをしたことがありますか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

※e スポーツとは球技や格闘技などの対戦型コンピューターゲームで勝敗を競うスポーツのことをいいま

す。 

１ e スポーツをしたことがある 

２ e スポーツを観戦したことがある 

３ どちらもない 

問 22 あなたはマインドスポーツをしたことがありますか。【MA】 

※あてはまるものすべて 

※囲碁や将棋、チェスなどが該当します。 

１ マインドスポーツをしたことがある 

２ マインドスポーツを観戦したことがある 

３ どちらもない 

問 23 さいたま市内では、さまざまな障害者スポーツ教室・イベントを開催しています。参加したことがあるも

のを教えてください。【MA】 

※あてはまるものすべて 

１ 障害者陸上教室 

２ 障害者野球教室 

３ 障害者サッカー教室 

４ 障害者バスケットボール教室 

５ 障害者車いすバスケットボール教室 

６ 障害者バレーボール教室 

７ 障害者水泳教室 

８ 障害者卓球バレー教室 

９ 障害者ボウリング教室 

10 アーチェリー教室 

11 トランポリン教室 

12 サウンドテーブルテニス教室 

13 ダンス教室 

14 ボッチャ体験（障害者福祉施設みのり園） 

15 e スポーツ体験（障害者福祉施設みのり園） 

16 障害者向け余暇活動ストレッチ講座 

17 手話応援 

18 ノーマライゼーションカップ（ブラインドサッカー大会）及び大会での障害者スポーツ体験会 

19 市民のつどい 障害者スポーツ体験ブース 

20 さいたまマラソン（車いすの部） 

21 参加したことがない 

22 その他（     ） 

問 24 あなたは、どのような内容のスポーツ教室・イベントであれば参加してみたいと思いますか。【MA】 
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※あてはまるものすべて 

１ 健康づくり（体力づくり）が中心の教室 

２ スポーツ技術の向上を目的とした教室 

３ ルール等の知識や考え方を学ぶことができる教室 

４ 親子・家族で楽しめるスポーツ教室・イベント 

５ 世代を超えて楽しめるスポーツ教室・イベント 

６ 障害のない人と一緒に楽しめるスポーツ教室・イベント 

７ 特にない 

８ その他（     ） 

問 25 障害等のある方がスポーツに取り組みやすい環境を整えるために必要なことなど、何でも結構ですので、

ご意見をお聞かせください。【FA】 

（                                       ） 
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